
        
            
                
            
        

    
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　唐突だけど、僕ぼくはあまり〝先生〟が好きじゃない。

　いわゆる学校の教師という人たちに不信感を持っている。

　幼稚園の頃、好きだった先生に告白をしたけど裏切られたことがきっかけ。

　もちろん、裏切りと言っても今となっては裏切り（笑）って感じだけど。

　あの頃の僕が幼すぎたってだけだ。

　ただ、そのことに気づいても、教師という人たち全般への不信感は消えていない。

　そんな僕、彩さい木ぎ慎まことも高校二年生になって──

「はぁ……彩木くん、君はどうして彩木くんなの？」

　窓際で、ジュリエットみたいな世よ迷まい言ごとを口走ってるのが僕の担任です。

　藤ふじ城き真ま香か先生──僕が現在所属している二年Ａ組の担任、英語教師。

　教師になって二年目、年齢は二十四歳くらいと思われる。

「ジュリ──じゃない、真香先生」

「ジュリって誰だれ!?　彩木くん、わたしの知らないところでまた新しい女をつくったの!?」

「古い女も新しい女もいませんよ！」

　放課後の、英語科準備室。

　真ま香か先生が〝わたしの城〟と呼ぶ、ほぼプライベートな空間だ。

　他の英語科の先生も使う部屋だけど、その人たちはほとんど近寄らない。

　四月の中頃から一ヶ月ほどの間、僕ぼくは頻ひん繁ぱんにここに呼び出されている。

　これでも、自じ他た共ともに認める〝先生〟嫌いなのに。

　なのに、だのに、僕はこの真香先生に──告白されてしまったのだ。

　告白！　告白だって！

　真香先生は、校内で一番人気の美人教師。

　一方、僕は先生嫌いは置いておくとしても、成績は平凡、運動能力も見た目も普通。

　身長は、やや低め。あと五センチほしい。

　ちょっとひねくれていて疑うたぐり深ぶかいことを除けば、キャラも特に立ってない。

　ただ、その疑り深さのおかげで、人の内面を見抜く能力が磨かれた──らしい。

　真香先生は〝高たか嶺ねの花はな〟なんて古めかしい表現がぴったり来る人だ。

　優秀な教師で、美人で、おまけに意識高い系──校内では生徒も教師もそう認識してる。

　でも僕だけは、真香先生が高嶺の花なんかじゃないことを見抜いた。

　お高くとまっているのは演技みたいなもの──キャラづくりでしかないとわかってた。

　一年ほど前に真香先生が新任教師として現れて、すぐに。

　その頃、真香先生が高嶺の花として振る舞っていたせいで起きた事件のときに──

　僕が真香先生のキャラづくりを見抜いていることを、なにげなく明かしたらしい。

　そのことが、先生には衝撃的事件だったとか。

　僕はまったく覚えてなかったけど。

　そして、真香先生は初めて自分の本性を見抜いた僕を好きになった──そうだ。

「そ、そうよね。ただでさえ四人も邪魔者──じゃないわ、恋こい敵がたきがいるのに。これ以上増えられたら処理しきれな──いえ、対応できないわね」

「…………」

　おっかしいなあ、教師にあるまじき不ふ穏おんな言い回しが続けて聞こえたような。

　あたふたしながら、こんなことをほざいてる真香先生を見て、〝高嶺の花〟なんて思う人はそういないだろう。

　真香先生は普段はその本性を隠しているが、僕の前では完全に油断しきってる。

「じゃあさっそく、今日の〝教育〟を始めましょうか」

「って、なにしてるんですか!?」

「服よ。服を脱いでいるのよ」

「見りゃわかる！　いえ、わかりますよ！　理由を訊きいてるんです！」

「はい、英語で質問すると？」

「ほ、ほわっとあーゆーどぅーいんぐなう！」

「……使い方はともかく、発音の怪しさが大問題ね」

　あ、割と本気で呆あきれられてる。

　今は僕ぼくのほうが真ま香か先生に呆れるターンだったはずなのに。

「まあ、英語の指導なんて後回しでいいわ」

「英語教師としては問題ありすぎの発言ですね」

　とはいえ、普段の授業でみっちり教わってるので、課外授業は勘弁だ。

「ああ、脱いでる途中だったわ。ごめんなさい、中断して。ちゃんと脱ぐから許してね」

「僕が指示したみたいに！　というか、堂々と脱がないでくださいよ！」

　ツッコミを入れつつ、真香先生に背中を向ける。

　目を逸そらす直前、ちらっと見た先生の顔は赤く染まってた。

　本当は恥ずかしいくせに、なぜこんなエロ攻撃を仕掛けてくるのか。

「……はい、もういいわよ。こっち向いて」

「…………って、やっぱり！　嫌な予感がしたんですよ！」

　恐る恐る振り向くと。

　さっきまでのスーツ姿じゃなくて、お着替えを済ませた真香先生がいらっしゃった。

「なんでチアガール!?」

　そう、真香先生の服装は紺色スーツから、派手なイエローのチアガールユニフォームに替わっていた。

　胸元がざっくりあいていて、自称Ｅカップの胸の谷間がばっちりくっきりと。

　上は白いお腹なかとおへそが見えてしまうくらい、丈たけが短い。

　ミニスカートの丈も短すぎて、こっちが不安になりそうだ。

「教師というのは生徒を応援する存在でもあるでしょう。だったら、チア衣装を着るのも決して間違いではないはずよ」

「めっちゃこじつけてますね！」

　こんなメチャクチャな人が教師やってていいんだろうか……？

　教育委員会は、いったいどこに目をつけてるの？

「さあ、このページの問題を解いてみて」

「は？　なんですか、いきなり……」

　疑問に浸ひたってる暇もない。

　真香先生は、自分のデスクから問題集を手に取って、隣のデスクに広げて置く。

　見覚えのあるページだ。確か、今日の真香先生の授業でやったところだ。

「彩さい木ぎくんは今日、このページのことで質問に来てるの。だから、もう一度解き方を教えてあげるのよ。教師としての日常業務ね」

「そんな設定なんですか……？」

　今日、準備室に来たのは、真ま香か先生の呼び出しをくらったからだ。

　真香先生は僕ぼくに告こくってから──主にこの準備室で〝教育〟を行っている。

　僕が先生のことを好きになるように指導するのが目的、らしい──

「いいから、やりなさい。見た感じ、今日の授業、全然わかってなかったでしょう？」

「なっ、なぜそれを……!?」

　ちまちました文法問題とか、けっこう苦手なんだよね。

　疑うたぐり深ぶかい性格のせいか、文章の構造とか考え出すと果てしなく悩んじゃって。

「これでも一応、教師よ。生徒の顔を見れば理解してるかどうかくらいわかるわ」

「…………」

　そういえば、教師としても有能だったんだ、この人。

　僕は真香先生の裏の顔を知ってるけど──

　表の顔、教師としてのこの人を全部知ってるわけじゃない。

「そもそも、教師のことを積極的に知ろうと思ったこともないし……」

　僕は意外と真香〝先生〟のことは、なにもわかってないのかも……。

「ん？　そんな催さい促そくしなくても、わたしのことならいくらでも教えてあげるわよ」

「い、いえ、別に催促したわけじゃ……」

「まずは、わたしのサポート能力ね。チアの応援効果、身をもって知るといいわ！」

　真香先生はご丁てい寧ねいにポンポンまで持って、狭い室内で器用に踊り始めた。

「はいっはいっ、彩さい木ぎくん、がんばれ、がんばれっ♡」

「…………」

　先生のそういう能力を知りたいわけではないんだけど──

　しかし、やたらと動きがキレッキレだ。

　見た目と頭だけじゃなくて、運動神経もいいらしい。

　これも知らなかったというか──

　動きがよすぎる上に、柔軟性までバツグン。

　すらりと細い脚あしが高々と上がるたびにスカートがめくれて、その下の──

「だーっ、こんなの集中できるわけないでしょ！」

「どうして集中できないの？　わたしが、こんなにも心を込めて応援してるのに？」

「ニヤニヤしながら訊きかないでください！」

　絶対、理由わかってるよね！

　チアの効果はゼロどころかマイナスだ！

「大丈夫よ、ほら。これ、アンダースコート、通っぽく言うとアンスコよ？」

「言わなくていいです、見せなくていいです！」

　真ま香か先生は、ぴらりとスカートをめくって、紺色のアンダースコートを見せつけてくる。

　下着じゃないのはわかってるけど、それでもスカートの下を見せられたら……！

「これ、ブルマみたいで野や暮ぼったいわよね。見ても面白くないかしら？」

「そういう問題でもありません。先生もさすがにブルマ世代じゃない……ですよね？」

「君、わたしをいくつだと思ってるの？」

　ぷうっ、と真香先生は子供みたいに頬ほおをふくらませる。可愛かわいい。

「ブルマが普通にあったのは、せいぜい二十年くらい前でしょう。言っておくけど、わたし今年で二十四よ？」

「……先生の正確な年齢、初めてちゃんと知りましたよ」

　真香先生ならストレートで進学、就職してるだろうから、予想どおりではあるけど。

「あ、しまったわ……」

　その真香先生は、今度は困った顔になる。

「いけない子ね、彩さい木ぎくん。巧こう妙みような誘ゆう導どう尋じん問もんで女の人に歳を言わせるなんて」

「誘導でもないし尋問でもないし、巧妙でもなかったような……」

「いいえ、ダメ。いけない子には……いつもの体罰よ」

「うっ……」

　真香先生は僕ぼくの前に立って、両手で頬を掴つかんできた。
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　僕ぼくがなにか悪さをすると、真ま香か先生は体罰を加えてくる。

　この世で唯一許される体罰だという──〝ゆるふわ体罰〟を。

「ん……」

　ゆっくりと真香先生が唇を重ねてくる。

　いつの間にか、こんなことが当たり前に……。

　恐るべき教育は、着実に進行している。

　それでいて、真香先生は僕が告白を受け入れたら──教師を辞めるそうだ。

　生徒と恋愛関係になったら、教師失格だからとか。

　しかも、浮うき世よの生活を捨てて、尼あまだかシスターだかになるらしい。本気か！

　僕のことが好きだっていうのを信じるとしても、先生はなぜここまでするのか。

　好きになったからといって、教師が教え子に告こくったり、ましてやキスまでする？

　自分が仕事を失うリスクを背負ってまで……？

　まったく、わけがわからない。

　この人は教師としての顔も、二人きりのときの顔も謎なぞだらけだ──
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　聖せい華か台だい学院──初等部から中等部・高等部・大学までのエスカレーター式の学校だ。

　僕は初等部からこの学校に通っている。

　お受験は苦労したと思うけど、昔のことなのであまり覚えてない。

　通っていた幼稚園でのしょうもない出来事のほうがよく覚えてるくらいだ。

　憧れてた女の先生が、僕をたばかって結婚したこととかね。いや、根には持つまい。

　今は高等部二年。ただ、初等部や中等部での学校生活もいまいち印象が薄い。

　教師に反抗して怒られてばかりだったくらいか。ふっ、僕は圧力には負けない。

　真香先生の体罰は、圧力じゃなくてゆるふわ。負けてもしょうがないんです。

「本日の現代文の授業は、恋れん紅く先生が風か邪ぜでお休みなので自習になります。課題プリントなどは出ていませんが、教室の外に出たりしないように」

　現在は、朝のＨＲホームルームの最中。

　うちの担任──真香先生はあまり長々と語るタイプじゃない。

　事務的にさくっと連絡事項を伝え、余計なことは言わずに去っていく。

　それだけのことで、生徒たちにクールだと憧れられる。高たか嶺ねの花はな、凄すごい。

「来週から中間テストが始まります。みなさんが二年生になってからの初めての定期テストですね。まだ進路を選ぶ時期ではないからといって、油断はしないように」

　そうか、もう来週は中間テストか。

　うちは内部進学する生徒も多いから、どこかのんびりしてる。

　一般的には、高校二年生は既に受験生という意識もあるみたいだけど。

　高校生活の三分の二が受験生って、夢も希望もない話だよね。

　聖せい華か台だいの大学は世間では名が通ってるけど、うちの生徒もそれなりの数が外部進学を希望して、かなり偏へん差さ値ち高めの大学を狙うみたいだ。

　そういう向上心の強い生徒たちは、言われるまでもなく定期テストも油断してない。

　僕ぼくも一応、外部進学も検討はしてる。成績的にはちょっと微妙だけど。

「それと、明日から職員室と各科の準備室は生徒の入室が禁止になります。先生に用がある場合は、入り口のところでお呼びするように」

「…………」

　あー、僕は自分から職員室に近づくことはないから、気にしたこともなかったな。

　自主的に近づかなくても、なぜか呼び出されること多数の学校生活だけど。

　ちょっと教師に反抗的なだけなのに。なにも悪いことはしてないのに。

「…………ん？」

　待てよ、各科の準備室も入室禁止って言った？

　ということは当然、真ま香か先生の〝城〟もダメってことだよね？

　真香先生の〝教育〟で、生徒指導室や生徒会室を使ったことはあるけど、その二つは自由に使えるわけじゃない。

　ホントは、英語科準備室も自由に使っちゃダメなんだけどね。

　それはともかく──真香先生が僕に指導できる場所は校内にない。

　つまり、これからしばらくは真香先生の教育もお休みになるってことか……。

　ざ、残念だなんて思ってないんだから！







　──なんて、ショボいツンデレごっこをしてる場合じゃない。

　何事もなく、今日の授業は終わって、放課後──

　久しぶりに来た、久しぶりにやって来た、自由な時間！

　今日こそは解放されると何度も思っては裏切られてきたけど、今度はそういうどんでん返しも無し！

　いかにやりたい放題の真香先生でも、試験期間中のルールを変えられるわけもない。

　テスト一週間前とテスト本番の三日間は、完全に自由の身！

「なんで、にやにや？」

「わっ」

　声を掛けてきたのは、貴き宗そう天てん華かさん。

　彼女は二年Ａ組のクラスメイトにして──実は真ま香か先生の妹さんだ。

　姓が違うのは、真香先生と貴宗さんのご両親が離婚して、先生はお父さんに、貴宗さんはお母さんのほうについていったかららしい。

　とはいえ、貴宗さんは離婚当時はまだ赤ちゃんだったみたい。

　貴宗さんは茶色っぽい長い髪をツインテールにしている。

　全体的に小柄で、中学生か──下へ手たをすると小学生に見えるかも。

　真香先生は女性にしては長身なので、あまり似てない姉妹とも言える。

　顔をよーく見ると、パーツが似通っている部分はけっこうあるんだけど。

　なにより、真香先生と似ているのは胸部の盛り上がりかも。

　全体に小さい分、真香先生より胸の大きさが際きわ立だってるくらいだ。

　基本的に、校内では真香先生と貴宗さんが姉妹っていうのは内緒らしい。

　先生と教え子が姉妹だと変な勘ぐりをされるかもしれないしね。

　しかし、真香先生って秘密の多い人だな。

「え、えーと……貴宗さん、なにか用？」

「私の大事な秘密を知られて残念、用がなくてもご機き嫌げんを伺いに来るのは当然」

「ちょっと待って！」

　いつにないはっきりした物言いだね、貴宗さん！

　教室がざわざわしてる、ざわざわしてる！

「おいおい、彩さい木ぎって先生に反抗的なだけだと思ってたのに」

「彩木くんって疑うたぐり深ぶかいもんね。人の秘密を見抜くのもお手の物なのかも」

「あんな小さい貴宗さんに鬼き畜ちくなマネを……？　リアルエロ漫画、笑えない」

　クラスメイトたち、人聞きの悪いことを！

「貴宗さん、僕ぼくが弱みにつけ込んでるみたいに言わないで！」

「誰だれが小さいって……？　顔と名前は覚えた、言った奴やつ」

　貴宗さんは僕の抗議をスルーして、小さい子呼ばわりしたクラスメイトを睨にらんでる。

　小柄で可愛かわいらしい外見に似合わず、割と攻撃的な性格なのだ。

「えーと、用がないなら僕、帰りたいんだけど」

「そんなに慌てて帰るほどの急用？」

「急用というか……買い物して、帰ったら動画見放題サービス（一ヶ月９８０円、親のクレカ使用）で気になってたミステリー物の海外ドラマを一気見しようかと」

「……彩木、あんたしなくていいの、勉強？」

「…………」

　しまった、浮かれすぎてて完全に忘れてた。

　そうだ、準備室が使えないのはテスト前だからじゃないか。

　当然、テスト勉強なるものをしなくちゃ。

　ハハハ、僕ぼくには自由な時間なんて永遠に来ないのかもしれない。

「私、知らないけど、彩さい木ぎはいいの、成績？」

「……普通かな。ちなみに、貴き宗そうさんは？」

「できる。かなり」

「かなり……」

　我が校では、定期テストの結果が廊ろう下かに貼り出されるという忌いまわしき習慣がある。

　ただし、上位五十名のみ。

　僕には縁がないけど……何度か貴宗さんの名前を見かけた気はする。

「ま、まあ僕も天あま無なしよりは上だし……」

「急にあたし、ディスられた!?」

「天無の順位を知ってるわけじゃないけど、確信を持って僕のほうが上だと言えるよ」

「印象だけで馬鹿と決めつけてる！」

「……違うの？」

「ち、違わないけどさ……」

　怯ひるんだような顔をしたのは、クラスメイトの天無縫ぬい。

　赤毛っぽくも見えるセミロングの髪。

　上はブレザーを着ずにスクールベストのみ。

　胸が大きすぎてブレザーのボタンが留められない、という理由らしい。

　下はミニスカートで、脚あしはすらっと細い。

　グラビアアイドルをやっていて、スタイルはとんでもなくエロく、顔も可愛かわいい。

　もちろん、男子からは絶大な人気を誇ってる。

　真ま香か先生なんかは、クラスの男子の三分の一くらいが天無のことを好きなんじゃないかと推測してるほどだ。

　この天無縫、さっきから僕と貴宗さんの会話にまざろうとタイミングを見計らってたっぽい。

「でも、彩さいくん、天てんちゃん！　一年の最後のテストは最下位じゃなかったんだよ！」

　恐るべきことに、天無は最下位を取ったことがあると自白してる。

　聖せい華か台だいでは、テスト後に本人の全科目の点数と偏へん差さ値ち、学年内での順位が記された成績表が配られるのだ。

「最低限の点数を取らないと進級できないって先生たちに脅されたから、ちゃんと教科書も持って帰って、頑張って一夜漬けまでしたんだよ！」

「……次々と衝撃の事実が明らかになってるね」

　一年の最後のテスト以外は教科書も持ち帰らず、一夜漬けすらしてなかったのか。

　よくまあ、高等部まで進級できたもんだ。

「よくまあ、高等部まで進級できた……」

「ちょっと、天てんちゃん、ひどい！」

　おお、貴き宗そうさんってば、僕ぼくが呑のみ込んだ言葉をあっさりと……その強さに憧れる。

「自慢じゃないけど、あたしは進級できなかったことなんて一度もないんだよ！」

「本当に自慢じゃないね……うちの学校、十年以上、留年した人いないって聞いたよ」

「彩さいくん、なんでそんなこと知ってんの？」

「……か、風の噂うわさで」

　前に、あまり反抗的だと、十数年ぶりの留年する生徒になるかもと注意されたなんて、とても口に出せない。

「彩さい木ぎくん」

「…………っ！」

　反射的に身体からだがびくんとしてしまう。

　振り向くと、さっきＨＲを終えて教室を出て行ったはずの真ま香か先生が教室の戸のところに立っていた。

「彩木くん、ちょっと来なさい」

「……はい」

　なんだろう、嫌な予感。

「彩木、行って。さっさと」

「ちぇー、また真香ティーかー……むむむ」

　クラスで一、二を争う人気女子たちとの楽しい会話は打ち切りみたいだ。

「おいおい、彩木。また真香先生からお呼び出しかよー。ああ、代わってほしい！」

「おまえ、また壁ドンなんかしたら、先生の怖いファンたちに吊つるし上げられるぞ」

「うるさいよ」

　僕は先生のもとへ向かいながら、からかってきたクラスメイトたちを睨にらむ。

　しかし、真香先生からの呼び出しも、みんな全然気にしてないみたいだな。

　僕と真香先生の怪しげな関係が噂うわさになってから、何日も経たってないのに。

　その噂は、僕が密ひそかに「彩木慎まことが真香先生に壁ドンしている写真」をばらまいて──

　僕が一方的に真香先生につきまとってたというデタラメで上書きしたんだけど。

　冴さえない男子生徒と美人教師が付き合っているという話より、僕が先生につきまとっている話のほうがリアリティがあるらしい。

　微妙に納得できないけどね……。

　みんな、僕ぼくをストーカーになってもおかしくない奴やつと思ってたの？

　まあ、収まった噂うわさが蒸し返される気配もないし、よしとしているけどね。







「深刻な顔をして、説教をされているフリをしていなさい。得意でしょう？」

「説教はよくくらってますが、フリをするのが得意なわけでは……」

　僕と真ま香か先生は、廊ろう下かの窓際まで移動して。

　先生のほうは手に持った書類を見るフリをしながら、真面目な顔をしてる。

　真香先生につきまとっていた男子生徒は、他ならぬ真香先生によって指導されているという設定だ。

　真面目な顔で話してる分には問題ないわけだ。

「〝教育〟のことよ。ＨＲで言ったとおり、しばらくは準備室が使えなくなるわ。指導室は使えるけど、テスト前に何度も生徒を呼び出してたら変に思われるでしょうね」

「はあ、まあそうですかね」

　僕って、テスト前じゃなきゃ、何度呼び出されても変じゃない問題児なの……？

「すっかり忘れてましたけど、準備室が使えなくなるなら、もっと早めに言っておいてくれたらよかったのに」

「現実を認められなかったのよ。ああ、彩さい木ぎくんを教育できないなんて……そんな毎日になんの価値があるというの？」

「同どう僚りようにも生徒にもチヤホヤされてる日々でしょ……？」

　いったいなんの不満があるというんだろう？

「とにかく、しばらくはおとなしく試験勉強をしていなさい。わたしが恋しくなったら、まぶたを閉じればそこに先生の全裸が浮かび上がるわ……」

「浮かびませんよ！」

　真香先生の全裸なんて見たこと──ないとは言い切れないけど、まぶたには浮かばない。

　手ブラとかお尻とかは、まあ……いや、本当にオールヌードをしっかり見てはいないよ。

「そうね、わたしの全裸なんて思い出してたら、勉強どころじゃなくなるわね」

「真ま顔がおで言わないでください、真顔で」

　説教してるフリをしてるところだから、いつもみたいにニヤニヤできないか。

「ねえねえ、彩さいくん！」

「わっ！」

　どがっ、と背中に重たい衝撃が！

　振り向くと、天あま無なしがにこにこ笑って立っている。

　なにを思ったか、天あま無なしが僕ぼくの背中を全力でどついたらしい。

「ねえねえ、話があるんだけど！」

「……天無さん。今、わたしが話してるのよ」

「あたしと天てんちゃんが先に話してたんだよ！　彩さいくんはみんなのもの！」

「いや、僕は僕のものだけど」

　いつ所有権を失ったんだ、僕は。

「悪いけれど、教師の話を優先させてもらうわ」

「たとえ先生でも、生徒の話に割り込む権利はないよ！　起たてよ、生徒たち！　教師の横暴に立ち向かえ！」

「天無さん、あなた影響力あるんだから煽あおらないでくれる？」

　まあ、学校だと教師が優先されるのが当たり前みたいな傾向はあるよね……。

　教師から「プリントを運ぶのを手伝え」と言われて、「友達と約束があるので」なんて断る生徒はそうはいない。

「はい、彩さい木ぎくんも〝みんな素直に先生の言うことをききすぎていたのかも〟みたいなことを考えないようにね」

「…………」

　さすが真ま香か先生、僕の考えくらいはお見通しらしい。

　しかし、天無も意外と反抗的だな。

　そういえばこの前も、僕と真香先生のランチを見張ってたっけ。

「あたしだって彩くんに大事な話があるんだよ。これからってときに真香ティーが割り込んできたんだってば！」

「え？　そうなの？」

　僕が聞き返すと、天無はこくこくと頷うなずいた。

「さっきの話の続きっていうか、実は……あたしに勉強を教えてほしいんだよ！」

「僕、無駄なことはしたくないなあ」

「また直球でディスられた！　彩くん、あたしに恨うらみでもあるの!?」

「恨むどころか、天無のこと、そんなに知らないかな」

「この野郎ーっ！」

　いつも天てん真しん爛らん漫まんな天無が、珍しく怒った顔をする。「この野郎」って、口悪いな。

「落ち着きなさい、天無さん。それは確かに大事な話ね」

　おや、真香先生が理解を示しつつある。

「彩木くんの言うとおり、天無さんに勉強を教えるくらいなら、猫に仮定法過去完了を教えるほうが有意義かもしれない」

「彩くん、そこまで言ってないよ!?」

「ただ、学びたいという天あま無なしさんの無駄を恐れない勇気を教師として無む下げにできないわ」

「なんか、いちいち引っかかるなあ……」

　じとーっ、と天無が真ま香か先生を睨にらんでる。

「仕方ないわね、彩さい木ぎくん。天無さんに勉強を教えてあげなさい」

「えええぇっ、真香ティー、なにを企たくらんでるの!?　あたしを馬鹿にしないなんて、どう考えてもおかしい！」

「天無……馬鹿にされることに慣れすぎてない？」

　と突っ込んではみたものの、僕ぼくから見ても真香先生の行動は怪しい。

　実のところ、真香先生と天無は対立する関係なのだから。

　そう、あの恐るべき〝死んでもいいわ同盟〟のことを言っているのだ──







　死んでもいいわ同盟──

　組織名は、二ふた葉ば亭てい四し迷めいのとある翻ほん訳やくを由来としているらしい。

　通称はＳＩＤシド。真香先生は「物騒な名前だからそう呼んでる」と言ってた。

　構成メンバーは、全部で四名。天無縫ぬいもその一人だ。

　他には高等部の三年生で生徒会長で、シスター見習いでもある陣じん所しよカレン。
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　初等部五年の生徒で、僕ぼくの昔からの知り合いの娘でもある神しん樹じゆ無む垢く。

　さらに、僕の妹で高等部一年の彩さい木ぎ美み春はる。

　グラビアアイドルにシスター見習い生徒会長、幼女に実の妹。

　その四人が──恐るべきことに全員揃そろって僕のことが好きらしい。マジか。

　四人は独自の取り決めに従って、僕を虎こ視し眈たん々たんと狙っているそうだ。

　僕に関する情報を共有し、その一方で互いに牽けん制せいし合ってもいるとか。

　そして、重要なことがもう一つ。

　真ま香か先生とは緩やかな対立関係にあるようだ。

　たまに情報を交換することもあるらしいが、真香先生は常にＳＩＤシドを監視し、ＳＩＤもまた真香先生の動きを見張ってる。

　ＳＩＤも真香先生も、決して余人に悟られることなく、僕を巡って水面下で争い続けている──

　嘘うそみたいな本当の話──と見せかけてやっぱり嘘、だったらよかったのに。

　残念ながら、信じ切れない一方で嘘だと断定する根拠も存在しない。

　四人の女の子に好かれてるというだけであり得ないのに、グラビアアイドルにシスター見習いに幼女に妹だよ？

　全員、男と──あるいは僕と恋愛しちゃダメな立場の女の子ばかりじゃないか。

　いったい、どこでどんな理由があって、僕なんかを好きになっちゃったんだ？

　僕みたいに疑うたぐり深ぶかくなくても、恐るべきトラブルの予感しかしないだろう。

　今のところは、真香先生と僕が付き合っていると偽装して、四人の告白をかわしてる。

　ただ、どこまで逃げ切れるか──僕にはあまり自信がない。







　そのＳＩＤのメンバーの一人、天あま無なし縫ぬいはもちろん、真香先生と対立してる。

　天無は、こんなふわふわした性格だけど、けっこう敵対心はあるみたいだ。

「いいから、天無さん。あなたは勉強の準備をしてきなさい。どうせ、机に教科書もノートも置きっぱなしでしょう」

「ああ、うん。学校には机があるから便利だよね」

　天無はそんなことを言って、教室に戻っていった。

「……あの言い方だと、天無さんの部屋には勉強机がないみたいだわ」

「僕の知る限り、普通は小学校に上がったら学習机みたいなものを買ってもらえるはずなんですけどね」

　天無は私立の学校に通ってるんだし、まさか学費免除の特待生でもないよね。

　少なくとも、天無家が子供に机も買ってやれない経済状況とは思えない。

　天あま無なしの学習意欲の欠けっぷりがちょっと怖いくらいだ……。

「ああ、彩さい木ぎくんのお部屋にはちゃんと机があることは知ってるわ。でも、机の上におもちゃを置いてると集中できないわよ？」

「……？　待ってください、確かに小学生の頃に買った恐竜のフィギュアとか飾ってますけど、なんで先生が知ってるんですか？」

「…………てへっ♡」

「てへっ、じゃない！　あと、人が通らなくなった絶妙のタイミングでしたね！」

　高たか嶺ねの花はなの美人教師は、可愛かわいらしく舌を出すことなど許されぬ。

　誰だれも見てないタイミングで可愛くなるの、上う手ますぎ！

「本当に、いったいどこから僕ぼくの情報が漏れてるんですかね……」

　四月に、真ま香か先生から告白されて以降、どうも僕の情報が先生やＳＩＤシドのみんなに筒抜けになってる節ふしがある。

　もっとも、最有力の容疑者……ほぼ犯人と断定していい奴いもうとはいるんだけどね。

「まあ、それはともかくとしてよ」

「毎回、さらっと流されるから犯人が特定できないんですよね……」

「真面目な話よ。天無さんにも困ったものだわ」

「割と強引というか、反抗的でしたね。天無の場合、どこまで本気か怪しいですけど」

「反抗的なのは別にいいのよ。そんな生徒、珍しくないし、わたしは一番厄やつ介かいな子を相手にしてるわけだしね」

　一番厄介な、反抗的な生徒って誰のことだろうね。

「反抗してもなんでもいいから、天無さんには勉強してもらわないと困るのよ」

「……天無って、やっぱり成績ヤバいんですか？」

「いくら彩木くんでも、他の生徒の成績までは話せないわよ。ただ、天無さんの昨年度の成績表を見たあと、目薬を差して栄養ドリンクを飲んでから、もう一度見直したことは事実ね」

「自分がどうかしたのかと思うほどひどい成績だったんですね……」

　いや、天無の成績が悪いのは二年になってからの一ヶ月でも充分にわかるけどね。

　授業で指されてもろくに答えられないし、そもそもずーっと居眠りしてるし。

「本当に、本当に、彩木くんには天無さんに勉強教えてほしくないんだけど……！」

「書類、書類！　先生、書類がぐちゃぐちゃに！」

　ぐぐっ、と真香先生の書類を握る手に力がこもっていく。

「愛の前に書類など無力よ」

「凄すごい名言来ましたね！」

　あと、愛とか言わないでほしい。マジで恥ずかしい。

「まったく……わたしなんて、どう頑張っても彩さい木ぎくんに勉強教われないのよ？」

「先生が生徒に教わるようじゃ、世も末かと」

「でも、天あま無なしさんに勉強を教えるのは仕方ないけど、彼女には気をつけなさい。なにをやらかすか、得え体たいが知れないわよ？」

　それは自己紹介ですか？

　なんて訊きかない程度の分別を僕ぼくは身につけた。えらい。

　ああ、常に教師に減らず口を叩たたく彩木くんはどこへ行ってしまったのか。

　しかし、なにがなんでも僕には平へい穏おんな放課後は訪れないみたいだな。

　ええ、天無と一緒の放課後が平穏無事に済むと思うほど楽天的ではないです。







　基本的に、聖せい華か台だい学院では放課後の寄り道は禁止されている。

　とはいえ、高等部と中等部はもちろん、初等部ですらあまり守られていない。

　高等部ともなれば、道草の一つや二つ、教師だってわざわざ注意しないしね。

　そういや、前に真ま香か先生と焼き肉屋に行ったことがあったけど、あれも思い切り学校の帰り道だったなあ。

「えーと、あたしドリンクバー。彩さいくんも一緒でいいよね？」

　僕は頷うなずき、天無が店員さんにハキハキした声で注文する。

　というわけで、僕と天無は学校近くのファミレスへとやって来た。

　店内はほぼ満席で、同じ聖華台学院の制服姿も何人かいる。

　もちろん、彼らの目的も僕らと同じ、試験勉強だろう。

　校内の図書室や自習室は声が出せないので、複数で勉強会をするには向かない。

　このあたりには他にファミレスもファストフードもいくつかあるが、試験前はどこも混み合うので席をゲットできたのはラッキーだ。

　とりあえず、僕はアイスティー、天無はコーラを取ってきた。

「いやー、こんなとこにファミレスあったんだね。知らなかった！」

「え、そうなの？」

　ぶっちゃけ、僕は友達が少ない。

　学校外で遊ぶ友達となれば、皆かい無むと言ってもいいくらいだ。

　それでも、付き合いで学校帰りにファミレスに寄ることくらいある。

「あんま、友達と外で遊んだりしないもん。あたしの付き合いって、広く浅くだからさ」

「それ、前も言ってたよね。友達百人とか余裕でいそうなのに」

　天無は、アホっぽくて軽いけど、良く言えば気さくだ。

　告白される前から、親しくもない僕を〝彩くん〟って呼んでたし、他のクラスメイトや同級生にもざっくりしたあだ名をつけてる。

　貴き宗そうさんのことも〝天てんちゃん〟って呼んでたな。

「仲が良い子はいるけどね。写真を撮ってもらったりとか。さすがに親しくない友達には頼めないよね。ネットに流出されたりすると怖いから。事務所に注意しろって言われてるんだよ。リベンジポルノって言うんだっけ？」

「それ違うからね」

　いらん単語は知ってるけど、正しい使い方までは知らないらしい。

　天あま無なしはグラビアの仕事とは関係なく、ちょっとエロめの写真を自主的に撮ってる。

　幸か不幸か、僕ぼくはそのことをよーく知ってたりする。

「まあ、絶対にエロ写真を流出させたりしないって信じてる子でも、あたしに勉強を教えるのは絶対御免なんだよ！　つまり……わかるな？」

「わ、わかりたくない……」

　僕は、軽い気持ちでとんでもない仕事を引き受けてしまったのでは。

「しゃ、写真といえば……今日はグラビアの仕事はないの？」

「そんなしょっちゅう撮影があるもんでもないよ。なんだかんだで細かい仕事はあるけどね。イベントのゲストとか、ＴＶテレビのちょっとしたにぎやかしとか」

「でも天無、しょっちゅう忙しそうにしてない？」

「ジムで運動したり、ヨガ行ったり、スタイルの維持も仕事なんだよね。あと、ボーカルレッスンとか、ダンスとか……あたし、普通のアイドルには興味ないのに」

　なるほど、グラビアアイドルというのも大変な仕事らしい。

「ま、そう見せかけて、実は仕事してなかったりもするんだよね。忙しそうにしてれば、授業中に居眠りしても見逃してもらえるから」

「…………」

　確かに、割と厳しいうちの学校では珍しく、天無は居眠りしても叱られない。

　聖せい華か台だいでは初めての芸能人だとかで、校内では特別扱いらしい。

　そこそこの名門とはいえ、今時は学校にだって個性が必要。

　現役グラドルが在ざい籍せきしてるというのは、外部へのアピールになるのかも。

　しかし、天無が芸能人という身分を上う手まく利用していたとは……。

「まずは、居眠りをやめれば少しは成績もマシになるんじゃないの？」

「むう、無理難題をふっかけてくるね、彩さいくん。眠らずにはいられないんだよね」

「みんな、眠くても授業受けてるんだよ」

「そういや、彩くんは反抗的なくせに授業はちゃんと聞いてるよね。ちぇっ、仲間だと思ってたのに裏切られた気分だよ！」

「なんでやねん」

　またわけのわからんことを。

　しかし、この分だと天あま無なしの居眠りをやめさせるのは難しそうだな……。

「どのみち、今さら居眠りをやめたって、今回のテストがどうなるものでもないか。えーと、僕ぼくはどちらかというと文系だけど、天無は？」

「癒いやし系けいかな？」

「ふざけるならデタラメを教えて、最下位を取れるように仕込むよ」

「彩さいくん、優しい顔して怖い！」

　天無が最下位を取っても、現状維持に近いからイヤガラセにはならないかもだけど。

「えっ、えっと、あたしもほぼ文系かな。理数系は中一のときに捨てたから」

「捨てるの早いなー。まあ、文系を捨ててないだけまだマシか……」

　テストまであと一週間しかないし、得意なほうを伸ばすほうが効果的かな。

「まあ、最低限の学力くらいはあったほうがいいからね。天無が芸能界で生きていくとしても、お馬鹿キャラだって度を過ぎると引かれるし」

「あたし、お馬鹿キャラで売ってないよ！　胸だよ、胸！　このあふれんばかりのおっぱいがウリなんだよ！」

　ずいっと天無が身を乗り出してきて、そのあふれんばかりのおっぱいが、テーブルの上にどすんと載る。

　くっ、なんだこの高校生離れしたド迫力サイズは……！

「い、いいから胸をしまって」

「出し入れ自由じゃないよ」

「とにかく！　勉強を始めます！　わからないところがあったら訊きくように！」

「はーい、彩さい木ぎせんせー」

「…………」

　その呼び方はともかく……こんな軽いノリで大丈夫なんだろうか。







「……ねえ、天無」

「なにかな、彩くん」

「勉強がすべてじゃないと思うんだ。勉強なんかできなくても生きていけるよ」

「さっきと言ってること違う！」

　というわけで、大丈夫じゃありませんでした。

「正直言って、天無のこと、賢くはないと思ってたんだけど……」

「け、けど？」

「もうここまで来ると、馬鹿というよりエクストリームというか……」

「意味わかんないよ！」

　うん、言ってる僕ぼくもわからないので、雰囲気で察してほしい。

「現代文も古文も、英語も基き礎そからやり直さないとダメなレベルだけど、そんな時間はないね。唯一、希望を見み出いだせるとしたら世界史の暗記にすべてを懸かけることくらいか……」

「う、うう……世界史かあ……」

　ぽよん、とまたテーブルに胸を載せる天あま無なし。その姿勢が楽なのかもしれない。

　重そうだもんなあ、あの胸……一つ何キロくらいあるんだろう？

「カタカナの名前って、覚えにくいんだよねー。ここに載ってる名前とか……マルクス・アウレリウス・アントニヌスってなんだ！　あたしへのイヤガラセか！」

「時を越えた壮大なイヤガラセだね。それなら世界史を選ばなきゃよかったのに……」

　うちの学校では、高等部二年で世界史か日本史のどちらかを選択する。

　日本史のほうが圧倒的に選択者は多い。

「むー、日本史も苦手なんだよ。こっちも名前、覚えにくくない？　義よし朝ともとか頼より朝ともとか、清きよ盛もりとか隆たか盛もりとか敦あつ盛もりとか似たような名前も多いし……」

　敦盛は、桶おけ狭間はざまの戦いのときに織お田だ信のぶ長ながが舞った「人間五十年、化げ天てんのうちをくらぶれば」ってやつじゃなかったか。変なこと知ってるな。

「どっちみち覚えられないんだね……それなら漢字で迷わずに済む世界史のほうが正解なのかもしれない」

　詰め込みでなんとかなる分、ここに天無のリソースをつぎ込むしか方法はなさそう。

「とにかく、短期間で得点を取れるものに絞ろう。ほら、僕の教科書にアンダーラインを引いてるから、天無の教科書にも同じところに線を引いて、そこを重点的に──」

「ん？　どしたん、彩さいくん？　おっぱい、触りたくなった？」

「そんな唐突にケダモノにならないよ！　そうじゃなくて──ちょっと電話してくるから、今言ったことをやっておいて」

「ほーい。ごゆっくり」

　僕はテーブルの上に置いていたスマホを手に取って、席を離れる。

　レジにいた店員さんに軽く頭を下げてから、店の外に出た。

　ファミレスの前には、季節のメニューを大きく書いたのぼりが立ってる。

　ちらっと見えてしまったのだ。そののぼりの陰に──

「真ま香か先生、なにしてるんです？」

「……はっ!?　き、奇遇ね、彩さい木ぎくん！」

　ぴょこん、とバネ仕掛けみたいな動きで飛び出してきたのは、我らが担任だった。

　漫画なら間違いなくギャグ顔になるような、バツの悪そうな表情をしてる。

「ち、違うのよ。わたしはこれでも仕事中なんだから」

「ファミレスののぼりに隠れて給料がもらえる仕事ですか？」

「ぼうや……まだ教育が足りないようね。真ま香か先生への生意気な態度はＮＧよ」

　ああ、いつぞやの妖よう艶えんなお姉さんモード再び。

「って、そうじゃないわ。本当に仕事なのよ。ほら、この時期はファミレスやハンバーガーショップで勉強する子たちが多いでしょ？　お店に迷惑をかけてないか見回りをしてるのよ」

　とか言いつつ、再びのぼりの陰に隠れる真香先生と、つられて隠れてしまう僕ぼく。

　まあ、先生と一緒にいるところを天あま無なしに見られるとややこしくなりそうだしね。

「先生って、わざわざそんなことまでしてるんですか？」

「本当に疑うたぐり深ぶかいわね……あ、ほら、あの人。あそこにいる人」

　真香先生は、目線でファミレスの前に立っている人物を示す。

　眼鏡をかけた、スーツ姿の若い女性がファミレスの中を見つめている。

「あの人、確か中等部の先生よ。前に合同研修で見かけたことがあるわ。中等部の先生方も同じ見回りをしてるはずよ」

「中等部の先生？　見覚えは……ないかなあ」

　でもなんか、あの人、天無がいるあたりをじーっと見てないか？

　高等部の生徒まで見張ってるのかな。

「…………？　あっ」

　その眼鏡の先生っぽい人は、僕らの視線に気づくと、変な声を上げて──

　まるで逃げるみたいに、すたすたと歩き去ってしまった。

「なんだろう？　さっきの真香先生みたいな挙きよ動どう不ふ審しんさですね」

「わたしは彩さい木ぎくんを見てたのがバレて、おろおろしただけよ！」

　それを自白と言うんです。

「見回りと言っても、勉強の邪魔をするつもりはないもの。できる限り、生徒たちに見つからないようにしてるのよ」

「なるほど……」

　生徒が店に迷惑をかけてないから、邪魔をしないように去っただけか。

　僕が考えすぎるのはいつものこと。ま、中等部の先生を気にしても意味ないし。

「そう、気づかれてはダメなの。わたしが隠れてたのも指示どおりにしただけ！」

「今思いついたような言い訳ですね……」

「それに、わたしはまだ若手だもの。今日の見回り当番は年ねん輩ぱいの先生だったから、代わって差し上げるのも当然のことよね！」

「見回り以外の目的が発生してませんか!?」

　僕と天無がどこで勉強してるか、合法的に捜さがしにきただけじゃないの!?

　さすが真ま香か先生、僕ぼくと天あま無なしを監視しつつ、職場でのポイント稼ぎも同時進行とは。

「というか、問題児の彩さい木ぎくんと天無さんを監視してるのは凄すごく自然な行動だわ」

「残念ながら言い返せませんね……」

　真香先生以外の教師でも、僕と天無が勉強してるところを見たら、隠れて見張るかも。

　いや、僕はちょっと反抗的なだけで、別に問題児じゃないよ？

「それにしても、予想どおりだわ……天無さん、あの無駄に育った胸をテーブルに載せたりして、はしたない……あんな子に育てた覚えはないわ！」

「天無も育てられた覚えはないのでは……」

　この方は、天無のなんなんだろうか。

「ぐぬぬ……危ないのは陣じん所しよさんかと思ってたけど、天無さんも充分危険ね。いえ、なにをやらかすかわからないという意味では、彼女が一番かも」

「頭は痛いですが、勉強してるだけですよ」

「そうやって油断させておいて、いきなり牙きばを剥むくのよ！　密室に誘い込んだり、お風呂に連れ込むかもしれないわ！」

「そりゃ両方、先生がやったんでしょ」

　真香先生って、たまに自分のことを棚に上げるよね。

「あら、そうだったかしら。でも彩木くん、防犯ブザーはちゃんと持ってる？」

「持ってるわけないでしょ」

　小学生じゃないんだから。

　男子高校生なら、ブザーを鳴らされる側でもおかしくない。

「な、なんてこと……警戒心に欠けてるわよ、彩木くん！」

「その逆のことをよく言われますよ、僕は」

　猜さい疑ぎ心しんが強い性格だってこと、忘れてないか？

「ああっ、もう時間がないわ。次の場所も見回らないと……あ、一応訊きいておくけど、天無さんの勉強のほうはどうなの？」

「先生みたいなことを訊くんですね」

「先生よ！　ああ、いえ。答えを訊くのは怖いから、やっぱり今の質問は無しで」

　真香先生は、ため息をつきながらくるりと背中を向け、つかつかと去っていった。

　──と思ったら、立ち止まった。

「……困ったらわたしに相談しなさい。一人で天無さんの面倒をみるのが大変なら、いつでも頼っていいから」

「あ、はい」

　僕が頷うなずくと、今度こそ真香先生は歩き去った。

　メチャクチャな人だけど、教え子のことを真面目に心配してくれてるみたいだ。

　ただなあ……。

　のぼりの陰から出て、店内を見る。

　天あま無なしがこっちに気づき、わざわざ立ち上がって脳のう天てん気きな笑顔でぶんぶん手を振ってる。

「本人が危機感ゼロだからなあ……」







　翌朝、目を覚ますといつもより二十分も遅い時間だった。

　めったに寝坊なんてしないのに。

　昨日は、天無に勉強を教えて頭を酷こく使ししたからかなあ。

「ふあぁ……眠ねむっ……」

　手早く制服に着替えて、自室を出る。

　我が家は３ＬＤＫのマンション。

　築二十年とちょっと古いけど、まだまだ綺き麗れいだし、広さも充分だ。

　僕ぼくはここで、妹の美み春はるとほぼ二人暮らしだ。

　両親を失った悲しい過去があるわけじゃなく、親は二人揃そろって貿ぼう易えき関係の仕事をしていて、ずっと海外にいるのだ。

　あまりにも日本に帰ってこないので、ちょっと疑ってる。

　偽ブランド品の密輸とかやってないだろうな？

　それはともかく、両親からの経済面での支えは充分だけど、家事は自分でやるしかない。

　我が家にはもう一人家族がいるのに、自分でやるしかない。

「んん……？」

　廊ろう下かをちょっと進んで、異変に気づいた。

　リビングのほうから物音が聞こえてくる。

　あれ、美春がもう起きたのか？

　まさか。妹が起きるのは僕より一時間は遅いし、早起きすることなんて絶対にない。そう、絶対にだ。

　いいや、待てよ。そうだよ、美春も今年で十六歳、ＪＫだ。

　遂ついに心を入れ替えたという可能性が、微粒子レベルで存在する！

　僕より早く起きて──朝ご飯の支度などをしてる可能性は少なくともゼロじゃない！

　ここから一歩踏み込んで、リビングに入ればダイニングキッチンが見える。

　キッチンを見るまでは、ニュー美春誕生の可能性は決して消えない。

　つまり──僕はここから動かないほうがいい？

「……って、そんなわけあるか！　母さんか？　帰ってくるときは前もって連絡してくれっていつも──」

　リビングに入ると──

「あら、おはよう。けっこう早起きなのね」

「…………っ！」




　そこに、裸エプロンがあった。




「待ってて、朝食はもう少し時間がかかるから。顔でも洗ってきなさい」

「なんでいるんですかっ、真ま香か先生！」

　慌ててリビングのソファに隠れながら、問い詰める。

　ばっちり見ちゃったよ！

　流し台の前で、こちらを振り向いた真香先生は──

　ひよこのイラストが入ったエプロンを着けていた。

　逆に言うと、エプロンしか着けてなかった！

　エプロンの横からは、大きく盛り上がった胸の側面が見えて。

　こっちを向いていたお尻は、白いパンツがばっちりと丸見えでした！

　ああ、正確に言うと裸エプロンじゃなくて、下着エプロン？

「って、どっちでもいいっ！」

「なんの話かしら、彩さい木ぎくん。きちんと挨拶くらい返しなさい」

「この状況で常識的なことを言われても……おはようございます。それで、そのイカレたお召し物は……？」

「イカレたとはご挨拶ね。これは裸エプロンといって、新にい妻づまが夫を迎えるときの正式な服装として欧州文明が伝わった明治維新以降のならわしなのよ？」

「よくそんな百パーセントのデタラメを並べられますね……」

　嘘うそが多すぎて、突っ込むのも面倒なレベル。

「さすが疑うたぐり深ぶかい彩木くんね。よくぞ見破ったわ。でも、これこそが女が男の子を落とすときの正式な作法！　食欲も性欲も満たす、マジカルコスチュームなのよ！」

「ま、まじかる……」

　仮にも英語教師なんだから、もうちょっと頭よさそうな名称を使ってくれないかな。

「……って、ちょっと。あまり見られるとさすがに恥ずかしいわ……」

「あっ、すみませ……いえいえ、先生が見せてるんでしょ!?」

　つい、ツッコミのためにソファの背から顔を出してしまってた。

　真香先生は恥ずかしそうに、横よこ乳ちちと下着丸出しのお尻を手で隠してる。

　なんか、隠されると逆にエロい……隠し切れてないしね！

「……ん？　どうやってうちに入ったんですか？　鍵かぎ、かかってましたよね？」

　真ま香か先生が住む藤ふじ城き家は、実は我が家のお隣だ。

　偶然じゃなくて、僕ぼくを狙って意図的に隣に引っ越してきたらしい。正気か。

「ああ、昨夜ゆうべちょっと美み春はるさんと会って、合い鍵かぎを借りておいたのよ。窯かま出だしプリンとなめらかチーズスフレをおごってあげたら、なぜか貸してくれたから」

「買収って言うんですよ、それ！」

　美春め……あいつはコンビニスイーツ大好きだけど、まさかスイーツ二つと家の合い鍵を交換するとは。

「やっぱり、サプライズは重要でしょう。関係をマンネリにしないためにも」

「心臓が止まりかねないサプライズはやめてくれませんかね……」

「安心して、わたしは教師よ。いざというときのために心しん肺ぱい蘇そ生せいの講習も受けてるわ！」

「僕の心臓を止めない努力をしてください！」

　というか、マンネリを避けるって、僕と先生はどんな関係なんだ。

「あああ、そんなことより服を着てください！　美春に見られたらまずいでしょ！」

　あれで美春は、真香先生がここまでイカレてると知らないんだよ。

　真香先生の高たか嶺ねの花はな幻想をまだ持ってるんだよ。

「大丈夫、美春さんはまだ起きてこないわ。それくらい、調査済みよ」

「僕の家庭の内情まで筒抜けになってる……」

　そろそろ、本格的に情報漏ろう洩えいを防ぐ手を打ったほうがいいな。

　僕は知らないことだらけなのに、周りの人たちが僕のいろんなことを知りすぎてる。

「……って、それより、もう着替えてくださいよ！」

「ちょっと待って、彩さい木ぎくん！　これ、死ぬほど恥ずかしかったのよ！　ちゃんと堪たん能のうしてもらわないと、わたしの勇気が無駄になるわ！」

「勇気はもっと立派な行動に使ってください！」

　この場合、僕が悪いの!?

「昨日は、天あま無なしさんのいやらしいおっぱいをたっぷり視し姦かんしてきたんでしょう。なんとしても上書きしておかないと！」

「やっぱり、それが目的ですか！」

　僕がエロい動画や写真を見ると、真香先生は〝上書き〟と称して、よりエロい姿を見せつけてくる。

　教え子を思いやる姿に感心したばかりなのに、昨日の今日でコレかーっ！

「大事なことよ！　だいたい、味わいもせずに着替えろなんてひどいわ！」

「味わうってなにを!?」

「もちろん、これよ。はい、こっち来て」

「えー……」

　できるだけ、真ま香か先生を見ないようにキッチンに近づく。

　ああ、白い下着に包まれたお尻や、ボリュームたっぷりの横よこ乳ちちが……。

「彩さい木ぎくん、どうぞ味見して？」

「あ、ああ。味み噌そ汁しるですか……」

　真香先生の衝撃的な姿に気を取られて、匂いに気づかなかった。

　先生は、ＩＨコンロで味噌汁をつくっていたらしい。

　小皿に味噌汁を少し入れて、僕ぼくに差し出してくる。

「……ああ、いいと思います」

「よかったわ、口に合わなかったら腹かっさばくしかないかと思ってた」

「迂う闊かつな冗談を言わなくてよかったですよ！」

　うん、確かに美お味いしい。美味しかったよ。

　意表をつく行動を取りまくる真香先生のことだから、実は料理は殺人的なレベル──ってオチもあり得ると思ってたけど。

　お世せ辞じじゃなくて、いい味を出してたと思う。

　ただ──

「美味しいんですが、なんというか……妙に完璧というか、優等生的というか？」

「そりゃ、１ミリグラム単位で完璧にレシピどおりにつくったもの。ふふん、料理のコツは〝いらんことをしない〟よ」

「…………」

　あー、なるほど、そういうことか。

　料理なんて慣れてくると目分量になるから、多少味付けにもムラができるけど、この人の料理って妙にバランスがよすぎるんだよね。

　たまに忘れそうになるが、この人は高たか嶺ねの花はな──いわゆる優等生なんだ。

　学生時代は、家庭科の調理実習だって完璧にこなしてたに決まってる。

　つまり、料理下べ手たのポンコツだなんてことはあり得ない。

「いや、ポンコツ的な部分は多々あるんだけど、人に見られる可能性がある技術は嫌いや味みなくらい鍛きたえてるってことか」

「彩木くん、彩木くん、独り言が漏れてるわよ」

「おっと」

　しまった、つい素直な感想が口から出てしまったか。

「ポンコツってところがすっごく引っかかるけど──次は、わたしも味見する？」

「美み春はるが起きてくる前に、自分の家に戻ってくださいね」

　にっこり笑いかけてきた真香先生に、僕もにっこり笑いかける。

　たちまち、真香先生は、ぷうっと頬ほおをふくらませ──同時に、素早く取り出したスマホで僕ぼくの笑顔を撮影することも忘れなかった。

　この先生にとっては、僕なんかの笑顔も撮影対象らしい……。

　しかし、担任教師が朝っぱらから裸エプロンで朝食をつくりに来てるとか、とんでもない話だな……。

　裸エプロンには驚いても、この状況を割と受け入れちゃってる自分が怖い。

「でも、これくらいしなくちゃ天あま無なしさんには勝てないでしょ」

「勝てないって……そこまでして張り合わなくても」

　ＳＩＤシドと対立してるっていっても、裸エプロンまでやるか？

「だって、彩さい木ぎくんは教師は嫌いだけど──可愛かわいいクラスメイトは、別に嫌いではないでしょう？」

「…………」

　意外と、真面目な声だった。

　そう、僕は自じ他た共ともに認める、教師嫌いで生意気で反抗的な彩木くん。

　でも、クラスの女子が嫌いだなんて一度も言ったことないし、実際嫌いでもない。

　天無はああいうツッコミ待ちキャラだから、つい面白くいじってしまうけど。

　そういえば、僕は──天無縫ぬいという女の子をどう思ってるんだろう？

　まあ、一つ言えることがあるとしたら。

「……先生、真面目な顔で言われても、その格好だと説得力ゼロですね」

「やーんっ♡」

　やーんっ、じゃねぇよ。

　けっこう本気で照れていそうだけど、この人は絶対に反省してない後悔しない。

　天無をどう思ってるかはともかく、先生のことはどう思えばいいかすら迷う。







　うちのマンションは少々古いけれど、交通の便はとても良い。

　最寄り駅まで徒歩三分となれば、文句のつけようがないだろう。

　おかげで、うちの妹もギリギリまで惰だ眠みんをむさぼっていられる。

　お年頃の女子として、身だしなみに時間をかけるより睡眠が大事、というスタイルはいかがなものかと思うが。

　真ま香か先生が朝食をつくり終えて我が家を出て、入れ替わりに美み春はるが起き出してきた。

　さすが先生、タイミングをばっちり読んでいる……ちょっと怖いくらいだよ。

　美春は、いつもと味付けが違う朝食も黙って食べていた。

　合い鍵かぎを渡した張本人なんだから、真香先生がつくったことにも気づいてるだろうに。

　真香先生と対立してるＳＩＤの一員なのに、先生に協力するようなことをしたのもおかしい。

　──と思うのは素人しろうと。長くこの妹を見てきた兄としては、不自然でもなんでもない。

　妹は、目の前のスイーツに簡単に屈してしまうというだけのことだ。

　よくまあ、幼い頃にお菓子につられて誘ゆう拐かいされなかったもんだよ。

「じゃあ、美み春はる。僕ぼくは先に出るから。戸締まりだけはきちんとね」

「うぁーい」

　美春が気の抜けた返事をする。

　長い黒髪を適当にポニーテールにして、制服のブレザーの下にはパーカー着用。

　我が妹ながら可愛かわいいのだけど、だら～っとした雰囲気のほうが印象に残ってしまう。

　そのだらけた猫のような妹は、ダイニングテーブルで、スマホをぽちぽちしながら、優ゆう雅がに紅茶を飲んでる。

　そんなに余裕のある時間でもないんだけどな……。

　まあ、ほとんど遅刻はしてないみたいだから、うるさくは言わない。

　一人でマンションを出て、駅への道を歩いて行く。

　真ま香か先生はとっくに出勤しただろう。もちろん服を着て。

　ああ、今日は間違いなく真香先生を見るたびに裸エプロンを思い出すな……。

　テストが近いというのに、少なくとも英語は授業どころじゃなさそうだ。

「ん？」

　マンションを出て、一分もかからないところに小さな公園がある。

　昔ながらの遊具が置かれた、いわゆる児童公園だ。

　もっとも、昔からあった遊具の多くは撤去されて、残っているのは小山みたいな滑り台と、ブランコくらいだ。

　子供の頃は美春ともここでよく遊んで──ないな。

　あいつ、その頃からお家うち大好き、家がパラダイス、家パラとか言ってたっけ？

　いや、それはともかく。

　朝の児童公園なんて、あんまり人はいない。

　小学生は学校に行くし、もっと小さい子を連れたママが来るのは、家事を終えてからだろうから、もうちょっとあとの時間だ。

　なのに、今日の公園には人影がある。

　というか──

「ああ、来たぞ。もしなにかの気まぐれでここの前を通らなかったらどうしようかと思っていたところだ。その場合、どの程度のお仕置きをするのが適当か……」

「カレン会長!?」

　これでもかというくらい目立つ位置──滑り台の頂点に聖せい華か台だい学院高等部の生徒会長が腕組みして仁に王おう立だちしていらっしゃる。

　陣じん所しよカレン──黒髪ロング、巨乳、すらりとした脚あし、きっちり着た制服の美少女。

　あと、言ってることが割と理不尽で強引な人。

「あははは、やっほう、彩さいくん」

　ブランコをキコキコ揺らしているのは、天あま無なしだった。なんか苦笑してる。

「お、おはようございます、せんせー……」

　ブランコのそばで、なぜか猫を抱いているのは神しん樹じゆ無む垢く。通称〝くー〟。

　紺色っぽい髪を肩まで伸ばし、横でちょこんと結んでいる。

　小さな帽子に、可愛かわいいセーラー服姿。聖せい華か台だい学院初等部の制服だ。

　くーは初等部の五年生で、とある事情で僕ぼくを〝せんせー〟と呼ぶ。

　小さくて可愛らしすぎるので、世の中に放り出しておいていいのか不安になる子だ。

「え、え？　なんでこんなところにいるの……？」

　僕は思わず公園の中に入ってしまう。

　高等部の二人はともかく、くーがいるとなると放ってはおけない。

「はー、眠い……なぜお兄ちゃんは、妹を学校まで運んでくれないのか」

「……んん!?」

　後ろからの声に振り向くと、家でだらだら朝食をとってたはずの美み春はるがいた。

　公園の入り口のあたりに、ぼーっと立っている。

「なにこれ？」

　滑り台のてっぺんにカレン会長、ブランコに天無、猫を抱いたくー、背後には美春。

　さながら、新あら手ての異能力者たちのご登場というか。漫画なら見開きになりそうな。

　アニメなら、ぐるーっとカメラが回り込みそうなシーンだ。

　実は僕、海外ドラマが好きだけど、アニメや漫画もけっこう嗜たしなむ。

「よく来たな、彩さい木ぎ慎まこと！」

「あの、会長。ここ、思いっきり僕の家の近所なんですけど」

　お隣と言ってもいいレベルの近さだ。

　カレン会長が住んでる修しゆう道どう院いんは、ここから徒歩圏内ではなかったはず。

　むしろ、こっちが「なんで来たんだ、陣所カレン」と訊ききたいくらいだ。

「悪いことはできないものだな、彩木慎」

「え？　ええ、僕は悪いことなんてしたことないですが」

「……そう断言できるのもなかなかのツラの皮の厚さだな。まあ、いい」

　この生徒会長、大変な美人なんだけど、口調は男っぽい。性格も男らしい。

「既にネタは上がっている。天無縫ぬいと試験勉強をしているそうだな、しかもマンツーマンで」

「はぁ、天あま無なしが馬鹿なので……」

「またストレートにディスられた！　ああもうっ、あたしが馬鹿にされまくって、それが快感になっちゃったら責任取れるの、彩さいくん！」

「いや、取れないけど……」

　そういえば、天無ってちょっとＭっぽい。

　ちなみに、会長は紛まごう方かたなきＳです。ドＳ。

「天無縫ぬいの性せい癖へきについては、私は関知しない。ただ──二人きりで勉強というのは、我々ＳＩＤシドとしては看かん過かできない事実だ。本来なら、彩さい木ぎ慎まことを吊つるし上げして、経緯を聞き出したいところだ」

「吊るし上げられなくても、経緯くらい話しますよ！」

　この会長、前にも僕ぼくを吊るし上げたけど、ただの趣味じゃないだろうね？

「ちっ。妙なところで素直だな」

「カレン会長が、妙なところで吊るし上げようとしてるんですよ」

「ただ、私たちが看過できないことに変わりはない。そうだろう、彩木美み春はる、神しん樹じゆ無む垢く」

「うんうん、美春だってお兄ちゃんから勉強教わったことないのに」

「……は、はい。せんせーに教わるのは……私の役目ですから……」

「…………」

　確かに美春に勉強を教えたことはない──

　というより、僕が教えようとしても美春が恐ろしいほどやる気がなかったってだけだし。

　くーには……確かに、過去に勉強を見てあげたことはあったけど。

「話は簡単だ、彩木慎。我々ＳＩＤは全力をもって、おまえに勉強を教わる！　天無縫だけに美お味いしい思いはさせない！」

「会長にも教えろと!?」

　僕の記憶違いじゃなければ、カレン会長は一つ上の三年生なんだけど。

　しかも、全国でも上位に入る秀才って聞いたんだけど。

　そんな人に勉強なんて教えられるわけが──って、ああそうだよね、単純な話だよね。

　信じられないけど、ここにいるのは僕のことを好きな四人の女の子たち。

　彼女たちは、ただ──僕と一緒に勉強したいだけなんだ……。
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　聖せい華か台だい学院はどこかのんびりしているけど、試験前ともなれば雰囲気が変わる。

　テスト前一週間を切ったことで、教室内の空気も引き締まってる。

　正直なところ、僕ぼくはあまり試験は気にしたことがない。

　人並みに憂ゆう鬱うつにはなるけど、上位五十位以内に入ろうとか張り切るわけでもないし、そもそも上位に食い込める学力もない。

　とはいえ、外部進学を推薦で取るなら五十位以内も射程に入れなきゃなあ。

「そういうわけで、ＳＩＤシドのみんなと勉強会をすることになりました」

「なぁっ!?」

〝な〟に濁だく点てんがついていそうな、変な声を上げたのは──我が校が誇る美人教師。

「な、なにが〝そういうわけ〟なの!?　事態が悪化してるじゃないの！」

「真ま香か先生、落ち着いてください。校内なんですから。変な声出すと、正体バレますよ」

「うっ……そうだったわ」

　真香先生は、きりっと表情を引き締める。

　うん、どこからどう見てもいつもの〝高たか嶺ねの花はなモード〟だ。立派なものだ。

　昼休み、ここは二年生の教室がある四階への階段──その踊り場。

　僕と真香先生は、立ち話をしているところだ。

　踊り場で立ち話をしてる人なんて珍しくもない。

　人通りは多いが、変にコソコソするより、このほうが全然目立たない。

　真香先生がいるというだけで充分目立つとも言えるけど。

「ＳＩＤのみんなと……と言っても、学年が同じなのは君と天あま無なしさんだけでしょう。神しん樹じゆさんに至っては幼女──いえ、小学生じゃないの。勉強会って？」

「その辺は、今さら突っ込んでも無駄というか……」

　ＳＩＤのみんなが勉強会をすると言ったら、そうなるのだ。

　くーはともかく、カレン会長と美み春はるは僕と一学年違いだから、そこまで変じゃないしね。

「でも……どうしてそんなことに。天無さんと勉強するってだけで、わたしは血の涙を流すくらい悔しいのに」

「別に悔しがるようなことでは……痛いたっ！　足、足踏んでますよ！」

「おほほ、ごめんあそばせ、彩さい木ぎくん。スネを蹴るなんて、そんな野蛮なこと、わたしにはとてもできないから、足の甲にしてみたわ」

　藤ふじ城き真香先生殿は、わかりやすく嫉妬しているらしい……。

「……それで？　ＳＩＤの子たちと、どこで勉強会をするの？」

「乱入するんですか？」

「戦争よ」

「戦争っ!?」

　真ま香か先生、顔がマジです。

「彩さい木ぎくん、落ち着きなさい。校内なのよ。変な声を出すと正体がバレるわ」

「僕ぼくは正体バレてもいいんですよ！　というか、キャラつくってませんから、僕は」

　人のマネをして、たしなめないでほしい。

「今度こそ、ＳＩＤシドとの全面戦争のときね……Ｋｉｌｌ　ｔｈｅｍ　ＡＬＬみなごろし！」

「物騒なことを言ったのはわかりますよ！」

　キル・ゼム・オールって聞こえたけど、直訳すると……深く考えないようにしよう。

「……と、あなたに説教ばかりしているわけにはいかないのよ」

「…………？　ああ」

　近くを三人の男子生徒が通っていく。

　明らかに、真香先生がなにを話してるのか、興味津々って顔だった。

　急に先生の声のトーンが変わったから、何事かと思ったら。

　さすが、子供の頃から高たか嶺ねの花はなを演じてただけのことはある。

　瞬時にモードを切り替える速さといい、判断力といい、素晴らしい。

「ちょっとね、試験ギリギリまで忙しくなりそうなのよ……」

「はぁ、先生もテスト前は忙しいでしょうね」

　ただモードを切り替えただけじゃなくて、説教してる場合じゃないのも事実みたいだ。

「それだけじゃないのよ。テストをつくらなくちゃいけないのよ」

「テスト？　そんなギリギリまで問題つくってるもんなんですか？」

　てっきり、テストの一週間とか二週間前には完成させてるかと思ってた。

　ギリギリまで引っ張って、「間に合いませんでした」じゃ済まないだろうし。

「いつもなら、とっくにできてるわよ。ただ、学年主任から急に直しの指示が来たの。難易度が高くて、このままだと平均点が低くなりすぎるからって。まったく、一度ＯＫを出したものにリテイクを出さないでほしいわ……」

「…………」

　これでも真香先生は、立派な社会人。高校生の僕にはわからない苦労があるらしい。

「一応、形はできてるけど、まだ修正しなくちゃいけないのよ。はぁ……これじゃ、戦争どころじゃないわね」

「直しがなかったら、戦争するつもりだったんですか！」

　本気でやりかねないのが真香先生という人だけどさ！

「わたしが忙しい時期を狙って、彩木くんを罠わなに誘い込むとは……ＳＩＤも侮あなどれないわね」

「ていうか、僕ぼくと先生が付き合ってるって話、まだまだ疑ってますよね」

　まあ、僕が第三者なら、絶対に信じない話だ。

　これだけの美人教師と、僕みたいな平々凡々とした男子高校生。こんな組み合わせ、あり得ない。

　もっとも、四人の美少女に好かれてるっていうのも充分にあり得ないな。

　そうだよ、あり得ないよなあ……。

「先生。ものは考えようだと思うんですよ」

「わたしは考える前に身体からだが動くわ」

「教師として、それはいかがなものかと！　そうじゃなくて、戦争はしませんが……解明はしますよ」

「解明……？　壊滅じゃなくて？」

「だから、先生じゃないんですって。ちょうどいい機会ですよ」

「…………？」

　珍しく、真ま香か先生が戸と惑まどった顔をしてる。そんな表情も可愛かわいい──じゃなくて。

　たぶん、先生にとっても悪くない話だろうから、僕がやろうとしていることの許可を取りつけておこう。

　わざわざ真香先生の許可をもらおうとしてるあたり、飼い慣らされてる感が凄すごいけどね。







　勉強会の会場は、僕の家を使うことになった。

　聖せい華か台だいの生徒に見られたら、どういう組み合わせなのかと変に思われそうなので、お店とかは論外。

　カレン会長の自宅は修しゆう道どう院いん併設の養護施設で、小さい子供たちもいるので不可。

　くーの家は……僕が行きづらい理由があるので、ここも不可。

　天あま無なしの家は問題ないらしいけど、もっとも集中力に欠ける天無は自宅では気が散ってしまいそうなので、ここもダメ。

　──というわけで、兄妹きようだいで二人暮らしの我が家が選ばれたのは自然な流れだろう。

　お隣に藤ふじ城き家があるとバレないように、そこだけは気をつけないと。

　美み春はるがＳＩＤシドのみんなに話してたら警戒しても無意味だけど。

　とはいえ、美春は情報をボロボロこぼしてる天無と違って、ＳＩＤ内でも持ってる情報をコントロールしている気がする。恐るべし、我が妹。

「ふ、ふむ……これが彩さい木ぎ慎まことの家か。い、意外に普通だな」

「はは、どんな家だと思ってたんですか、会長」

　夕方になり、ＳＩＤのみんなを我が家へと迎え入れた。

　みんな、学校から直行してきたので、制服姿のままだ。

　カレン会長はさっきから、なぜかそわそわしている。

　ソファに座ってもらったのだけど、すらりとした脚あしが小刻みに動いてる。

「せんせーたちのお家うち、久しぶりです。ああ、落ち着きます……このタオルケットもまだあってよかった……ふわわ……」

　くーは、床の上にぺたんと座って、ピンクのタオルケットを頭からかぶってる。

　彼女は、以前にこの家に毎日のように来ていた時期があった。

　美み春はるのお下がりのタオルケットがお気に入りで、意味もなくくるまってたりしてた。

　普段はクローゼットにしまってあるけど、今日はくーのために引っ張り出しておいた。

「うあー……ＳＳＲ、出ないなあ。君らは美春に会いたくないの!?」

　そのタオルケットの初代持ち主である美春は、お客さんもあまり気にせず、いつものようにスマホをぽちぽちしてる。

　ソシャゲにハマっていて、頻ひん繁ぱんに課金もしてるみたいだ。僕ぼくのお金で。

　美春が指を少し動かすだけで、僕の貴重なお小遣いが千円、二千円と消える──本当に恐ろしい子！

「普通だけど、なんか落ち着くなあ。はー、くつろぎくつろぎ」

　勉強会の主役──であるはずの天あま無なしは、ソファに置いてた小さいクッションを胸のところで抱えて、床の上をゴロゴロ転がってる。

　ミニスカートがめくれて、なんか見えそうになってるよ！

　彩さい木ぎ家に来て数分なのに、自宅のようにくつろいでるな……。

「そ、そうだ。勉強会だったな。さっさと始めるとしよう」

「会長、さっきからなんでそんなにそわそわしてるんです？」

「し、仕方ないだろう。私は、人の家にお呼ばれなんて初めてなんだ。なぜか、誰だれも私を誘ってくれないんだ……」

「…………」

　カレン会長は、珍しくしょぼーんと肩を落としてる。

　それはたぶん、恐れ多いからじゃないかなあ。

　容よう姿し端たん麗れい、頭ず脳のう明めい晰せき、なんでもできちゃう上にカリスマ性を持つ生徒会長。

　家に足を運んでいただくなんて、並の度胸じゃできないと思う。

　会長は嫌われてるとでも思い込んでるみたいだけど、誤解を解いてあげるべきか。

「いいや、そんな話はどうでもいい！　勉強会だ、勉強会をするんだろう！」

「僕、会長には教えられませんからね」

「わ、わかってる。教われないのは残念だが、私が仕切ってやろう！　任せろ、仕切るのは大得意だ。いずれ、この世界を牛ぎゆう耳じる予定だしな！」

「仕切ると牛ぎゆう耳じるって、だいぶ違いませんか!?」

「世界は会長さんに牛耳ってもらって、美み春はるはなにもせずにダラダラ生きたい……」

「はい、そこの妹、都合良く妄想に乗っからない！」

　ただでさえ、美春は今でもソシャゲ以外はなにもしてないのに。

「まあ、カレン会長に仕切ってもらうのは当然ですね。成績もこの中じゃ一番いいでしょうし。全国模試のトップクラスなんて、普通は周りにいませんよ」

「ふふふ、そうだろう。それほどのことはあるがな！」

　カレン会長はソファの上で、わざとらしいほど大げさな動きで脚あしを組み直す。

　ああ、綺き麗れいな脚が大きく持ち上がって、一瞬スカートの中が見えそうに……。

　真ま香か先生は意図的に隙すきをつくってるけど、ＳＩＤシドの人たちは無意識にエロい……。

「じゃあ、せっかくだし、天あま無なしは僕ぼくじゃなくて会長に教わったほうがいいね」

「待て、彩さい木ぎ慎まこと、仕切るのはいいが、教えるのは無理だぞ」

「え？　なんでですか？」

「私は、人に教えるのはまったく向かない！　何度か教えたことはあるが、百パーセント〝なにを教わってるのかわからない〟と言われた！」

「百パーセント!?」

「私が教えると、むしろそいつの成績は悪化する！」

「威い張ばることじゃありません！」

「あはは、それは大丈夫だよ。あたしの成績、これ以上悪化しようがないし」

「そこのグラドルも、のんきなことを言わない！　本当に最下位になるよ！」

　限りなく最下位に近い下位と、最下位じゃたいして変わらないけどさ。

「せんせー、ツッコミのキレが成長してます……」

「戦いの中で成長するか……いつの間にか、お兄ちゃんが主人公タイプに。そうなると、美春は主人公を支える健けな気げな萌もえ妹？」

　年少組はのんきだな……いや、みんな揃そろってマイペースだ。

　待て、みんなのペースに巻き込まれてちゃダメだ。

　今日の僕にはやるべきことがある。もちろん、勉強なんかじゃない。

　解明──もちろん、ＳＩＤの解明だ。

　そもそも、ＳＩＤって組織の正体がまったくの謎なぞだ。

　この四人の女の子が僕を好きだっていう時点でだいぶ疑わしい。

　その上、みんながＳＩＤなんて組織をつくって、協力関係にあるっていうのも意味不明。

　いつ、なんで、ＳＩＤという組織ができたのか？

　僕と真香先生の偽装恋愛で四人からの告白をかわすとしても、一時しのぎにしかならない。

　彼女たちの真意を探って、対策を練らないと。

　まずは真ま香か先生への対策が優先じゃないんかいというツッコミは却下する。

「……っと、ちょっと待った。くーは試験なんかないでしょ？　二時間は勉強するつもりなんだけど、どうするの？」

　僕ぼくはふと気づいて、タオルケットをかぶったままの幼女に尋ねる。

「大丈夫です、せんせー。漢字と計算のドリルと、英語の問題集を持ってきました」

　くーは、学校指定の赤いカバンから、ドリルやノート、問題集を取り出す。

「ちゃんと、せんせーに言われたとおりに勉強してます。今日は多めにやるから、二時間でもへいちゃらです」

「無理せず、できる範囲でやればいいからね。くー、成績は悪くないんでしょ」

「で、でも普段は猫を探したり、最近は猫カフェにも通ったりして遊んでますから……」

　くーは顔を赤くして、照れたみたいに笑う。あー、可愛かわいい。

　本当、野に放っておくのが不安になる美び幼よう女じよだ。

　ちなみに、くーが通っている猫カフェは、真香先生のお父上が経営なさってる。

　くーの猫カフェ通いはなんの不思議もないけど、なぜ真香先生絡みの店に通ってるのか。

　そこら辺も謎なぞの一つだな……。

「……ん？　えっ、天あま無なし、会長？」

　可愛い幼女の謎について、持ち前の疑うたぐり深ぶかさを発揮してると。

　気づかぬうちに、天無とカレン会長と美み春はるがジト目を向けてきていた。

「んー、なんつーか、彩さいくん、くーたんにだけ異様に甘くない？」

「同意だ。その場合、私はとんだロリペド男を好きになった十じゆう字じ架かを生しよう涯がい背負っていくことになるな……」

「まー、お兄ちゃんがくーちゃんに甘いのは昔からだけどさ。くーちゃんももう五年生だし、懐なついてくれる幼女ならなにをしてもいい的な下心を疑うときかな？」

「いやいやいや、特に美春、メチャクチャ言わないように！」

　天無の発言が一番まともに思えるって、凄すごいことだよ！

「そうじゃなくて、くーは昔、面倒をみてた……っていうと偉そうだけど、くーの勉強に付き合ってた時期があったんだよ」

「は、はい。せんせーにはいろんなことを教わって……優しかったです……」

「あのね、くー。顔を赤くしながら言うと、余計に誤解を招くからね？」

「そ、そうなんですか？」

　僕が気にしすぎなのかな。小学生じゃ、ロリペドとか言われてもわからないか。

　というか、理解できないままでいてほしい。

「え、えーと……くーが大丈夫なら、それでいいや。当初の目的を思い出そう。えーと、天あま無なしの脳の治ち療りよう……じゃない、最下位脱出を目指すんだ！」

「言い直しても間違ってるよ！　だからあたし、最下位じゃないの！　ただ、最下位を取る可能性がゼロじゃなくて、四捨五入すれば百パーセントになるってだけだよ！」

　五割以上の確率で、最下位になるかもしれないのか。ヤバい。

「とりあえず、僕ぼくが天無に教えますから、わからないところは会長も手伝ってください。あと、美み春はるも勉強するように」

「ちぇっ」

　こらこら、美春は高等部に進んで最初の定期テストだろ。けっこう重要だぞ。

　しかし、仕切りも僕がやってるような……別にいいけど。

「んじゃ、彩さいくん先生、末すえ永ながくよろしくお願いしまっす！」

「わっ？」

　末永く、に突っ込むどころじゃなかった。

　天無は床に座ったまま、ちょこちょこ移動して、僕の隣に座った──隣というか、ぴったり密着しすぎというか！

「あ、天無。もうちょっと離れて──いや、テーブルの向こう側のほうが」

「逆からだと問題とか読みづらいでしょ？　並んで座ったほうがいいよ」

「…………っ！」

　天無が嬉うれしそうに笑って、さらに身体からだを寄せてくる。

　ぷよよん、と豊満な胸が僕の二の腕に押しつけられて──

「教えてくれる彩くんへのサービスもばっちりだしね！　お客さん、こんな上じよう玉だま、めったにいませんぜ！」

「何者だよ、君は。隣でもいいから、もうちょっと離れ──」

「うむ、わからないところは私が教えてみよう。大丈夫だ、教え方がわからないだけで、答えはわかるのだから」

「カ、カレン会長？」

　今度は、カレン会長まで僕の隣にすとんと座った。

　長い黒髪からふわっといい匂いがして、華きや奢しやな肩が僕の肩にくっついている。

「はー、久しぶりのお兄ちゃん椅い子す、楽だわー」

「こら、美春……」

　今度は我が妹。僕の後ろで、背中合わせに座ってる。

　昔から、こうして勝手に僕の背中にもたれて座ることはあったけど──

「わ、私はどうしましょう。せ、せんせーのお膝ひざでしょうか……？」

「くーちゃん、美春の隣においで。お兄ちゃん椅子、小さいけど、くーちゃん一人くらいなら大丈夫だよ」

「勝手に兄の背中を貸し出さないように」

　と言ってる間に、くーも僕ぼくの後ろに回って、背中をくっつけて座り込んだ。

「よし、フォーメーション完成！　彩さいくん、やっと勉強に入れるね！」

「これ、勉強する体勢じゃないよね！　美み春はるとくーはなにもできないでしょ!?」

　なんだ、この美少女まみれの状況は──！

　美少女ハーレムよりも、美人教師のほうが好き。

　ああ、言った。僕は以前、確かに真ま香か先生にそう言ったけど。

　この状況で平常心を保っていられるほど、僕は大物じゃありません。

　そうか、そうだよね。

　僕が勉強会にかこつけてＳＩＤシドの謎なぞに迫ろうとしているように。

　ＳＩＤのみんなだって、勉強会なんて絶好のチャンスを逃すわけがない。

　以前の告白の返事を迫るなんてクリティカルなことはやらなくても──

　隙すきあらば僕に迫ってくるのは当たり前だ。

　くっ、この流れを変えるには──！







「……あ、あれ？　彩くん、ひょっとして頭よくない？」
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「ひょっとして、とは失礼な。まあ、よくはないでしょ。成績、普通だし」

　流れを変えるには、いらんことを企たくらまずに勉強を教えるしかない。

　隣であーだこーだと口を出してくる会長の攻撃をかわしつつ。

　当初の目的どおり、天あま無なしにしっかりと試験範囲の解説を進めている。

　普通に勉強を始めて、二時間近くが経たっただろうか。

「すっごくわかりやすかった。成績が五位くらい上がりそうな気がビンビンするよ？」

「五つだけかい。でも、普通に教えただけなんだけどな」

　教えるのが得意なんて思ったことはないなあ。

　昔、くーに勉強を教えたけど、ひらがなとか足し算とか基き礎そ中の基礎だったし。

「そうだな、私も同じことを思った。うちの教師たちよりわかりやすいくらいだ。彩さい木ぎ慎まこと、教師に向いてるんじゃないか？」

「はぁ!?」

　ぼ、僕ぼくが教師？　そりゃ、ホワイトなら教師だってかまわないけど、でも僕は自じ他た共ともに認める先生嫌いだぞ。

「……っと、大声出しちゃまずいですね」

　僕は、ちらっと横を見る。

　そこには、例のピンクのタオルケットをかけて、寝ている年少組たちの姿が。

　美み春はるとくーは、一時間もせずに舟をこぎ出して、気がつけば眠ってしまっていた。

　くーはともかく、美春は勉強しなくて大丈夫なのかな。

　美春は地じ頭あたまがいいから、ちゃんと勉強すれば、上位だって夢じゃないだろうに。

「いや、僕が教師なんて、冗談にもなりませんよ」

「そうか？　教師が嫌いだからって、教師になってはいけない法もないだろう」

「そりゃそうですけどね……」

　今のところ、僕の将来の予定表に教職課程は組み込まれてない。

　就職の保険として教職課程を取る可能性がないとは言えないけど。

　そしたら、真ま香か先生に詳しいことを聞いてみるか。嬉き々きとして教えてくれそうだ。

　そういえば──あの人もどこかの段階で将来を決めて、教師になったんだよなあ。

　たくさんあったであろう選せん択たく肢しの中から、なんで教師を選んだのか……。

　僕への猛アタックの理由といい、教師としての顔といい、本当に謎なぞだらけだな。

「ああでも、あたしも眠たい……もう二時間くらい経つよね。こんなに勉強したの、生まれて初めてかも」

「……天無の勉強ネタ、聞くたびに不安になるからやめないかな」

　おっと、今は遠い将来より間近のテストのことだ。

　高校二年にもなって、二時間も勉強したことがないとか、なんの冗談？

「だって、勉強嫌いなんだもん」

「そりゃぶっちゃけたね。うちの生徒でも、好きで勉強してる人なんて少ないでしょ」

　進学や将来のために仕方なく勉強してる、っていうのが現実だろう。

「あたしの場合はちょっと違うかも。どちらかというと嫌いなのは勉強じゃなくて──」

「うん？」

　天あま無なしは言いかけて、僕ぼくの顔をじっと見つめてきたかと思うと──

「んにゃ、勉強が嫌だね！　特に努力もなく成長してくれたこのおっぱいで、のし上がっていきたい！」

「さらにぶっちゃけたね！」

　つーか、今のは明らかにごまかしたでしょ。

　勉強嫌いなんて、普通すぎて気にしてなかったけど、天無には特別な理由でもあるんだろうか？

「天無、なにかあるなら聞くけど？　勉強したくない理由があるなら、先にそっちをどうにかするっていうのも手だよ」

「あはは、無理にお願いしたのに真面目だよね、彩さいくん。やっぱ先生に向いてるかも」

「…………」

　うーん、答える気はなさそうだなあ。

　そういえば──天無の居眠りは、黙認されてるとはいえ、多すぎる気もする。

　眠いというだけじゃなくて、授業を拒否してるとか……？

　ちょっと考えすぎか？　でも疑うたぐり深ぶかいのが僕というキャラだし。

「天無縫ぬいも今日はよく勉強しただろう。あまり無理をしすぎてもよくない。今日はこのくらいにしておこう」

　カレン会長がそう言うと、立ち上がった。

　うーん、もうちょっと追及したかったけど、会長の言うとおりか。

「それに……私も自信はあったのに、戦闘力の違いを実感させられたからな」

「…………っ」

　僕は、慌ててカレン会長から目を逸そらす。

　なにを思ったのか、会長が自分の胸をぽよぽよと揉もみ始めたからだ。

　いくら天無ほどじゃないとはいえ、会長もまた充分に巨乳。

　ブレザーの上からでも、そんな風に揉まれたら、男子高校生は困ります。

「ふふふ、現役グラドルを舐なめちゃ困るよ、かいちょ。今時は、歌って踊れるアイドルもグラビアをガンガンやってるから、グラビア専門家は、おっぱいで対抗しなきゃ！」

「ぐぬぬ……藤ふじ城き先生が恋人なら、彩さい木ぎ慎まことは年上好みだぞ！　見ろ、このあふれんばかりの年上の包容力！　ただ胸がでかいだけでは醸かもし出せないぞ！」

　にこにこ笑ってる天あま無なしと、悔しそうに唇を噛かみしめてるカレン会長。

　あのー、美み春はるとくーが寝てること、忘れてませんかね？

「いや、この決着はまた後日だ、天無縫ぬい。生徒会長としても、おまえのような目立つ生徒があまり馬鹿だと困る。上位に入れとは言わないから、全科目平均点クリアくらいはしてみせろ。できなければ……死んでもいいわ同盟規約、第５条『いかなるときも学生の本分を忘れるべからず』に反したと見なすぞ」

「ええぇっ!?」

　っと、また大声出しちゃった。

「……なんで彩さい木ぎ慎まことが驚くんだ？　別におかしな規約じゃないだろう」

「え、ええ。すみません、別になんでもないです」

　おかしな規約じゃないことが逆に驚きで。

「ＳＩＤシドは生徒会長でシスター見習いの私がリーダーを務つとめる組織だ。秘密の組織ではあっても、健全なんだ」

　僕ぼくの心を見抜いたように、カレン会長が睨にらみつけてくる。

　あ、ここだ！　今こそ、この勉強会の裏の目的を果たすタイミング！

「その秘密で健全な組織、いったいいつどこでできたんです？」

「そう、あれは今から三ヶ月前！　冬の寒い日に、あたしたちは出会ったのさ！」

　答えたのは、会長じゃなくてグラビアアイドルさんだった。

「あっ、こら、そんな簡単に。彩木慎は情報を知りたがってるんだから、こっちも交換条件を突きつけながら、少しずつ教えればいいのに……！」

　会長さん、けっこう策士。

　僕としては、真ま香か先生や天無みたいに突とつ拍ぴよう子しもない行動を取るタイプより、策士のほうが扱いやすいけどね。

「……ん？　三ヶ月前？　えーと、二月の中頃？　なにかあったっけ……？」

　特に変なことが起きた記憶はないなあ。

「……この男、本気でわからないみたいだぞ」

「さすが彩さいくん……女の子にとっちゃビッグイベントなのになあ。ていうか、むしろ男の子にとってビッグイベントじゃないかな？」

「ビッグイベント……？」

　男にも女の子にも重要なイベント、二月……。

「あー、そうか、そうか。バレンタインか」

　ほとんど縁がないイベントだから、ろくに意識してなかったよ。

　美春はチョコレートをくれるような可愛かわいげはないし、くーもくれそうでくれないしね。

「……って、ちょっと待って。今年のバレンタインもなにもなかったよ。なんで、ＳＩＤ結成とバレンタインが関係あるの？」

「ふっ……」

「ふふふふふ」

「な、なに？　なんなの？」

　天あま無なしとカレン会長が不気味な笑みを……。

　い、いったいなにが？　僕ぼくが知らないところで、なにが起きていたんだ？

　この思わせぶりな笑み……僕に教えてくれるつもりはなさそうだ。

　ていうか、会長は前に、ＳＩＤシドのことは隠すほどのことでもないって言ったような？

「ホント、彩さいくんもけっこう困った人だよね。あたしは勉強のこと、なにもわかんないけど、彩くんもいろいろわかってないと思うよ？」

「そ、そうかな？」

　疑うたぐり深ぶかさでは誰だれにも負けないけど、確かにわかってないこともたくさんある。

　たぶん、疑り深いせいで人とあまり関わってこなかったからだろう。

「あたしとのことも──忘れてるんだろうなあ。はっはっは、年表とか公式とか覚えられないあたしといい勝負だぜ！」

「いや、それとこれとは別でしょ」

「彩くん、クールだね！」

　クールっていうのかなあ、こういうの。

　僕は、真ま香か先生の秘密を見抜いた一言を忘れてた。

　どうやら、忘れてるのは真香先生との一件だけじゃないらしい。

　残念ながら、ＳＩＤの秘密に迫るどころじゃなかったな……。







　天無とカレン会長は、帰っていった。

　もう外は真っ暗だけど、会長が責任を持って天無を家まで送ってくれるそうだ。

　会長は腕うでっ節ぷしも強いらしいから、僕なんかよりはるかに頼りになるだろう。

「すうー……すうー……もう課金できない……」

「くー、くー……うにゃにゃ、もっと、もっと猫を……」

　美み春はるとくーは、結局眠ったままだ。

　一度起こして、僕が手早くつくったオムライスを食べさせたんだけど。

　僕が皿を洗ってる間に、また寝てしまった。よく寝る子たちだ。

　くーはもう、うちに泊めるしかないな。

　気は進まないけど、奴に連絡しておくか。ＬＩＮＥでいいよね。

「…………」

　はい、連絡終了。くーが泊まるのはたまにあることだし、問題はないだろう。

　一分も経たたず、奴やつから返事が来た。

　無む垢くはお風呂嫌いだから、無む理り矢や理りにでも入らせてやって──だそうだ。

　僕ぼくに娘を預けることになんの不安もないみたいだなあ。

　奴は──あの人は、昔からほのぼのしてるというか、適当に生きてるよな。

　適当すぎて、幼い少年の心を弄もてあそび──って、そんなことはどうでもいい。

　言われなくても風呂には入らせるけど、叩たたき起こすのもなあ。

　二人とも朝早くに入らせるか。




　どどん、がらん、がっしゃん！




「…………っ！」

　な、なんだ今のすんごい音。隣から聞こえてきたような……！

　隣って……真ま香か先生のトコ？

　幸い、美み春はるとくーは起きなかったけど……この子ら、熟じゆく睡すいしすぎだ。

「……仕方ないな」

　僕は、サンダルを履はいて玄関を出て、お隣のチャイムを鳴らす。

　室内でドタバタと足音がして──鍵かぎが開けられ、お隣のドアが開いた。

「……彩さい木ぎくん。ふふ、部屋着の彩木くん、ダサ可愛かわいい……」

　ドアの陰からぬうっと顔を出した真香先生は、スマホでぱしゃりと一枚撮影した。

　一枚９８０円の無地Ｔシャツと、薄っぺらいハーフパンツってだけの格好なんだけど、こんなの撮ってもメモリーの無駄じゃないかな。

「僕の服装はともかく、凄すごい音しませんでした？　なにやってるんですか？」

「ああ、今帰ってきたところなのよ。お鍋を取り出そうとしたんだけど、うっかり落としちゃって。ごめんなさい、うるさかったでしょう」

「それはいいんですけど……大丈夫でしたか？」

「なんともないわ。ふふ、わたしとしたことが失敗、失敗。さて、ビーフストロガノフをつくらないと」

「……もう九時過ぎてますよ？　こんな時間から、そんなこってりしたものを？」

「ふふふふふ、ちょこっと現実逃避してみたくてね……」

　ああ、真香先生が遠い目をしてる……。

　テスト問題作成がそんなにキツいのかな。

「とにかく、まだ晩ご飯食べてないってことですよね？」

「ただでさえテスト作成が大変なのに、会議だの事務仕事だので立て込んでたのよ。ご飯食べてる暇なんてなかったわ」

「……簡単なものでいいなら、僕ぼくがつくりましょうか？」

　こんな時間に帰ってきて自じ炊すいなんて大変だろう。

「い、いいの……!?　彩さい木ぎくんの手料理！　彩木くんがつくった食べ物で脳を回転させて、最高のテスト問題をつくる……！」

「その問題で苦しめられると思うと、微妙な話ですね……」

　僕は敵に塩を送ろうとしていないか？

　まあいいや、すぐお隣にお腹なかを空すかせてる人がいるのは放っておけないし。

　よく見ると、真ま香か先生はスーツ姿のままだ。

　上着だけは脱いでるけど、着替えもせずに料理しようとしていたらしい。

　たぶん先生、疲れて頭が回ってないな。

「それじゃ、失礼しますね」

　先生に続いて、藤ふじ城き家に上がらせてもらう。

　そういえば、この家に来るのは二回目か。

　前に来たときは、とんでもないことになったっけ。

　まさか、担任の美人教師と一緒にお風呂に入ることになるとは……。

「鍋が落ちたままじゃないですか。ああ、フライパンまで一緒に。片付けておきますね。先生、部屋着に着替えたらどうです？」

「あ、ああ。ごめんなさい、そうさせてもらっていいかしら」

「……コスプレとかは無しですよ？」

「ちっ」

　おい、舌打ちって。

　釘くぎを刺しておかなかったら、また怪しげな格好で登場するつもりだったのか。

　疲れ切っていても、油断ならない人だ……。

「あれ、キッチンも綺き麗れいにしてるなあ」

　この前はちゃんと見なかったけど、部屋の隅すみ々ずみまで掃除が行き届いてて、整せい頓とんもされてる。

　割と大ざっぱでポンコツな真香先生のことだから、自宅は雑然としてそうなもんなのに。

　高たか嶺ねの花はなモードが自宅内にも適用されてるのかな。

　いつ人に見られても大丈夫なように、汚い部屋とかは論外なのかも。

「ふむ、冷蔵庫の中もきっちりしてるね。材料もけっこうあるけど……さっとつくれるものにしよう」

　ハムとねぎと、卵。ご飯も保温してるものがあるから、これでさっとチャーハンつくって、あとは味み噌そ汁しるでいいか。

　おっと、そうだ。だいぶお疲れみたいだし、アレでいくか。

　というわけで、さっさと調理を進めていると──

「ああっ、いい匂い！」

「わっ!?」

　お皿にチャーハンを盛りつけ、味み噌そ汁しるもお椀わんについだところで、いきなり声が響いた。

「手て際ぎわがいいわね！　彩さい木ぎくん、わたしの嫁にならない!?」

「嫁!?　ていうか、その……！」

　後ろから無む造ぞう作さに抱きつかないでほしい。

　いや、抱きつかれて嬉うれしいか嬉しくないかで言えば、嬉し──じゃないっ！

「もう料理はできましたから。いいから、座って待ってて──」

「ん？　どうかしたの、彩木くん？」

　振り返って、僕ぼくは固まってしまう。

　真ま香か先生は、ちゃんと着替えてきていた。もちろんコスプレじゃない。

　白いＴシャツは胸元がゆるめで、肩もほとんど剥むき出しになっている。

　下は太もももあらわなショートパンツ。

「その格好……」

「ああ、わたしだって部屋では楽な服装をするわよ。普段、一日中堅苦しいスーツを着てるんだしね」

　真香先生は、その場でくるりと一回転する。

　剥き出しの谷間や肩、太ももがえらく刺激的だけど……本人は無自覚みたいだ。

　今回は別に僕を惑まどわせるために着てきたわけじゃなさそう。

　二十四歳美人教師のナチュラルな部屋着、こんなんなのか……。

「……もっとオシャレしたほうがいい？　これじゃ彩木くんがドキドキできない……？」

「いやいや、僕のことはいいでしょ！　先生が楽に過ごせれば！」

「あら、そう？　ああ、せっかく食事をつくってもらったんだから、冷めないうちにいただきたいわね」

　もっともなので、僕はリビングのテーブルにチャーハンと味噌汁を並べる。

「ゆっくり食べてください。じゃあ、僕はこれで──」

「待ちなさい」

　真香先生に背中を向けようとしたら、素早く袖そでを掴つかまれた。

　先生は、不気味なほどにこにこ笑っている。

「今日、天あま無なしさんたちと勉強会したのよね？　じっくり内容を教えてもらうわ」

「……そうなりますよねー」

　勉強会のことを先生が気にしないわけもなかったか。

　疲れてるなら、さっさとご飯とお風呂を済ませて寝たほうがいいのに。

　僕ぼくと真ま香か先生は、小さめのテーブルを挟んで座る。

「では、食事しながらお話を聞きましょう。いただきます。あら、これ美お味いしいわね。梅うめが入ってるのかしら？」

「ええ、疲れてるときはさっぱりしたものがいいかなと」

　真香先生にお出ししたのは、実は梅ばい肉にくを混ぜた梅チャーハン。

　味付けも薄めに抑えて、疲労の濃い身体からだにも入りやすいように調整してある。

「へぇ……さっとこういうのつくれるのは凄すごいわ。わたしなんて、知ってるレシピどおりにしかつくれないし。さすが彩さい木ぎくん、やはりわたしの嫁になるべき男の子……！」

「嫁になるべき男の子って……」

　おかしいな、短いお言葉の中に矛む盾じゆんが見えますよ？

「ああ、美味しい。疲れた身体に染み渡るよう……！　彩木くんを見ながらだと、余計にご飯が進むわね！」

　この先生、僕をオカズにチャーハンを食べていらっしゃる。

　まさか自分の人生で、美人教師のオカズにされる日が来るとは……。

「それで？　勉強会のほうはどうだったの？」

「あ、ああ。割と上う手まくいきましたよ。基本的なところは僕が教えられましたし、カレン会長にも手伝ってもらえたんで。天あま無なしも、だいぶマシになったと思いますよ」

「もう今のわたしはプライベートモードだから、問題児の成績は二の次よ。最大の問題は、彩木くんがＳＩＤシドの子たちとちゅーをしてないかどうかよ」

「するわけないでしょ!?」

　勉強会って話、もう忘れたの!?

「この前の吊つるし上げは妨害できたけど、勉強会は監視もできなかったからね。ＳＩＤの子たち、なにをやらかすかわからないわ。いきなりちゅーとか、常人には不可能な芸当もやりかねないでしょう」

「気のせいですかね、いきなりちゅーをしてきた人、僕は知ってますよ」

　放課後の指導室に呼び出して、告白した挙げ句、ちゅっちゅとキスしてきたどこかの真香先生とか。

「あれくらいしなきゃ、君はわたしの告白を信じなかったでしょう。いえ、あの時点ではまだ全然信じてなかったけど、突破口は開けたはずよ」

「…………」

　真香先生、本当に僕のことをよくご存じだ……。

　あそこで、あのキスがなかったら、僕は最初から真香先生の告白を疑いまくって、二度と先生と関わろうとしなかったかも。

　真ま香か先生の大胆すぎる行動があったからこそ、告白を信じる気持ちもあって──

　そのあとの〝教育〟からも逃げなかったのかもしれない。

「……先生、なにも考えてないようで、意外とものを考えてますね」

「考え無しだと思われてたのはショックだけど、これでも頭は悪くないのよ」

　ぱくっ、と真香先生はチャーハンの最後の一口を食べて、味み噌そ汁しるも飲みきる。

　あっという間に綺き麗れいにたいらげてくれたなあ。けっこう嬉うれしい。

「ごちそうさまでした。はー、やっとお腹なかが落ち着いたわ。それで……」

「わっ……」

　真香先生が、テーブルに手をついて、身を乗り出してくる。

　前まえ屈かがみになったせいで、胸元が開いたＴシャツの中がばっちり見えてる。

　うわっ……この人、ブラジャーつけてない!?

　Ｅカップだという、豊満な胸が先端以外はほとんど見えちゃってて……！

「ちゅーはしてないのね？　もちろん、他のいやらしいことも？」

「し、してませんから……そ、その……胸元を隠してください！」

「ん？　あっ、やだ……もう、えっちえっち。おうちで油断してる女のおっぱい覗のぞき込むなんて、彩さい木ぎくんもすっかりえっちな子になっちゃったわね」

「覗いたんじゃなくて、先生が見せたんですよ！」

　ああもうっ、エロイベントが起きるたびに惑まどわされる自分がアホのようだ。

　でも、こんなもん何度体験しても慣れる気がまったくしないぞ……。

「まあまあ、彩木くん。そんなに興奮しなくても」

　とか言いつつ、真香先生は座り直して、Ｔシャツの胸元を手で掴つかんでる。

　頬ほおが赤いところを見ると、本当に油断してて、照れてるのかも。

　エロい姿を何度も見せてるくせに、たまに純情なところも見せるのがズルい。

「それじゃ、天あま無なしさんの勉強のことも聞かせてもらおうかしら。陣じん所しよさんは問題ないでしょうけど、美み春はるさんのことも。神しん樹じゆさんはテストがあるわけじゃないわよね」

「え？　でも、今はプライベートだからって……」

「二の次、と言ったでしょ。ＳＩＤシドのみんなと変なことはなかったみたいだから、勉強のことを聞くことにしたの。天無さん、マジで成績危ないから」

「……ごもっともで」

　話すと面倒くさくなりそうなので、天無たちとのスキンシップのことは伏せておこう。

　しかし、忙しく仕事して帰ってきたところなのに。

　まだ生徒のことを気にしなくちゃいけないなんて、教師って大変なんだなあ。

　少なくとも、教師というだけで一方的に嫌うのは──よくないかも。

「勉強の進み具合……といっても、たいしたことはできてません。二時間くらいでしたしね。ただ、天あま無なしには暗記に絞って勉強させて──」

　とりあえず、天無の勉強の進み具合を報告して、真ま香か先生の不安を少しでも取り除いておこうか。







　まぶたに光を感じて、僕ぼくはゆっくりと目を開けた。

「あれ、もう朝か……」

　いったい、いつ寝たんだったかな……なんか、ぼーっとしてる。

　いや、寝起きなんだからぼーっとしていて当たり前か。

　でも、なんだかいつもと違うような──

「……ん、んん……」

「…………？」

　隣でなにやら悩ましい声が聞こえて、そちらを向くと。

「ああ……おはよう、彩さい木ぎくん」

「…………っ!?」

　けだるげな表情の真香先生が、挨拶してきて。

　先生は肩や胸の谷間が剥むき出しで、かろうじて胸の半分ほどが掛け布団ぶとんで隠されてる。

　掛け布団……!?

　こ、ここは……ここはいったいどこ!?

「ゆうべはお楽しみだったわね」

「なにそれーっ!?」

　そうだ、ここは僕のベッドじゃない。

　綺き麗れいな白いシーツ、二つ並んだ枕、セミダブルと思われる割と大きめのサイズ。

　我が家の僕のベッドとは似ても似つかない……！

「もうっ、朝からそんなに興奮しないで、彩木くん」

　真香先生は微笑すると、色っぽく前髪をかき上げた。

「昨夜ゆうべはあんなに頑張ったのに、もう復活しちゃったの？　ふふ、若さって凄すごいわね」

「だーっ！　い、いったいどうなってるんですか……！」

　僕は思わずベッドから飛び出し、床に転げ落ちる。

　ベッドの下も見知らぬ床──見たこともない柄のカーペットが敷かれてる。

　ここはもしかしなくても、真香先生の寝室……！

「わたしも、すっかり元気になったわ。若い精気を吸うのが一番ね」

「サキュバスですか、あなたは!?」

　ああ、我ながら寝起きでよくツッコミが出てくるもんだ。

　いやいやいや、待てよ、待てよ。

「ゆ、昨夜ゆうべはどうなったんでしたっけ？　確か、先生に夕食をつくって、そのあと──」

「もうっ、そんなこと言わせないで。さすがにわたしも恥ずかしいわ……」

　ま、まさか遂ついに一線を越えた──？

　馬鹿な……でも、あれだけ何度もキスしちゃってるし、なにかの勢いが働いたら、僕ぼくはともかく真ま香か先生がなにをやらかすか……。

「ほら、彩さい木ぎくん、こっちにいらっしゃい。まだ早い時間よ。もう少しベッドにいたってバチは当たらないわ」

「ちょ、ちょっと待ってください……ん？」

　ふと、掛け布団ぶとんが少しズレて、なにか見えたような……。

「先生、失礼します」

「きゃっ♡」

「きゃっ、じゃありません！　なんです、これ！」

　僕は言われたとおり、ベッドに戻って、先生の身体からだから掛け布団をめくると──

「本当に大胆になったわね、彩木くんったら」

「まだ続けるんですか、その小こ芝しば居い！」

　掛け布団の下の真香先生は──チューブトップというのか、肩も胸の谷間も剥むき出しのインナーみたいなのを着ていた。

　下は、昨夜も見たショートパンツだけど、それはまあいい。

「あら、バレちゃったわね」

　ぺろり、と子供みたいに舌を出す真香先生。ああ、憎たらしいほど可愛かわいい。

「くっ……こんな漫画でよくあるドッキリに引っかかるとは……！」

「あ、そうなの？　わたし、漫画とかあまり読まないから。古典的なドッキリなのね」

　このタチの悪いドッキリを天然で思いついただと……！

「と、というか、その格好、普通に露出度高すぎです！」

　僕は慌てて、掛け布団を先生の身体に掛け直す。

　やっぱり全裸に見えてしまって、エロさが増した気がするけど。

「そろそろ説明してくださいよ。昨日の夜、なにがあったんですか！」

「たいしたことはないわよ。天あま無なしさんの状況を聞いてから、君に効果的な学習方法についていろいろレクチャーしてあげたの」

「……ああ、そんな気はします」

　僕だけが英語の個人レッスンを受けてしまうと、さすがにフェアじゃない。

　ただ、一般的な学習方法について先生に聞くくらいなら、常識の範囲だろうと判断したんだった。

「説明を始めて三十分も経たたないうちに、彩さい木ぎくん、うとうとして。勉強会で疲れてたんでしょうね。仕方ないから、わたしのベッドを使わせてあげたの」

「はあ、それはどうも……って、なんでそこで先生のベッド？」

　普通に聞き流すところだったけど、僕ぼくの猜さい疑ぎ心しんがぴくりと反応した。

「僕の家、すぐ隣なんですから家に帰してくれればよかったのでは……？」

「ベッドを使わせてあげたの」

　あっ、ツッコミをスルーして話を続ける気だ。

「で、ぐっすり寝てるから起こすのも可哀かわい想そうだと思って。残念ながら、うちにはベッドは一つしかないから、わたしも同じベッドで寝るしかないじゃない」

「……そのチューブトップは？」

「可愛かわいいイタズラってやつよ。彩木くんを、軽く驚かしてあげようと思って。わたしだって茶ちや目めっ気けくらいあるのよ？」

「全然、可愛くねぇ……！　下へ手たしたら心臓止まってますよ！」

「この前も言ったじゃない。ちゃんと蘇そ生せいさせてあげるわよ」

「この前も言いましたけど、心臓を止めない努力をお願いします！」

「大丈夫、わたしは優秀だから。心臓が止まらない程度にドキドキさせるわ」

「ちょっと待って！　なんか、計画的な匂いがします！」

　鍋を落っことしたのは、たまたまだとしても。

　僕が藤ふじ城き家に入った時点で、真ま香か先生は僕へのドッキリを企たくらんでいたのでは！

「……さすが、無駄に鋭いわね。でも、たいしたことはしてないわ。意図的に難しくて回りくどい説明で、彩木くんの眠気を誘ったくらいで」

「そうだ、そうでしたよ！」

　思い出した、真香先生は授業ではわかりやすく説明してくれるのに、学習方法の説明はずいぶんと難しくて理解できなかった。

　あれ、僕を寝かせるためだったんかい！

「たまには、わたしの部屋で寝てくれたっていいじゃない。美少女たちとの勉強会なんてイベントを〝上書き〟するには、刺激も必要だしね」

「刺激が強すぎるんですよ、真香先生のやることは！」

　眠くなったところを誘ゆう導どうされて、先生のベッドへ──なんて巧こう妙みような。

「ドキドキがない関係なんて、つまらないでしょう？」

「……先生のほうはドキドキしてるんですか？」

「もちろん。いつだって、君と一緒にいるときは心臓がドキドキしっぱなしで怖いくらいよ。言っておくけど……わ、わたしだって一晩君と一緒にいて、冷静からはほど遠い状態なのよ？」

　それなら、変なイタズラを仕掛けなきゃいいのに──とは言えなかった。

　あらためて見ると、僕ぼくと先生は同じベッドの上にいて、至近距離で見つめ合ってる。

「本当に……真ま香か先生は、なんでこんなにメチャクチャなんですか。僕なんかにここまでしなくても……」

「Ｉｔ　ｉｓ　ｉｍｐｏｓｓｉｂｌｅ　ｔｏ　ｌｏｖｅ　ａｎｄ　ｂｅ　ｗｉｓｅ．よ、彩さい木ぎくん」

「たまに英語をまぜてくるのやめましょうよ……」

　テストをされてるみたいで、それこそドキッとする。

「じゃあ、今回は特別に意味を教えてあげる。『恋は盲もう目もく』よ。一度好きになったら、まともじゃいられないの。特にわたしはね──」

「せ、先生は特に……？」

　真香先生がいろんな意味で普通じゃないのは充分に承知してるけど。

　リスクが大きいのに、こんな風に僕と一緒にいる理由があるってことか。

「彩木くん、わたしを夢中にさせた罰……与えちゃうわよ？」

「は、はい……」

　真香先生が顔を赤くして、ゆっくりとこっちに唇を近づけてきて──

「はう……」

「ん？」

　なんだ、先生が急に変な声を──って、先生の声じゃない！

　振り向くと、ドアのところに女の子が座り込んでいた。

　ツインテールの髪型、ちっちゃい身体からだ、それでいて異様に大きな胸──

「き、貴き宗そうさん!?　なんでここに!?」

「そんなこといいから、とりあえずちゅーしましょう」

「えぇ!?　真香先生、ちょっ……！」

　真香先生は、まったくかまわずにさらに唇を近づけてきて、ちゅーっとキスしてくる。

　おいおいっ、そこにいるのは僕のクラスメイトで、真香先生には教え子で実の妹──

　それでも気にせずキスしてくる女、それが藤ふじ城き真香。

　もはや毎度のことながら、意表をつくことに長たけてるよね……と、されるがままにキスされてる男、それが彩木慎まこと。

　そして、なにやらケータイのキーボードをぽちぽちしている女が、貴宗天てん華か。

　なんなんだ、このトライアングルは……。







　じと～っと粘り着くような視線が向けられてきてる。
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　視線の主は、貴き宗そうさんだ。

　教室ではけっこう席が近いので、見られてるのがはっきりわかる。

　今朝はとりあえず藤ふじ城き家から脱出、美み春はるとくーを叩たたき起こして風呂に入らせた。

　猫のように風呂を嫌がるくーを、強引に風呂場に連れて行き、髪も身体からだも洗ってやらなきゃいけないのが大変だった。

　普段は素直すぎるほど、聞き分けいいのになあ。

　そのあと、二人に朝食をとらせ、くーを初等部に送ってから登校。

　藤城家では、貴宗さんとは結局ろくに会話もしなかったんだけど──

　貴宗さんは、忙しい真ま香か先生の家での様子を見にきたらしかった。

　朝も早くに現れたのは、こっそり朝食をつくって姉を驚かせるためだったみたい。

　サプライズ好きな姉妹だなあ……まあ、そのせいで貴宗さんは衝撃的シーンを目撃するハメになったわけなんだけど。

　教室に着いてから、先に登校してた貴宗さんにずーっと見られてる。

　そりゃ、あんなところ目撃しちゃったらね……。

　実の姉が、自分の同級生と目の前でキスしてたんだから。

　ケータイになにやら書き込むのを忘れてなかったのは、凄すごいと思うが。

　貴宗さんは、今時珍しいキーボード付きのケータイを使っていて、しょっちゅうなにか書き込んでる。

　なにを書いているのかは謎なぞ。それはともかく──

　貴き宗そうさん、かなりのシスコン──じゃない、姉思いっぽいしなあ。

　真ま香か先生は誤解を解いてくれなかったんだろうか……って、誤解なんて別にないか。

　僕ぼくが真香先生とキスしてたのはまぎれもない事実だし……。

　いや、ベッドインしてるように見えたのは、誤解だよね。

「おはよーっす、彩さいくん。いい朝だね！」

　と、のんきな顔で天あま無なしが挨拶してきた。

「よし、今日は天無にたっぷり課題を出そう。寝る暇もないくらいに」

「いきなりドＳ!?」

「やっぱり勉強は物量だよね。試験前に詰め込めるだけ詰め込んで、あとのことは考えないことにしよう」

「効率とか無視して、あたしをいじめるモードに入ってない!?」

　ちぇっ、気づかれたか。

　こっちが悩んでるのに、脳のう天てん気きな顔してるから、つい意地悪になってしまった。

「……んん？　天てんちゃんとなんかあったん？　めっちゃじーっと見てるよ？　そりゃ天ちゃんはおっぱい大きいけど、実はあたしのほうがサイズは上なんだよ？」

「そんな話は聞いてないよ！」

　ほぼ互角か、制服姿だと貴宗さんのほうが勝っていそうにも見えたけど。

　やっぱり、貴宗さんは身体からだが小さい分、胸が突とつ出しゆつして見えるんだな……って、そんなことはどうでもいいや。

「あたしは、おっぱいの話だけしていたいのに……それだけであたしもみんなも幸せでいられるのに……」

「現実逃避はやめるように」

　周りの男子たちが、うんうんと頷うなずいてるが、こいつらも天無と同類か……。

「天無、ちょっと失礼。ああ、放課後も勉強するから逃げないように」

「おおっ、受けて立とうじゃないか！」

　威勢だけはいいんだよな、威勢だけは。

　教室を出て、トイレを済ませてから廊ろう下かの窓際で立ち止まる。

　向かい側の校舎の廊下に、真香先生の姿があったからだ。

　学年主任と、別の英語教師と三人でなにやら話し込んでるみたいだ。

　ちょっと遠いけど、三人とも真剣な顔をしているのはわかる。

　テスト前ともなると、どの教師も大変な仕事が山積みなんだろうなあ。

「彩さい木ぎ、教室ではやめて、私のおっぱいの話」

「僕ぼくが話を振ったんじゃないよ！　って、貴き宗そうさん……」

　まったく気づかない間に、貴宗さんが僕の隣に立っていた。

　こうして並んで立つと、貴宗さんの小ささが際きわ立だってわかるなあ。

「ああ、お姉ちゃん──藤ふじ城き先生がいる。夜、ベッドの中で散々見ただろうに、まだ見る？」

「いやだから……先生に事情を聞かなかったの？　あれは先生が仕掛けたドッキリ──」

「聞いてる、事情。相変わらず、お姉ちゃんに翻ほん弄ろう。危なっかしい、もっとしっかりしてくれないと」

「うっ……そう言われても、真ま香か先生のほうが何枚も上うわ手てなんだよね……」

　こちらが先手を取ろうとしたこともあったけど、結局振り回されるばかりだ。

「……というか、貴宗さんはどこまで知ってるの？　その、僕と真香先生の──」

「だいたい、おおよそ。離れてたって家族。たまにお姉ちゃんの家、行ってる。だから、いろいろ話、聞いてる」

「いろいろ、の内容が怖いなあ……」

　思わず苦笑いしてしまう。

「でも夢にも思ってなかった、あんなことまでしてる関係。なにをしてくれてるの、人のお姉ちゃんに」

「そ、それはどちらかというと、君のお姉さんのほうが！」

　あんなこと、というのはもちろんキスのことだろう。

　ベッドインの誤解は解けてる……解けてるんだよね？

「……だろうと思った。彩さい木ぎに、そんな度胸ない。そんなに知らない、あんたのこと。けどわかる、女性教師に手を出す度胸があるかどうかくらい」

「真香先生に手を出す度胸がないのは僕だけじゃないからね」

　なんか言ってる、負け惜しみ。だけど知ってる、ダメ男。

　おおっと、貴宗さんの口調がうつってるよ。ええと……。

　真香先生は高たか嶺ねの花はな。恐れ多くて、イケてる男子生徒やチャラい男性教師ですら声をかけられないダメ男と化すっていうのは有名な話だ。

「こっちも質問。彩木はどこまで知ってる、私たちの家のこと？」

「どこまでって……うん、貴宗さんのところの家庭の事情ってやつは聞いちゃったよ」

「隠してないから別にかまわない。不ぶ作さ法ほうに聞き出そうとする奴やつの命にもかまわない」

「それはかまってあげて！」

　ホント、貴宗さんってお人形みたいに可愛かわいいのに中身は過激だ……。

「冗談。だったら知ってると思うけど、家族が大変だったときは、私はまだ赤ん坊」

「……あー」

　貴き宗そうさんが生まれてすぐに、ご両親は離婚したんだっけ。

「母は私を連れて実家に戻って、そこでの生活は楽々。でも、破産して社会的信用もなくしてた父と一緒だった姉のほうは四苦八苦。それでも、お姉ちゃんは自分を磨きに磨いて、ああいう人になった」

「…………」

　考えてみれば、真ま香か先生って凄すごい過去を乗り越えてきてるんだよな。

　まだ子供の頃に父親が破産して、両親が離婚して、母親と妹とも離ればなれ。

　そんな状況だったのに、真香先生は境遇に同情されるのがなによりも嫌で──

　努力に努力を重ねて、優秀な女の子であり続けてきた。

　動機が歪ゆがんでる気はするけど、その努力は誰だれもが認める立派なものだ。

「磨きに磨いて、生まれた高たか嶺ねの花はな。でも、彩さい木ぎの前ではどこにでもいる女の人になる」

「どこにでもいる、とは思わないけど……」

　あんな超がつくアクティブな女の人がゴロゴロいてたまるか。

「やっと見られた、私。自分をよく見せるためだけじゃない姉。どうでもいい、彩木を選んだ理由。けど、お姉ちゃんに選ばれたからには──あんたには期待」

「うっ……その、先生のいろんなアレコレがバレないようにはするけどさ……」

　はっきり言って、僕ぼくは疑うたぐり深ぶかくて無駄に鋭いことを除けば普通の人だ。

　その疑り深さも実生活でそうそう役立つことじゃないよね……。

「見ておく、長い目。見てのとおり、忙しめ」

「ああ、ホントだ……」

　貴宗さんが、向かい側の校舎にいる真香先生を指差した。

　真香先生は、他の二人の教師にぺこりと頭を下げると、早足で廊ろう下かを歩き始めた。

　離れたここからでも、真香先生が忙しそうにしているのはよくわかる。

「差し当たって、厄やつ介かいなのは天あま無なし。早く取って、お姉ちゃんの頭痛の種」

「……一番難しいことを軽く言うね」

　テスト作成が大変そうだけど、もちろん僕には手伝えない。

　できることといえば、成績的な意味での問題児を一人減らすことくらいか。

「ん……？」

　と、いつの間にか、また貴宗さんがケータイでぽちぽち書き込んでる。

「ねえ、貴宗さん。こっちからももう一つ質問。いつもなにを書いてるの……？」

「──愛と青春の記録」

「は……？」

　首を傾かしげる僕の前で、貴宗さんはくるっと背中を向けて教室へ戻っていった。

　本当、僕の周りにいる女の子たちは理解不能な人ばかりだ……。

　一番厄やつ介かいな人が誰だれなのかは言うまでもないが、その妹さんも負けちゃいないな。

　とにかく──僕ぼくの当面の役割はあいつのおもりか。







「というわけで、ここからは慈じ悲ひも手加減もオールカットで進めていくよ」

「いったい、何事ーっ!?」

　騒いでいるのは、もちろん天あま無なし縫ぬい。

「へっへっへ、いくらわめいても誰にも聞こえないぜ的な展開!?　エロドージンしちゃうの!?」

「ある意味ではそうだね。やることは勉強だけど」

　エロドージンとやらはスルー。

　ここは、カラオケボックスの一室。

　放課後になって、僕は天無を連れてここへやって来た。

　ちなみに、天無の家までは徒歩で十分もかからない位置にある。

　暗くなるまで勉強しても、天無をすぐに家まで送り届けることが可能だ。

「カラオケボックスなら、話し声を気にしないでいいし、テーブル大きいからテキストやノートも広げやすい。おまけに、椅い子すもふかふかだしね」

　いわゆる〝カラ勉〟は、集中さえできれば効果的な勉強方法だ。

　デメリットは、周りから歌声が聞こえてくることだが、天無みたいな騒がしいタイプには静かすぎるよりはいいだろう。

　料金がかかるのも痛いけど、テスト前の今だけのことだ。我慢しよう。

「午後四時から、七時まで三時間みっちり。それでも短いけど、天無が家でだらだら半日勉強するより、ずっと密度は濃いはず」

「いやー、半日も勉強したことはないなあ。だいたい一時間かな、休きゆう憩けい含めて！」

「……残念ながら、三時間が限度だよ。僕も八時までには家に帰って、妹の世話をしなくちゃいけないからね」

　美み春はるには、コンビニでのホットスナック買い食いを許可した。

　普段は、夕食が食べられなくなるから不許可なんだけど、育ち盛りの美春が遅くまでご飯を食べられないのはキツいだろうから。

「ほへー、彩さいくんも大変だね」

「君が勉強できれば、仕事も一つ減るんだけどね。でも、やると決めたからにはビシビシ行くよ。ぬるい勉強会のことはもう忘れて、これからの地獄のことだけ考えて」

「えええぇっ!?」

　ソファに座った天無は、その場でぴょこんと跳び上がった。器用な動きをするなあ。

「お、おかしい……彩さいくんが急にやる気満々に……勉強会は渋々、〝でかいおっぱいを好きに眺め回せるから我慢するか〟みたいな態度だったのに」

「そんなもん態度で表せるほど器用じゃありません」

　そう言いつつも、天あま無なしから目を逸そらしてしまう。

　天無は相変わらず頑かたくなにブレザーを着ないんで、薄いベスト越しに胸がめっちゃ自己主張してる。

　中身はアレでも、外側は青年漫画雑誌のグラビアに載るほどのスタイルだからなあ。

　いくら僕ぼくが肉食系からはほど遠くても、この巨乳の誘惑は凄すさまじい。

　でも──これでも、Ｅカップ美人教師の誘惑に散々晒さらされてる。耐えられるはずだ。

　僕は、こほんと咳せき払ばらいをする。

「天無縫ぬい──君をただの同級生から、僕を鬼と恐れる同級生に育て上げてみせる」

「そ、育てられたくねーっ！」

　自分で言っておいて、どこかで似たような台詞せりふを聞いた気がするけど──

　深く考えないことにした。今は優先すべきことがある。

「テストまであと五日。ただ、中間は期末より科目数が少ないし、そこまで範囲も広くない。だから、ヤマを張っていこう」

「暗記を頑張るんじゃなかったっけ？　あたし、それならできそうなんだけど」

「ヤマを張るのも暗記みたいなもんだよ。問題を予想して、その答えを徹底して頭に叩たたき込むんだから」

「もしヤマが外れたらどうすんの？」

「赤点取って、補習になるだけかな」

「すっげー困る！　仕事もできなくなるし、彩くんとイチャイチャもできないじゃん！」

「後者は元から予定にないでしょ……」

　普段からイチャついてるみたいに言わないように。

「まあ実際、赤点のボーダーは平均点の半分ちょいくらいだから、そんな次元の心配するのはやめよう。全科目で、できれば平均の八割は取れるように」

「うっ……全科目ってなるとけっこうキツいよ……」

　天無は、めっちゃ怯ひるんでる。

　最下位あたりをウロウロしてるとなると、赤点の一つや二つは確実に取ってるんだろう。

　まずは、その赤点をゼロにすることが重要だ。

　確か、聖せい華か台だいでは赤点を一定数取ってしまうと否いや応おうなしに留年になるはず。

　ただし、補習という救済措置があるから、留年した生徒は何年も出てないんだろう。

　でも、そのシステムに甘えてはいけない。

　赤点を取る生徒が受け持ちのクラスにいたら、真ま香か先生も頭が痛いよね。

　いや、別に真ま香か先生を助けてあげようなんて思ってるわけでもないけど──

　まあ、アレだよ。貴き宗そうさんが怖いから。それだけだから。

　未いまだにいまいち素直になれないことは、自覚してる。

「僕ぼくは、だいたい平均点以上は取ってる。たまに高得点を取れる科目もあれば、平均点を少し下回る科目もあるってくらいだね」

「マ、マジで？　彩さいくん、すっげー！　天才なんじゃないの!?」

「……天才じゃないけど、会長よりは君に近いからこその教えやすさもあると思う」

「うんうん、あたしのほうがかいちょより彩くんに近いよね！」

「そういうことにしとこう。時間がもったいないし、始めて。まずは、ここから」

　書き込みを入れた現代文の教科書を、天あま無なしの前に置く。

　現代文はヤマを張りやすい科目だ。作者の主張したい部分──と教師が説明したあたりの解釈を覚えておけば、ある程度の点が取れる。

「……ぐぬぬ、日本語って難しいぜ」

　そうでもないかもしれない……。

「むー、頭に入ってこないなあ。やっぱ一曲歌って気分転換とか……」

「まだ始めたばかりでしょ。五分も経たってないよ」

「集中力を五分維持するのは大変なんだよ！　くぅー、グラビア撮影のときは、何時間でも集中してられるんだけどなあ」

「あ、それだ」

　僕は、ぽんと手を打って、スマホを取り出して天無に向ける。

「な、なに？　まっ、まさか彩くん、ハメ撮ど──」

「はい、危険なことを口走らないように。そうじゃなくて、グラビアを撮ってもらってるつもりで勉強するのはどう？　本気で勉強しないと、嘘うそくさい写真になるけど、天無はそれで納得できる？」

「むう……さすが彩くん、斬ざん新しんなアイデアを持ち出してくるね」

　斬新かどうかはともかく、天無は単純だからな……。

　こういう〝それっぽい話〟を持ち出せば、ノリやすい。

「やるだけやってみよう。適当なタイミングで撮るけど、気にしないで」

　効果がなければ、やめればいいだけのことだからね。

「や、やってみるね。えーと……ここまでは作者さんが主張とは逆の話をしてるだけだから、無視してよくて……こっからが本当の心情のお話なんだよね……ぐぬぬ」

「…………」

　僕は、ぱしゃりと一枚撮影する。

　真剣に勉強してる天無、というだけでレアな絵ヅラだなー。

　なにしろ授業の八割くらいは居眠りしてるんじゃないかって生徒だから。

「波線部の康やす雄おの気持ちについて正しいものを以下から答えなさい……康雄、君の気持ちはどれだっ！」

「……テスト中はしゃべっちゃダメだからね？」

　康雄の気持ちが気になっても、テスト中に口に出したら下へ手たすると退室させられる。

　そんなアホな天あま無なし縫ぬいも、一応撮影しておこう。

　と、そんな感じで──意外なほどに天無は集中してテキストを進めていく。

　現代文から古文、英語へと短時間で科目を切り替えさせてるけど、どの科目でもたまに詰まりつつも集中力を切らさない。

　天無はちゃらんぽらんで、いつもふざけてるように見えるけど──

　グラビアの仕事とは、本当に真剣に向き合っているのかもしれない。

　前に、グラビアの仕事を馬鹿にするようなことを言っちゃったけど、悪かったかな……。

「んー、ちょっと暑い……」

「わっ……」

　天無は、テキストを睨にらんだまま、ベストを思い切りよく脱いだ。

　弾みで、その下に隠されていた胸がぷるるるんと揺れる。

　ば、馬鹿な……ブラジャーをしてるはずなのに、なぜあんなに揺れる!?

　どれほどのサイズ、どれほどの弾力を有しているというのだ、敵は！

「むー、頭使うと身体からだ熱くなるなあ。あちあちあちち」

　そんなことをつぶやきながら、天無は今度はスカートをぱたぱたさせ始めた。

　ただでさえきわどく短いスカートの裾すそが揺れ、太ももが付け根近くまで見えてる。

　撮れない……これはさすがに撮れない。

　というか、そんなの撮ってるところを防犯カメラで店員に見られたら、「お客様、店内での性行為はご遠えん慮りよください」とか注意されるのでは？

「あっ、解けた！　わかった、わかった、こんなに面倒くさい英文の意味わかったの、初めてかもしんない！　やったぜ、彩さいくん！」

「ちょっ……！」

　かと思ったら、天無はいきなり無む造ぞう作さに抱きついてきた。

　ぷよん、と豊かな胸が思いっきり僕ぼくに押しつけられてくる。

　別に下心なく、嬉うれしさのあまり抱きついたのはわかるけど──

　困るなあ、こういうのは実に困る。

「あたし、これなら平均点も夢じゃないかもしれないよ！　遂ついに天才が目覚めた！」

「人類史上稀まれに見る次元の天才だなー……」

　僕は、ふと手に握ったままのスマホを見た。

　問題を解けて喜ぶ天あま無なしを撮影しようとしたけど、こやつが飛びついてきたもんだから、ちゃんと撮れたかどうか。

　天無に抱きつかれたまま、写真アプリを立ち上げ、確認する。

　そこには──ぱああぁっとこれまで見たこともないようないい笑顔をした天無縫ぬいが写っていた。

　もしこの写真が載っていたら──僕ぼくは初めて、漫画雑誌のグラビアに金を払う気になるかも。

　おっかしいなあ、僕はただ天無に勉強を教えようとしただけなのに。

　なんか、危うい方向に流されていないか……？
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　学校帰りに誘ゆう拐かいされました。

　僕をさらった車は暗くなり始めた道路を猛スピードで、それでいて法定速度を守りつつ、駆け抜けていく。

　その赤いボディの丸っこい車は、有名な大泥棒も使っているフィアットという車種だ。

　助手席に座る僕の隣、つまり運転席にいる誘拐犯は紺色のスーツ姿。

　勇ましく腕まくりをして、楽しそうにハンドルを操作している。

「ふんふーん♪　よかったわー、道路があまり混んでなくて」

「……僕は混んでるほうがありがたいですけど」

　なにしろ、さっきからカーブでもスピードを落とさないもんだから、強烈なＧで身体からだの内部がシェイクされまくりだよ。

「元気ないわね、彩さい木ぎくん。やっぱり試験終わりでお疲れかしら？」

「試験の疲れは命の危機で吹っ飛びましたよ！」

　もう二度と乗らないと決めてたのに！

　もちろん、ハンドルを握っているのは真香先生。

　前にも真ま香か先生カーに乗せられて、死ぬような目に遭あっているのだ。

　いや、あのとき僕ぼくは死んでいて、今の僕は残留思念という可能性すらある。

「というか、なんなんですか、いきなり!?」

　本日、三日間に亘わたった中間テストの最終日。

　僕のような交友範囲が狭い生徒にも、カラオケボックスでの打ち上げのお誘いが来た。

　この手のお誘いに付き合うかはフィフティフィフティなのだけど、今回は参加することにした。特に理由はない。断るときも理由はないけど。

　ちなみに、天あま無なしは参加して大はしゃぎして、長いことマイクを独占してた。

　さらにちなみに、貴き宗そうさんは参加してない。

　密ひそかに彼女に憧れる男子も多いので、お誘いはかけたけど、ばっさり断られたそうだ。

　その貴宗さん抜きの打ち上げを適当に切り上げて、帰宅する途中──

　悪夢のような赤いフィアットが現れたというわけだ。

「行き先は着いてからのお楽しみよ。あ、ちょっと時間かかると思うから、美み春はるさんに連絡しておいたほうがいいわ」

「……お気遣いどうも」

　じゃあ、晩ご飯は先に食べてもらったほうがいいな。

　ＬＩＮＥで美春にメッセージを送っておく。

「特別に〝ドイツ人がツンデレるソーセージ〟を食べていいよ……と」

　このソーセージは、〝イタリア人が認めないパスタ〟と並んで、美春の好物だ。

　あまり店頭で見かけない貴重品なので、たまにしか食べないことにしてる。

　レンジでチンすれば美お味いしく食べられるので、美春でも調理できるはず。

　卵掛けご飯と一緒に食べれば、妹は大満足だ。

《ツンデレソーセージ、久しぶり！　お兄ちゃん、帰りはゆっくりでいいよ！》

　と、すぐさま美春から返信が。

　まさか二十本以上入ってる袋を一人でたいらげる気じゃないだろうな……。

　──と心配しつつ、真香先生の運転はもっと心配しつつ、走ること三十分ほど。

　真香先生のフィアットは、海辺近くの街にある、小さなお店の駐車場へと滑り込んだ。

「……はあ、生きて地面を踏めたか」

「彩さい木ぎくんったら、大げさね。今回はちゃんと意識があるようで、よかったわ」

「意識をなくすような運転、しないでください！」

　この前、焼き肉屋に連れて行かれたときは、半分気絶してたんだよなあ。

　麗うるわしい思い出に浸ひたりながら、僕は真香先生にくっついてお店の中へ入った。

「へい、らっしゃい！」

　挨拶を聞いてわかるとおり、ラーメン屋──じゃなくて、寿す司し屋やさんだった。

　こぢんまりとしたお店で、カウンターの他には二つほどテーブル席があるだけだ。

「予約してた藤ふじ城きですけど」

「はい、承うけたまわっております。こちらへどうぞ」

　店の奥から出てきた女将おかみさんらしき品の良いご婦人が、先に立って案内してくれる。

　お店には二階があって、そこは個室になっていた。

　広くはないけど、清潔で落ち着いた趣おもむきのある和室だった。

「というわけで。見てのとおり、テストお疲れ様の打ち上げよ」

「それはさっき済ませてきたんですが……先生のほうは、仕事終わったんですか？」

　誘ゆう拐かいされた時間は、夜七時近くだったから、仕事が終わってても不思議はないが。

「君たちは解放感でいっぱいでしょうけど、教師はここからが本番よ。テストの採点ってけっこうな重労働なのよ？　五クラス分の答案をスペルミスとか細かいことにも注意しながら見て、採点の間違いもあってはいけないんだから。もちろん、採点してそれで終わりじゃなくて、反省点とか今後の学習計画の修正とか、考えるのも嫌になるほど仕事は山積みなのよ。ついでに言えば、今から期末テストの準備も始めなきゃいけないわ」

「そ、そうですか……」

　一気にまくし立てられても困るけど、こんなところに来てる場合じゃないのはわかった。

「でも、頑張った彩さい木ぎくんをねぎらうのも、わたしの大事な役割よね。ほら、仮にも彼女なんだから」

「ＳＩＤシドが見てないところでお芝居しても意味はないのでは……？」

　真ま香か先生との関係がお芝居なのかは、かなり怪しくなってるけど。

「ここはね、知る人ぞ知る隠れた名店なのよ。大将さんが毎日市場で新鮮なネタを仕入れてきて、赤字ギリギリのリーズナブルなお値段で提供してくれるの」

「似たような説明、前にも聞いたような……同じような店の発掘、得意なんですね」

　というか、僕ぼくのツッコミはスルーかい。

「リーズナブルっていっても、寿す司しならそれなりに高いんじゃないですか？」

「心配しなくても、もちろんわたしのおごりよ。ふっ、ＳＩＤの小娘たちにはこんな餌え付づけはできないでしょう」

「今、餌付けって言いました？」

「お寿司、嫌いじゃないわよね？　生魚は平気？」

「……大好物です。美み春はるとたまに食いますし。回転のほうですけど」

　やっぱりツッコミはスルーかい。

「な、なんてズルい……！　美春さん、彩木くんと回転寿司でキャッキャウフフとか、羨うらやましすぎるでしょう！　わたしと代わってくれないかしら！」

「……美春、ギャラマの〝旬をガン無視のモンブラン〟も好物ですよ」

　ギャラクシーマート、略してギャラマは我がマンションの向かいにあるコンビニだ。

　そこのスイーツは美み春はるの大好物ばかりだ。我が妹ながら安上がりすぎる。

「いい情報を聞いたわ。美春さんは買収が利く分、他のＳＩＤシドメンバーより扱いやすくて助かるわね」

「…………」

　信じちゃったよ、先生。

　美春はコンビニスイーツで妹の立場を売り払うと思われてるのか。やりかねないが。

　つーか、美春も僕ぼくを好きだと言ってるけど、〝お兄ちゃんはいつもスイーツ買ってきてくれるから好き〟とかじゃないだろうな……？

「あ、来たわ」

　個室の戸が開き、さっきの女将おかみさんがお盆を手に入ってきた。

　お盆の上には寿す司し下げ駄たというのか、木製で下駄の脚あしみたいなものがついた板の上に、寿司が並んでる。

「うわっ……！」

　つい、驚きの声を上げてしまったのは、見るからにその寿司が美う味まそうだったからだ。

　上品なサイズで、赤身や白身、トロ、貝、イクラやウニ、巻物などなど。

　どれもツヤツヤしてて、ネタが新鮮なのが一目でわかる。

　女将さんは「特上にぎりコースです」と笑顔で言いながら、僕らの前に寿司下駄を一つずつ並べた。

「と、特上？　これ……やっぱりけっこうなお値段がするんじゃないですか？」

　女将さんが出て行くのを待ってから、焦りつつ質問する。

「リーズナブルと言ったでしょう。ふっ、彩さい木ぎくんにごちそうする料理は必要経費みたいなものよ。遠えん慮りよしないで」

「なんの経費なんだろう……」

　本気で餌え付づけを狙ってるの？

　餌付けできるのは、うちの妹くらいなもんだと思ってたけど、兄も同様なのか？

　ああ、でもこの寿司の誘惑には……逆らえない。

　赤身、中トロ、大トロの炙あぶり、鯛たい、イカ、ヒラメのエンガワ、穴あな子ご、イクラ、ウニ、赤あか貝がいにホタテ……ああ、どれも僕の好きなネタばかりだ。

　巻物に玉たま子ご焼やき、お吸すい物ものや飲み物までついてて、もう言うこと無しだ。

「細かいことは気にせず、召し上がれ。なにも考えずに、好きに食べなさい」

「いただきます！」

　いやもう、この寿司を前にしたら、先生の裏を読むとか無理。

　僕も美春と同じ、買収に弱いタチだったらしい。ああ、でも美お味いしい！

　いつも行ってる回転寿ず司しには悪いけど、ネタの次元が違う！

　味の薄いものから順番に食べるのがセオリーとか、そんなことも気にしてられない。

　ぎゅっと締まった赤身の歯ごたえと、濃のう厚こうな味！

　鯛たいのほんのり上品な甘さ！　穴あな子ごは豪快な一本握りに濃厚な甘いタレツメの味わいが最高！

　ほわっと柔らかい、カステラみたいな玉たま子ご焼やきも嬉うれしい。

　さらに、ヒラメのエンガワときたらもう、ぷりぷりでたまらない！

「ふふふ、美お味いしそうに食べるわね。このところ、ずっとテスト明けのご褒ほう美びになにを食べさせてあげるか悩んでたけど、正解だったみたいね」

「忙しいのに、そんなことで悩んでたんですか」

　ありがたいような、申し訳ないような。僕ぼくがご褒美を要求したわけじゃないけど。

「いろいろ考えてはみたのよ……女によ体たい盛りとか」

「ぶっ!?」

　危うく、せっかくのイクラを吐き出すとこだった！

「でもあれ、衛生的にどうなのかって問題があるでしょう？」

「もっと大きな問題があると思います！」

　どんなぶっ飛んだ発想してるんだ、この人は。

「普通に美味しいものを食べさせるのが一番かなと思い直したわ。警戒する必要もないわよ。どんどん食べなさい」

「は、はい」

　警戒する必要がない？　そう言われると裏を疑いそうになるけど……焼き肉のときみたいに〝あーん〟の応おう酬しゆうもやらないみたいだ。

　まあ、これだけの美味しい寿司なんだし、普通に食べたほうがいいよね。

「……ん？　どうせなら、カウンターで食べればよかったのでは？」

　寿司下げ駄たでの提供に文句はないけど、一品ずつ出されるスタイルにも憧れる。

「それは……よくないわ」

「よくない？　なにがですか？」

「いい、彩さい木ぎくん？　君から見たらわたしは立派で麗うるわしい大人の女性だろうけど、世間的にはまだまだ余裕で小娘なのよ。そんな小娘が、偉そうにカウンターに座って、『板さん、お任せで握ってくれる？』なんて言ったら生意気でしょう」

「つまり、カウンターに座って注文できる自信がなかったんですね」

「そ、そんなこと言ってないでしょう!?」

　真ま香か先生は、大慌てでいらっしゃる。

　僕の疑うたぐり深ぶかさを忘れてもらっちゃ困る。

　そんなあからさまな嘘うそは一発で見抜けますよ。

「もうっ、そういうところは可愛かわいくないんだから」

　真ま香か先生はぷりぷり怒りながらも、お箸はしで上品に寿す司しを食べている。

　この人は、オタサーの姫的ポジションというか、学生時代から今に至るまでずっと周りにチヤホヤされてきた。

　そのせいか、変なところで経験値が足りない。

　焼き肉屋での注文や、肉をまともに焼くこともできなかったのだ。

　そういうことは全部、周りの人たちが進んでやってくれていたのだろう。

　今みたいに、年下をリードするべき場面だと、恐るべきポンコツさを発揮してしまう。

「……なにか失礼なことを考えてる顔ね」

「い、嫌だなあ。そういうのを見抜くのは、僕ぼくの役割ですよ」

「わたしは彩さい木ぎくん限定だけど、そういうのも見抜けるようになってきたわ。なにしろ、いつも君を見てるわけだから」

「いつも先生にじーっと見られてるのは怖いですね。優等生じゃない身としては」

「うちの先生方は、君をじーっと見るのは避けてるみたいよ。なにを言い出すかわからないからって」

「じゃあ、僕を凝視するのは真香先生だけってことですか。ますます怖い」

「怖い？　彩木くん、嘘うそはつかないのがいいところだったのに。もうちょっと可愛いままでいてほしいわね。それに、わたしだってカウンターで注文するくらい……」

　真香先生は唇を尖とがらせて、子供みたいにぷんぷん怒ってる。

　経験値不足をからかわれて、すっかり拗すねてしまわれたようだ。

　ご機き嫌げんななめの真香先生は、近くの徳とつく利りを手に取り、荒っぽい手つきでお猪ちよ口こに注ついで、ぐいっと飲み干した。

　飲み干したって──おいおい！

「先生、それお酒じゃないんですか!?」

「……あ」

「あ、じゃねぇーっ！」

　そういえば、特上にぎりコースには飲み物もついてたんだ。

　僕のほうにもウーロン茶がついてたけど、熱いお茶もあるんでスルーしちゃってた。

「ふっ、わたしとしたことが失敗ね……」

「落ち着いてる場合じゃないですよ、車で来たのに！」

　ああ、シニカルに笑ってる顔も綺き麗れい──って、だからそれどころじゃない！

「いいえ、問題はもうそんな次元じゃないわ」

「……ま、まさか酒乱とか？」

「いいえ、眠くなるの。わたしってケーキに入ってるブランデーでもダメなくらいなの。そんなケーキを食べたら、もう起きていられなくなるわ」

「い、今、お猪ちよ口こに一杯飲んじゃいましたよね……？　日本酒ですよね……？」

「そういうわけだから、おやすみ、彩さい木ぎくん。明日の朝、会いましょう」

「どうしろとーっ!?」

　とっさに僕ぼくは手を伸ばし、がくんと倒れ込んだ真ま香か先生の額ひたいを支えて、テーブルへの直撃を回避する。

　おいおい、まだ電車はあるし、家まで帰れなくはないけど──

　寝ちゃったこの人を連れて、どうやって帰ればいいんだ？







　幸いというべきか──

　なんと、寿す司し屋やのお隣さんは旅館だった。

　この海辺の街はちょっとした観光地でもあるので、旅館が多いらしい。

　寿司屋の女将おかみさんに事情を話して、一つだけ空きがあった旅館の部屋の確保に成功。

　一応、真香先生と僕は姉弟きようだいということにしておいた。

　通報でもされたら、真香先生が社会的に終わってしまうからね……。

　女将さんや旅館の仲なか居いさんにも協力してもらい、ほとんど寝てる真香先生を担ぐようにして連れ出し、旅館の一室へと運び込んだ。

「はぁ……さすがにキツかったなあ」

　真香先生がいくら細くても、成人女性。

　残念ながら、僕は高校二年生にしては小柄なほうだ。

　お手伝いがなかったら、隣とはいえ、ここまでは運び込めなかっただろう。感謝。

「ん、ううーん……」

　真香先生は、敷いてもらった布団ふとんの上でなにやら唸うなってる。

　寝てるんだか、寝てないんだか……。

　ただ、僕の疑うたぐり深ぶかさをもってしても、今の先生の状態は演技には見えない。

　日本酒のせいで、顔は赤いし、汗もかいてるみたいだ。

　アルコールに弱い体質っていうのは大マジだろう。

　タクシーを使う手もあったけど、弱ってる真香先生を車に乗せるのもちょっと……。

　この旅館で休ませるのが、最さい善ぜん手しゆだろう。女将さんも賛成してくれたし。

「先生にはこのまま泊まってもらって、僕は帰る……ってわけにもいかないよね」

　ただ寝てるだけならともかく、お酒でぶっ倒れてるんだからなあ。

　このまま放っておくのは、さすがに無責任すぎる。

　幸い、フィアットは仲居さんが旅館の駐車場に移動してくれた。

　明日の朝、早くに出れば学校も余裕で間に合うだろう。

「となると、問題はこっちか……」

　とりあえず、ＬＩＮＥで美み春はるに簡単に事情を説明。

　きちんと戸締まりして、朝もちゃんと起きるように注意しておく。

《へえ、お泊まりとはやるじゃん。そこ、けっこういい旅館みたいだよ》

　妹からの返事はそれだけだった──って、待たんかい。

　僕ぼく、どこの旅館に泊まってるかまでは説明してないぞ。

　美春……もう間違いなく、僕のスマホのＧＰＳ情報をキャッチしてるよね？

　ソシャゲにハマってはいるけど、妹が機械に強いイメージはまったくないのに……。

「ふにゃー、んんう……」

「……真ま香か先生、変な声出してないで、寝るなら着替えたほうがいいですよ。スーツがシワになります。僕は外に出てますから」

　熟じゆく睡すいしちゃう前に、せめて着替えだけはさせないと。

「んー……じゃあ、今日の〝教育〟……彩さい木ぎくん、わたしの服を着替えさせなさい……」

「はぁ!?」

　真香先生は、布団ふとんの上でゴロゴロしながら、目を閉じたままだ。

　寝言？　今のって寝言なの？　いや、寝言だと思いたい。

「君が可愛かわいいから、甘やかしすぎたかも……いつもわたしが自分から脱ぐような、はしたないマネをしてしまっていたわ……挑戦よ、挑戦するの、新たなステージへ……」

「……実はばっちり起きてませんか？」

　僕のツッコミに応答はない。

　半分以上寝てるっぽいのに、突とつ拍ぴよう子しもないことをえらく理り路ろ整せい然ぜんと語ったな。

「ううーっ、寝づらい！　着替えないと寝られない！　早く脱がして、早くっ」

「…………」

　めっちゃ美人の先生に「早く脱がして」と急せかされるとか、ドリームにもほどがある。

　でも、これは紛れもない現実……。

「……先生、本当に脱がしちゃいますよ。いいんです……か？」

「乱暴なのはダメ……丁てい寧ねいに、優しくね……」

　ここは受け答えするんかい。

「ええい、もう……！」

　真香先生の身体からだを軽く起こしてから、スーツの上着をゆっくりと脱がせる。

　こんなところ、人に見られたらシャレじゃ済まないぞ……！

　やるなら、さっさとやってしまわないと。

　このタイトなミニスカート……どうやって脱がすんだ？

　ああ、ここのファスナーか。女の人の服って、本当にわかりにくい。

　ちょっと前まで妹と一緒に風呂に入ってたけど、さすがに美み春はるも服くらいは自分で脱いでたからなあ。

「やんっ……」

「わっ、す、すいません……！」

　し、しまった、ちょっとお尻触っちゃった……！

　見ないようにすると変なところを触っちゃうし、堂々と見るのも気が引ける。

　進むも地獄、退ひくも地獄か……！　天国かもしれないけど！

　できるだけ身体からだに触れないように、紺色のミニスカートをずるずると脱がして、脚あしから抜き取る。

　これ、やってること、完全に変態やん？

「ストッキングも邪魔……彩さい木ぎくん、早く……」

「ええぇぇぇ……」

　そこには気づかないフリをしようと思ってたのに！

　薄い黒のストッキングに、色っぽい刺し繍しゆうの入った白いパンツが透けている。

　うわああ……ストッキングってぴったり肌に張りついてて、下へ手たに触ると破っちゃいそうだ……。
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「あっ……ぎゃーっ、今の無し、今の無し！」

　危ないっ、つい一緒にパンツまで脱がしそうになった！

　これは、今までのどの教育よりもイケないことをしてる感が……！

　スカートのとき以上に慎重にストッキングを下ろして──スカートの下に隠すように、ざっと畳んだストッキングを滑り込ませる。

　ふう……苦手な数学の試験を受けるより疲れた……疲れたよ。

「……よいしょ」

「きゃ」

　あとはもう、適当だ……ブラウスのボタンをぷちぷち外してから、また真ま香か先生の身体からだを起こして、脱がしてしまう。

　パンツとお揃そろいの清せい楚そな白いブラジャーを着けてるが、僕ぼくはもはや無の境地。

　これ以上、なにか考えながら脱がしてたら、僕のメンタルがマジで崩壊する。

　うとうとしてる真香先生を座らせ、浴衣ゆかたを取ってきて、強引に着せてしまう。

　浴衣なんて、自分で着るのも苦手なのに、人に着せるなんて余計に大変すぎる。

　しかもこれが、下着姿の美人先生とくればなおさら……ああっ、おっぱいが大きすぎて前が上う手まく合わせられない！

　谷間とか見えないように、なんとか……胸の谷間もあらわな真香先生と同じ部屋にいたら、理性を抑えきれる自信もないし。

「こ、こんなものかな……？　先生、浴衣を着せましたよ。あとは好きなだけ寝てください」

「ありがと……」

「わっ……!?」

　浴衣姿になった真香先生は、僕の首に手を回すと、こてんと布団ふとんの上に倒れ込んだ。

　どさっ、と二人で布団に並んで寝転んでしまう。

「ちょっ、なにやってるんですか!?」

「このまま寝ましょう、わたしもう眠気が限界……」

「布団は二組ありますよ！」

「愛があれば布団は二つもいらないわ……」

　なにを言ってるんだ、この人は。

「はいはい、いい子、いい子……中間テスト、お疲れ様……頑張ったわね……」

「ご褒ほう美びにしちゃ、過激すぎませんかね！」

「……一週間以上も天あま無なしさんに貸してあげたのよ……今夜はわたしのものにしたっていいでしょ……」

「僕、レンタルはしてないんですけど」

　なんて嫌いや味みも、真ま香か先生は聞いてないみたいだった。

　僕ぼくをぎゅっと抱き枕にしたまま、すーすーと寝息を立て始めてる。

「……いつも無む茶ちややってごめんなさい……せめて、嫌わないで……」

　と思ったら、ぼそぼそとしたつぶやきが聞こえた。

　真香先生らしくもない弱気な発言だったけど……酔っ払って本音が出たとか？

　それとも、なにか夢でも見てる？

　答えは出ないけど──

「……今でも教師は嫌いだけど、真香先生のことは──」

　言えるのはここまでだった。こっちの答えも僕はまだ出せていない。

「僕ももう眠い……」

　そんな面倒なことを考えられるほど頭は回ってない。

　なんと言っても、試験が終わった当日だから。

　もちろん、昨日の夜は追い込みのためにギリギリまで起きて勉強してた。

　そう、だから僕はとても眠い。

　だから、黙ったまま、布団ふとんの誘惑に負けてしまえばいい。

　そういうことにしておいて──このまま抱き枕になっておこう。







　翌朝──真香先生は、五時前に飛び起きた。

　もちろん僕も同じ時間に叩たたき起こされ、既に起きていた旅館の女将おかみさんにお礼を言って宿代を払い、僕らはフィアットで飛び出した。

　真香先生の酔いが完全に覚めているのは確認済み。

　早朝でガラガラに空すいた道を、交通法規遵じゆん守しゆの暴走で走り抜けて、マンションに到着。

　ここからは、もういつもの朝だった。

　僕らはそれぞれの家に帰り、僕は朝食をつくって美み春はるを起こし、一人で先に家を出た。

　お隣の様子をうかがった感じ、真香先生は先に出勤したようだった。

　女の人のほうが準備に時間がかかるだろうに、えらく素早い。

　そんな感じで、学校に到着。

　中間テスト明けでも普通に授業スタート──と、ここまでは順調だったのだけど。

「ね、眠い…………」

　目立たない隅っこの席でよかった……。

　さっきから、ぐわんぐわんと頭が揺れている。

　うん、そうだよ。

　昨日の夜はまったく、ま────ったく眠れなかった。

　抱き枕にされて、まさに目の前に乱れた浴衣ゆかた姿の真ま香か先生がいるんだから。

　浴衣の前や裾すそが頻ひん繁ぱんにはだけて、エロいブラジャーだのパンツだのが、ちょくちょく見えてたし。

　見なきゃいい？　馬鹿な、そんな鋼鉄の自制心は持ち合わせてない。

　あの状況でぐーすか寝られる奴やつを、僕ぼくは健全な男子高校生とは認めない！

　真香先生に起こされたときに、寝てたフリをするのが精一杯でした。

　だって、一晩中真香先生の寝乱れる姿を見てました、なんて言えないでしょ。

　さすがの真香先生も、そんなこと知ったら、めっちゃ恥ずかしいんじゃないかな。

　というわけで、テスト勉強で睡眠不足だったところで、まさかの完徹。

　今日も普通に六限まであるけど、乗り切れるだろうか……乗り切……。

「彩さい木ぎくん！」

「…………っ！」

　がくん、と身体からだが揺れて、膝ひざで机の底面を蹴ってしまう。

「わたしの授業中に居眠りとはたいした度胸ね。特にあなたは、わたしの授業なら万ばん難なんを排して聞いてくれると思っていたけど？」

「は、はぁ……すみません」

　ヤバい、しかもよりによって真香先生の授業中だった。

　珍しい、真香先生の冗談に周りからどっと笑い声が上がる。

　ここであえて、僕と真香先生の怪しい噂うわさを茶ちや化かしてくるとは……。

　噂はあくまで噂ですよ、ただの笑い話ですよ、と鎮ちん静せい化してる噂にトドメを刺してきたか。チャンスを逃がさない性格だなあ。

「ずいぶん眠そうだけど、テスト明けでどこかではしゃいできたのかしら？　遊ぶなとは言わないわ。でも、ほどほどにね」

「……はい」

　くっ、僕を連れ出して寝かせてくれなかったのは、どこのどなたさんですか！

　高たか嶺ねの花はなモードの先生は、昨夜ゆうべの寝乱れた姿なんて少しも想像させない完璧さだ。

「じゃあ、眠気覚ましにこのページを彩木くんに訳してもらいましょう」

　しかも容よう赦しやなしだよ……授業聞いてなかったのを知ってて、この仕打ち。

　僕、高嶺の花の真香先生より、浴衣で乱れる真香先生のほうが好きです。

　口に出して言ってやろうか……そんな度胸はないけどさ。







　ずるるるるる、と月見うどんをすする。

　聖せい華か台だい学院には、高い学費と寄付金でつくられた立派な学食がある。

　いつもなら日替わりランチを注文するけど、今日は眠すぎて食欲がない。

　午前中はなんとか乗り切ったけど、お腹なかがふくれると余計に眠くなる……。

　周りはテストが終わったばかりだからか、いつもより騒がしい。

　僕ぼくは元から騒ぐようなタイプじゃないけど、彼らのような元気がほしい。

「ういーっす、彩さいくん！　ここ、いいよね！」

「…………」

　元気のかたまり登場。

　僕の返事を待たずに、天あま無なしはテーブルを挟んだ正面に座った。

　今日も元気におっぱい大きいね、天無……。

　ああ、眠すぎるせいか、変なことばかり考えてしまう。

「あれ、彩くん、おうどんだけ？　もっと食べないとパワーつかないぜっ！」

　そう言う天無は、レギュラーメニューのしょうが焼き定食に、ハーフサイズの塩焼きそばを追加してる。

「また、そんなに食べるの……？」

　見てるだけで胸焼けがしそうだ。

　天無って細いのにけっこうな大食いなんだよなあ。

「テストで体力消しよう耗もうしちゃったからね、しっかり食べて回復しないと！」

「あ、そうだ、思い出した。天無、テストの結果はどうだったの？」

　昨日の打ち上げでは、天無はずっと歌いっぱなしで近づけなかった。

　テスト勉強に付き合った身としては、天無の結果は当然気になる。

「うっ……い、今それを訊きくの？」

「天無は忙しいでしょ。訊けるときに訊いておかないと。自己採点はした？」

「し、してない。だって、昨日の今日だよ？　打ち上げ終わってお家うち帰ったら、完全爆睡だったし」

「大ざっぱに、できたかできなかったかくらいは予想できるでしょ？」

「むー……ごめんなさい、観念します」

「観念？」

　僕が首を傾かしげていると、天無はスマホをなにやら操作して、僕の前に差し出してきた。

　一応、天無が頷うなずくのを確認してから、そのスマホを手に取る。

「ん……？　ああ、なんだ、もう自己採点してあるんじゃないか」

　スマホのメモアプリに科目と点数が書き込まれてる。

　正直、ちょっと意外だ。

　質問しておいてなんだけど、天無が即座に自己採点するとは思ってなかったから。

「ご、ごめんなさい、彩くん……！　お詫わびにあたしにできることなら、なんでもするよ！　大丈夫、経験はないけど、男の子の欲望については知ってるから！」

「はい！　ちょっと声を抑えようか、天あま無なし！」

　僕ぼくは慌てて周りを見る。

　学食が混んでて騒がしいせいか、今の天無の問題発言は他の生徒には聞こえなかったらしい。ほっ……。

「で、なにを謝ってるの？」

「え？　だ、だって、その点数……よくはないよね？」

「よくはないね」

「そんなきっぱり！」

　自分で言っておいて、涙目になられても。

「うん、確かによくはない……けど、この自己採点がだいたい正確なら赤点は一つもないと思うよ。現代文と世界史なんか、平均点超えるかも」

「え？　で、でも……」

　天無はさっきからえらく申し訳なさそうな態度だけど、なんでだろう？

「そ、そりゃ、あたしの人生でも最高の結果なのは間違いないよ。けど……彩さいくんに教わったのに、〝最悪の事態は避けられた〟って程度なんだよ！」

「……もしかして天無、もっとずっといい成績取れると思ってた？」

「奇跡が起きて、平均点とかぐーんとぶっちぎって、彩くんにめっちゃ褒ほめられる未来を期待してた！」

「…………」

　あー、なるほど。今までにないレベルの努力をしたから、見たこともない良い結果が出ると思い込んじゃってたわけか。

　うん、そういう期待をしちゃう気持ちはわかるな。

　それを期待してたからこそ、素早く自己採点したんだろう。

「いや、正直びっくりするくらいのデキだよ。もし、本当に最下位を取っちゃったらどうしようとか、ちょっとびくびくしてたし」

「思った以上に下に見られてた!?」

「だから、そんな気にすることないよ。天無が頑張った結果なんだから」

「さ、彩くんが優しい!?」

「なに言っても突っ込まれるんかい！」

　本当に、脊せき髄ずい反はん射しやだけで生きてる人の相手は大変だ。

　いやでも、この成績は真面目に予想以上ではある。

　今回、勉強に付き合って、天無の学習能力については思うところもあるし……。

　まあ、今後は最低でもこの成績を維持してほしいけど、今はそこまで高望みはすまい。

「う、うーん……彩さいくんに褒ほめられたのは嬉うれしいんだけど……」

　本人はもっと高望みをしたいらしい。向上心があるのは悪いことじゃないな。

「おっ？」

　まだ手に持ったままだった天あま無なしのスマホがブルッと振動した。

　ＬＩＮＥのメッセージが着信したようだった。

「あ、ごめん。天無、メッセージが来たみたい」

「ああ、別にいいよ。おっ、マネージャーさんからだ」

　天無は僕ぼくが返したスマホを受け取って、メッセージを読み始めた。

「ふーん……うんうん……んん!?　こっ、これだーっ！」

「な、なに？」

　なんだか唸うなっていた天無が、奇声を上げて立ち上がる。

　気のせいか、天無の大きな瞳がやたらとキラキラしてるような……。

「彩くん、こいつは面白くなってきたぜ！」

「…………」

　なにかまた面倒が起きたらしい。いや、これから起きるらしい。

　この春からのトラブル続きで、そんな突発的事態にも慣れつつある自分が怖い。

　まあ、綺き麗れいな担任教師と同じ布団ふとんで一晩過ごす以上のトラブルなんてそう起きるもんでもないけどね！







　何事もなく放課後になった。

　眠気マックスの場面もなんとか乗り越えたし、無事に終わってよかった……。

　朝は恐ろしく慌ただしかったけど、むしろ穏やかな一日と言えるかも。

　ただ──天無の「面白くなってきた」の内容はまだ聞いてない。

　天無がもったいぶって隠したからだけど、このまま隠しておいてくれないかな。永と遠わに。

　カバンに筆記用具やノートを詰めながら周りを見てみる。

　その天無は、教室に姿が見当たらない。

　テストも終わったことだし、さっそく仕事に行ったのだろうか。

　あれでなかなか忙しいみたいだからなあ。

　ごく普通の取とり柄えもない高校生の僕は、テスト明けののんびりした時間を楽しもう。

　まずは仮眠だ。ああ、待っていてくれ、一日ぶりの僕のベッド！

　夕食はピザでも取ればいい。これも美み春はるの好物だし、大喜びだろう。

「彩さい木ぎくん、ちょっといらっしゃい」

「……え」

　教室を出たところで、突然声をかけられた。

　さっきＨＲを終えて出て行ったはずの、真ま香か先生が戻ってきていた。

「なんですか……？」

「問題発生よ。いいから一緒に来てもらえるかしら」

　あれ、高たか嶺ねの花はなモードだ。

　放課後になったばかりで、廊ろう下かにも人が多いせい──でもなさそうだ。どこか様子がおかしい。

　とりあえず、逆らわずに真香先生について廊下を進む。

　先生に呼び出しをくらって連行されるのは慣れたものだ。

「彩さい木ぎくん、ずいぶん眠そうだけど、大丈夫かしら？」

「ええ、あと少しくらいならなんとか……先生は？」

「わたしはバッチリ寝て、頭スッキリしてるわ。昨夜ゆうべはごめんね」

「……いえ」

　昨夜はごめんね、は僕ぼくにだけ聞こえる小声だった。

　朝、起きてすぐに謝られてるけど、あらためて──ということだろう。

「拉ら致ちられたのはともかく、今回のことで先生に文句はないですよ。まあ、お酒はもうやめてほしいですけど」

　と、こちらも小声で返しておく。

「わ、わかってるわ。でも、飲んじゃったのは本当にわざとじゃないわよ？」

「僕も、それはわかってます」

　着替えをやらせたのは、その場の勢いだったんだろう。

　正直、美お味いしい思いをしたと言えなくもないし……本当に文句はない。

「では、新たな問題に立ち向かいましょう。ここよ」

　真香先生が立ち止まったのは、生徒指導室でも英語科準備室でもなく、二階にある第二会議室だった。

「あ、彩さいくん。やっほー」

「天あま無なし……と、んん？」

　会議室に入ると、長机の前に天無が座っていて、その隣に大人の女の人がいる。

「彩木くん、こちらは天無さんが所属してる芸能事務所〝ダブルロケット〟のマネージャーさんよ」

　真香先生がそう紹介すると、マネージャーさんとやらは立ち上がって、僕に名刺を差し出してきた。

　この人が天無のマネージャー……天てん真しん爛らん漫まんすぎるタレントに苦労してるんだろうなあ。

　残念ながら僕は名刺を持ってないので、名前だけ言って、真香先生と並んで腰を下ろす。

「彩さい木ぎさん、まずはこれを見ていただきたいんです」

　マネージャーさんは丁てい寧ねいな口調でそう言って、タブレット端末を差し出してきた。

　表示されていたのは──天あま無なしの写真だ。

「あれ？　これって僕ぼくが撮ったやつ……？」

　天無を勉強に集中させるために〝撮影〟という体ていで、撮りまくったときの一枚だ。

　一応、天無にも全部見せて、気に入ったという何枚かを彼女のスマホに送っておいた。

　表示されているのは、僕に抱きつく直前に撮った笑顔の写真だった。

「縫ぬいちゃんが、お気に入りの写真だと私に見せてくれまして。気になったので、知り合いのカメラマンにも見せてみたんです。縫ちゃんのグラビアをいつも撮ってるカメラマンです。そのカメラマンが──これはとてもいい写真だと」

「い、いい写真？　スマホで適当に撮った写真ですよ？」

「最近は、プロでもスマホで撮影することはありますよ。カメラマンは冗談ではなく、この写真はグラビアに載せてもいいレベルだと言ってます。うちの事務所としても同意見なんですよ」

「は、はぁ……」

　なに、なんなの？　この写真の権利を売ってくれとか、そんな話？

「実はうちで、前々から企画があったんです。縫ちゃんは水着グラビアがメインですが、せっかくの現役女子高生。砂浜やプールでの撮影ではなく、学校を舞台にしたグラビアを撮ってみてはどうかと」

「そういうの、既に山ほどあるんじゃないですか？」

「もちろん、ありすぎるほどです。ただ、縫ちゃんは明るいイメージなので屋外での撮影ばかりでしたが、それは我々の先入観だったのではと。まあ、要するにイメージチェンジを狙うわけです」

　学校で撮影した程度で、どのくらいイメージが変わるかは怪しいもんだけど。

　ただ、プロの人たちが考えたことなら、素人しろうとがどうこう言うことでもない。

「……ん？　話はわかりましたけど、なんで僕が呼ばれたんです？　そもそも、どうして先生まで同席して、校内で話を──って、え？　まさか、聖せい華か台だいで撮影しようって言うんですか？」

「もちろんそういう話だよ、彩さいくん。テストも終わったんで、うちの事務所が学校に話を持ち込んできてＯＫが出たってわけだよ」

「話通るの早いね、うちの学校……」

　校内で撮影するとなると、理事長とかの許可もいるんじゃないだろうか。

「許可が下りたついで……と言ってはなんですが、彩木さんにも撮影にご協力願いたいと思いまして。アルバイトということで、報ほう酬しゆうもお出しします。いかがでしょうか？」

「いかがでしょうか……って」

　僕ぼくは、さっきから黙ったままの真ま香か先生のほうをちらりと見る。

「学校としては問題ありません。うちはアルバイトは許可さえ取ればＯＫですし。あとは、彩さい木ぎくん、あなたの意思次第よ。もちろん、断ってもかまわないわ」

「そ、そう言われても……グラビアの撮影なんてやったこともないですし」

「やったことあったらびっくりだよ。彩さいくんの〝はじめて〟はあたしがもらう！」

「グラビア撮影の話だよね……？」

「もっちろん。彩くんは難しいこと考えなくていいの。ただ、撮影に付き合って、ちょこちょこっと写真撮ってくれるだけで。大丈夫、あたしだって特になにも考えてない！」

「あなたは少し考えなさい！」

　おお、マネージャーさん、意外に鋭いツッコミだ。

「縫ぬいちゃん、あなたも必死にならなきゃいけない正念場なのよ。わかってるの？」

「うっ、わ、わかってますよ……でも、こういうのがあたしのキャラじゃん」

「…………？」

　なんだろうな、今のやり取り。正しよう念ねん場ば？

　天あま無なしは中間テストという正念場をくぐり抜けたところだけど、また試練が待ち構えてるの？

　さっきからほとんど話さない真香先生も不気味だし……。

　しかし、本当に僕には平へい穏おんな放課後がやってこないな。

　怠惰な猫のような妹の世話だけ焼いてた頃が懐なつかしいよ。







　翌日の放課後──

「旧校舎？　そんなものあったの？」

「ねー、あたしも知らんかったよ」

「あなたたち……校内のことに興味なさすぎよ」

　僕は天無縫、それに真香先生と並んで歩いている。

　聖せい華か台だい学院高等部の西側には、職員と来客用の駐車場がある。

　普段、生徒にはほとんど用がない場所だ。

　その駐車場の裏手に〝旧校舎〟なる建物があるらしい。

「旧校舎は陸の孤島に建ってるわけじゃないのよ。一応、いくつかの教室は倉庫としても使ってるみたいね。まあ、わたしも行くのは初めてだけど」

　真香先生に先導されてついて行く。

　駐車場の裏にある短い階段を下りて少し進むと、木造二階建ての建物が見えてきた。

「これはまた、クラシックだなあ」

「だいぶボロいね。今にも崩れちゃいそう。真ま香かティー、本当にここ使うの？」

「他の生徒がいるところで撮影なんてできるわけないでしょう。旧校舎での撮影ってことで学校側も許可したのよ」

　そう、天あま無なしの撮影場所はこの旧校舎。

　放課後も部活や委員会で残ってる生徒が多い校舎で撮影なんかしたら、人だかりができちゃいそうだし、天無も集中できないだろう。

　昨日の今日で撮影開始と、えらく慌ただしいのはカメラマンのスケジュールの都合だそうだ。

「こっちよ。撮影スタッフは先にいらっしゃってるわ」

　真香先生も初めて入るはずの校舎を、ずんずん進んでいく。

　さすが高たか嶺ねの花はなモード、どこへ行くか迷ってオロオロ、なんて醜しゆう態たいはさらさない。

　真香先生は、教員を代表して撮影に立ち合うらしい。

「にしても、真香ティーの監視付きかー。こいつはドッキドキだね！」

「そりゃ、学校側も『どうぞお好きに』とはいかないでしょ」

　天無は冗談めかしてるけど、また微妙に先生に反発してるっぽい。

　ＳＩＤシドの一員として真香先生と対立してるから……でもなさそうに見えるなあ。

　どうも、普通に〝教師に反発する生徒〟みたいな。

　いや、教師への反抗心なんて、程度の差はあっても誰だれでも持ってるけどさ。

「失礼します。ほら、あなたたちも」

　おっと、もう着いたのか。

　真香先生に続いて、一階の教室の一つに入る。

　先生が言ったとおり、既に撮影スタッフは集まっていた。

　カメラマンに助手、それによくわからない人たちが三人ほどいる。

　ちょっと意外なことに、スタッフは全員女の人だ。

　みんな忙しそうに機材のチェックなんかをしてる。

　昨日のマネージャーさんもいるが、こちらは暇そうだ。

「へー、意外と人数少ないんだね」

「あたしの撮影は、いつもこんなもんかな。今時はグラビアも予算キツいらしいよ！」

「そんな嬉うれしそうに言われても……」

　と、マネージャーさんが天無に手招きして、教室の外へ連れ出してしまった。

「ああ、着替えか。あの格好じゃ撮れないよね」

「当たり前でしょう。さすがに、うちの制服を使ってグラビアを撮られたら困るわ」

「……ですよね」

　真ま香か先生のツッコミに頷うなずいておく。

「旧校舎の使用許可を出すだけでも大サービスよ。映画やドラマの撮影なら校舎を貸すこともあるでしょうけど、グラビア撮影に協力するなんて珍しいわ」

「うちの学校、妙に天あま無なしに協力的なんですよね。天無って聖せい華か台だいの広告塔になってるんですかね？」

「微妙なところね。天無さんのタレント活動では聖華台の名前は出してないはずよ。実は、わたしも不思議だわ。こういう案件を判断するのは教頭先生だけど、お堅い人なのに」

「グラビアは青少年に悪影響を与えるって考えてそうなタイプですね」

　さすがの僕ぼくも、教頭先生に呼び出されたことはない。

　けど、校内の風紀にうるさいって話はよく聞く。

　この前、僕と真香先生の怪しい噂うわさが流れたときも、手を打つのが一歩遅かったら、教頭先生が出で張ばってきただろうなあ。

「まあ、学校経営も厳しい時代だもの。教頭より上の偉い人たちが試行錯誤してるんでしょう」

「…………？」

　今日の先生、ちょっとご機き嫌げん斜めっぽい？

　ただの高たか嶺ねの花はなモード……なんだろうか？

　敵対してる天無の撮影に僕が協力するのがお気に召さないんだろうか。

　でも、ああやって大人から正式にオファー出されたら断りにくかったし……。

「……真香先生、もしかして怒ってます？　その、このお手伝いのことで？」

「怒ってるわ」

「…………」

「もしもできるなら、『これは三分前のわたしの分！』『これは二分前のわたしの分！』『そしてこれは一分前のわたしの怒りよ！』と彩さい木ぎくんのボディに叩たたき込み続けたいくらいだわ」

「分ふん刻きざみで殴りたいほどの怒りが発生してるんですか？」

　う、うおお……天無に協力しているというだけで、このお怒り。

　いや、僕と真香先生はあくまで偽の恋人関係。

　他の女の子のお手伝いをした程度で、そう怒られる筋合いもない……はず。

「お待たせしましたーっ！」

　無駄に明るい声とともに、天無が教室に入ってきた。

　しまった、まだ話の途中だったのに、えらいところで切られた。

　その天無は、サッカーのベンチコートみたいなものを着てる。

　髪型はあまり変わってないが、少しメイクしてるみたいだ。

　元から大きな目が、よりぱっちりしてて、口紅も差してる。

　そういえば天あま無なしって、普段はほとんど化け粧しようしてないなあ。

　化粧しなくても天然で可愛かわいい──っと、真ま香か先生の隣でそんなこと考えてるのは怖い。

　先生、たまに人の心を読んでるんじゃないかってくらい鋭いからな。

「……それで、僕ぼくはなにをすればいいんだろう？」

「あっ、あたしが教えてあげる！」

　嬉うれしそうに、天無が駆け寄ってくる。

「これ、撮影用のスマホ。えぐいくらいカメラ機能にステ振りしたヤツだから、ばっちり綺き麗れいに撮れるよ。彩さいくんは、これで思いのままにあたしを撮ってくれればいいから」

「ホントに撮るの？　いや、撮るのはカメラマンさんでしょ？」

「もちろん、基本的にはカメラマンさんが撮ってくれるけど、今回は〝彩さい木ぎくんに撮られてるあたし〟の撮影がコンセプトだから」

「ややこしいシチュエーションだね……」

「グラビアじゃ見せたことない、あたしの恥ずかしいところ……彩くんなら、撮っていいよ？　天無縫ぬいの新境地、開拓しちゃう……？」

「普通、口く説どくのはカメラマンのほうじゃないかな……」

　わざとらしく、恥ずかしがりながら上目遣いとか、あざといぞ。

　なんで、被写体のほうがカメラマンをノセようとしてるんだ。

「大丈夫なのかな、この撮影。めっちゃ不安になってきたんだけど」

「あはは、大丈夫、大丈夫。カメラマンさんも面白がってるから。いつも同じような撮影ばかりで、ぶっちゃけ飽きてるんだって！」

「最近ぶっちゃける人をしょっちゅう見るなあ。ホントに僕は素人しろうとだからね？　あんまりスマホのカメラも使わないくらいだよ？」

　両親への近況報告メールの添てん付ぷ用に美み春はるを撮ったり、くーと散歩したときに猫を撮ったりする程度なんだよね。

「──彩くん、これはお仕事だよ」

「え？」

　急に、天無の声が真面目なトーンに。

「強引に巻き込んじゃったけど、やるからには真剣に撮ってほしい。本当に難しいことは考えなくていいよ。彩くんが良いと思えるあたしを撮って」

「……わかった」

　あまり多くを期待されても困る。そう言いたかったけど、言える雰囲気じゃない。

　確かにあれよあれよという間に、撮影することになっちゃったのは事実。

　でも、やると決まったからには、いい加減なことはできない。

　僕ぼくは嘘うそは嫌いだけど、いい加減なことをするのも好きじゃない。

　それは、ある種の裏切りだから。

　天あま無なしは常にのんびりマイペースに見えて、仕事に対しては真剣なんだろう。

　だったら、僕も天無を裏切るようなマネはするべきじゃない。

「よーし、んじゃ始めよっか」

「…………っ！」

　天無は着ていたベンチコートをするりと脱いだ。

　本当にもう、当たり前みたいに、全然照れもためらいもなく。

「……す、凄すごい水着ね、天無さん」

　ツッコミを入れたのは真ま香か先生だった。

　そのとおり、それはもう〝凄い水着〟だった。

　白を基調としていて、清せい楚そな色……なんて言ってもいいかもしれない。

　でも、なんというか、ビキニになっているそれのブラは、布の面積が小さい。

　天無の大きすぎる胸の谷間はもちろん、横や下の部分が見えすぎだよね……。

　しかも、色やデザインのせいか、下着みたいにも見えてしまう。

「そう？　これくらい、最近じゃおとなしいほうだよ。んじゃ、彩さいくん、撮って撮って」

　天無は、さっそく近くの椅い子すに座って、その小さな水着に包まれた巨乳を机上にどーんと置いた。

　旧校舎といっても、教室に置かれてる机は僕らが普段使ってるものと大差ない。

　その見慣れた机に、見慣れない姿のクラスメイトが胸を載せてる……。

　なにこれ、なんなの、この頭の悪いシチュエーションは……！

　い、いや、待て。天無に言われたとおり、これは仕事なんだ。

「じゃ、じゃあ撮るよ。いいよね、天無？」

「〝縫ぬい〟って呼んで。恋人っぽい感じで。仕事、仕事のためだよ。教室で恋人に甘えるってシチュで撮ってみようよ」

「ぬ……ぬ、縫……と、撮るよ……」

　僕はスマホを構えて、天無あらため縫を撮影する。

　さすがグラビアアイドル、撮られ慣れてるというか。

　僕が二、三枚撮影するごとにポーズや表情をくるっと変えていく。

　笑顔だけでも常にくるくるパターンが変わって、首を傾かしげたり、おっぱいを机に押しつけて変形させたりと、ポーズもめっちゃ多彩だ。

「ほらほら、ちゃんと可愛かわいくエロく撮ってね♡」

「ちょっ、近っ……」

　縫が立って歩いてきて、構えたスマホが縫の身体からだにぶつかりそうなくらい近くに。

　凶悪なまでの胸の谷間が、手で触れられそうな位置にある……！

「ていうか、こんなに近づいたら僕ぼくも写っちゃうでしょ！」

　ちらっと横を見ると、カメラマンさんはバシバシ撮りまくってる。

「ああ、大丈夫。たいていのことはＣＧ処理でなんとかなるから。それに、彩さいくんの写真だって使われるかもしれないんだよ？」

「へ、へぇ……ＣＧって万能感あるね……」

　アホみたいな返ししかできなかった。

　まともに受け答えできないのは、胸の谷間が凄すごすぎるのと──もう一つ、理由がある。

「言っておきますが……あまり過激なのはＮＧですからね。学校のほうでも掲けい載さいする写真のチェックはさせていただきますから」

　離れたところから、そんな声が聞こえてきた。

　当然、声の主は我が聖せい華か台だいが誇る高たか嶺ねの花はなさんだ。

　なんというか──圧が凄い。

　真ま香か先生がいる位置から、ゴゴゴゴゴと擬音が聞こえそうな圧力が放たれてくる。

　写真にも、どす黒いなにかが写り込むんじゃないか？

「あれ？　彩くん、手が震えてるよ。そんな緊張しなくても大丈夫、大丈夫」

　違う、違うんだよ、縫ぬい。

　これは緊張じゃなくて恐怖なんだ。

　僕は今初めて、本気の殺意というものにさらされているのかもしれない。

「さー、どんどん行くよ。こんなのもどう？」

　縫はお行ぎよう儀ぎ悪く机の上に乗り、お尻をこちらに向けてきた。

　小ぶりながら形がよくて、ぷるんと柔らかそうなお尻を目にして、つい撮影ボタンをタップしてしまう。

「あたしが乳だけの女と思ったら大間違い！　お尻もけっこう自信あるんだー」

　うん、確かにいいお尻だと思う……でも、僕にそう思わせてしまうと、僕に命の危機が降りかかるんだ！

　こちらの思惑など気づかず、縫は次々とポーズを変え、場所を変えていく。

　床に四よつん這ばいになって、胸の谷間を強調するポーズを取ったり。

　かと思えば、窓際のカーテンにあえて隠れて、片方の胸だけを見せたり。

　次々と新しい天あま無なし縫が現れ、僕はすべてを写真に収めていく。

「じゃあ、休きゆう憩けいにしましょう！」

　──三十分ほどもそうしていただろうか。

　黙って撮っていたカメラマンさんが休憩を宣言して、ようやく僕も解放される。

「はー……」

「お疲れ様です。スマホのバッテリーはまだ大丈夫ですか？」

「ああ、全然大丈夫かと」

　声をかけてきたマネージャーさんの手には、僕ぼくが持ってるのと同じスマホがあった。

　今時はメモリーはそう簡単にはなくならないけど、バッテリーの消しよう耗もうは激しいから、予備が用意されてるんだろう。

　ちゃんとした予算がついて、やってる仕事なんだよなあ、これ。

「……ところでマネージャーさん。縫ぬい──じゃない、天あま無なしはアイドルでしょ？　僕みたいな同級生の男が周りをウロウロしてたらまずいのでは？」

「望ましくはないですが、グラビアアイドルは歌って踊れるアイドルのように異性関係が問題になることは少ないです。そもそも、恋愛禁止をうたってるわけではありません」

　なるほど、確かにグラビアアイドルのスキャンダルはあまり聞かない。

　不ふ倫りんとかなら話は別だろうが、僕も天無も幸い配偶者はいない。

「あ、失礼」

　マネージャーさんはカメラマンに呼ばれて、行ってしまう。

　さて、僕は──監視の先生には近づかないようにしておこう。

「彩さいくん、彩くん、なかなかいい調子だよ！　こいつは最高のグラビアになるぜ！」

「そりゃーよかった……」

「まだ衣装チェンジも二回あるし、外でも撮るんだって。木造校舎は雰囲気あるし、いいかもしんないね。旧校舎の周りから出ちゃダメみたいだけど」

「だろうね。そんな格好で他の生徒の前に出たら、大騒ぎになるよ」

「騒がせてぇーっ！」

　本気でそう願ってるっぽい天無だった。

「テストの結果は期待したほどじゃなかったけど、こっちならバッチリ！　彩くん、惚ほれ直すなよ！」

「いつから惚れてる設定になったの……」

　そうか、妙に張り切ってると思ったら。

　テストで無様な結果──になったと本人は思い込んでる。

　だから、この撮影に僕を巻き込んで、いいところを見せようと張り切ってるわけか。

　天無らしい、ストレートすぎるくらいのやり方だなあ。

「今日は胸もいい感じだしね！　日によって微妙に違ったりするんだよ。水着がいいのかなあ。見て見て、この張りとツヤ！」

「さっきたっぷり見たから……いや、ことさらにじっくり見たわけじゃなくて！」

　殺意のオーラが背中に突き刺さってくるので、とっさに言い訳。

　今夜あたり、彩さい木ぎ家は初めての暗殺者を迎えるかもしれない。

「天あま無なし、休きゆう憩けい中はさっきのコートを着ておけば──」

「えっ、中等部ですか!?　それは……どうでしょう？」

　カメラマンと話していたマネージャーさんが、唐突に驚いた声を出した。

　中等部って、うちの中等部のことだろうか？

「ん？　あの人たち、なんの話をしてるのかな？」

「うっ、中等部って……まさかだよね……？」

　天無は、なにやら動どう揺ようしてるみたいだ。

「あのカメラマンさん……思いつきで撮影場所を変えることで有名なんだよ」

「へえ、中等部の校舎を使いたいとか？　学校が許可するかなあ」

　少なくとも「はいどうぞ」とすぐにＯＫが出るとは思えない。

「もし中等部の生徒に見られたらヤバいしね。天無の水着姿はＲ15だよね」

「年齢制限なんかないよ！　彩さいくんはあたしのおっぱいに文句でも!?」

　天無は、僕ぼくに見せつけるように突き出していた胸を、さらにこっちに近づけてくる。

　ああ、ちょっと動いただけで胸がぷるんぷるん揺れて──って、あれ？

　なんか、水着のヒモが妙にぴーんと張り詰めてるような──

「きゃうっ!?」

　と、僕がヒモをよく見ようと思わず顔を近づけた瞬間。
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　ばちんっ、と水着のブラが弾はじけ飛とび──天あま無なしが悲鳴を上げた。

　ぶるるるんと派手に揺れながら、巨大な二つの果実が飛び出してくる。

「にょわーっ!?　さっ、彩さいくん、見ちゃダメっ！」

　天無は、大慌てで飛び出してしまった二つの胸を手で覆おおい隠す。

　とはいえ、隠れるまでのタイムラグの間に──うん、見えた。見えちゃったよ。

「ぐぬぬ……し、しまった……手ブラなんてしたことなかったのに。あたしの初めての手ブラ、彩くんに奪われちゃった……」

「奪ってない、奪ってない」

　手ブラをどうやって奪えというんだ。

　水着のサイズが合ってなかったんじゃないのか？

　ていうか、さすがはカメラマン、恥ずかしそうに手ブラをする天無を、ぱしゃぱしゃと撮りまくってる。

「……こんなシャッターチャンスを逃すわけないよね」

「むむむ……ああ、いいさ、撮るなら撮って！　あたしもグラビアアイドルの端くれ、これくらい平気さ！」

「ちょ、ちょっと天無！　本気なの!?　それはさすがに過激なんじゃ──」

「あたしはこの仕事、本気なの！　覚悟もなしにやってると思わないで！　彩くんだけはそんな甘っちょろいこと言わないで！」

「えええ……」

　そりゃ、天無が本気なのはもうわかったけど。

　目がなんか……本気というより、〝必死〟だ。

　こんな天無、教室で居眠りしてる姿からは想像もつかない。

「……でも、今見たの、忘れてね？　さすがのあたしも、生おっぱいは恥ずかしい……」

「…………努力する」

　そう簡単に忘れられるもんじゃないけど、こう言っておくしかない。

　それはそれとして──

　クラスメイトのおっぱいを生で目撃するという、衝撃イベントが起きたわけなんだけど。

「彩さい木ぎくんのメモリーを消去しないとね……」

　ぼそっとした声が、たぶん僕ぼくにだけ聞こえていた。

　これは間違いなく──〝教育〟が待ってるな。







　この日の撮影は、中止になってしまった。

　別に、おっぱいぼろーんが理由じゃない。

　急に天気が悪くなって外での撮影ができなくなった上に、持ち込んだ衣装が他の撮影用のものになっていたミスのせいだ。

　一応、予備日があるらしいので、問題はないようだ。

　マネージャーさんによると、バイト代はきっちり二日分が支払われるらしい。

　まあ、それならいいかな……僕ぼくもお金はあって困らないし。

　妹の課金に使われちゃうとしても。

　撮影のあと、小雨の降る中を一人で帰宅。

　真ま香か先生は、マネージャーさんと話があるとかで校舎に戻っていったので、様子をうかがうこともできなかった。

「大丈夫かな……」

　ハンパに時間を置くと、余計にまずいことが起こりそうだ。

　帰宅するまでの間、真香先生にはどんな教育をするか、たっぷりと考える時間がある。

「お兄ちゃん、大丈夫かなってなにが？」

「ああ、なんでもないよ」

　キッチンで牛乳を飲みながら、いつものごとくソファに転がっている美み春はるに答える。

　妹はとっくに帰宅してたみたいなのに、まだ制服姿のままだ。

「そういえば、お兄ちゃん、旧校舎のほうに行ってたみたいだけど、なにしてたん？」

「……ちょっとね」

　もう突っ込むのも面倒だが、僕の移動先をがっちりキャッチしてるぞ、この妹……。

　それはともかく、天あま無なしの撮影に付き合っていたことを説明する。

「……ふむ。グラビアアイドルの撮影か。夢があんね」

「夢……あるかなあ。まあ、金を払ってでも参加したい人は多いだろうけど」

「よし、お兄ちゃん」

　不意に、美春が勢いをつけて立ち上がった。

　おお、うちの妹が機き敏びんに動くところなんて、相当レアだぞ。

「一緒にお風呂入ろうか」

「ん？　珍しいね。ここ一年くらいは、そんなこと言わなかったのに」

「たまにはいいっしょ。ていうか、一ミリも動じないのが、ちょっとムカッ」

　美春は、なにやらぼそぼそ言って、リビングを出て行った。

　まあ、雨でちょっと濡ぬれたし、ちょうどいいか。

　浴よく槽そうにお湯を張ってから、美春に声をかけ、自室で着替えを取って風呂場に向かう。

　脱衣場に入ると、美春が制服のブレザーを脱いで、スカートに手をかけたところだった。

「ああ、こんなとこに脱ぎ散らかしちゃダメだろ。部屋で制服脱いでくればいいのに」

　僕は美春のブレザーを拾い、床に落としたスカートもついでに拾って、近くの物干しに引っかけておく。

「面倒くさい。どこで脱いでも、いつの間にか美み春はるのお部屋にちゃんと戻ってくるし」

「小人さんがやってるんじゃないからね？」

　美春のブラジャーやパンツが廊ろう下かに転がってるのも、まったく珍しくない。

　お年頃なんだから、もう少し慎みを持ってもらいたいものだ。

「んっ……」

　美春は、制服の下に着ていたパーカーを鬱うつ陶とうしそうに脱ぐ。

　高等部に進学したばかりの一年生のくせに、指定のブラウスすら着てないんだよね。

　着崩すにもほどがある。上級生から呼び出しをくらってないといいけど。

「それにしても……美春もそろそろ普通のブラをつけたら？」

　美春はブラジャーをつけ始めた中等部一年の頃から一貫してスポーツブラだ。

　今も、地味なグレイのスポーツブラが淡いふくらみを覆おおってる。

「やーだよ。普通のはつけるのめんどいし、邪魔くさい。スポブラがいっちゃん楽なんだもん。どうせ、おっぱいちっちゃいしね」

「大きさが関係あるの……って、見せなくていいよ」

　美春は無む造ぞう作さにスポブラをぺろんとめくって、おっぱいを見せつけてる。

　今日見ちゃった天あま無なしの胸とは比べものにならない、悲しいほどの貧乳。

　なだらかに曲線を描いた胸と、そのてっぺんにあるさくらんぼみたいな突起。

「でも、形は悪くないよね。乳首も綺き麗れいな色してるし」

「妹のおっぱいの批ひ評ひようとか、正気の人間がすることじゃないよね」

　そうかもしれない。でも、もう見慣れてるし。

　美春が中等部に進学した頃、胸がふくらみ始めたときはちょっと衝撃だった。

　よく知ってるはずの妹が別の生き物になりつつある──そんな風に感じたのかも。

　三年が過ぎた今も、大きさはあの頃からあまり変わってないが。

「はー、さっさと入ろ、入ろ。今日は楽できるわー」

　美春はスポブラを脱ぎ、パンツもするっと脱いで風呂場に入っていった。

　放り出された妹の下着をカゴに放り込んでから、自分も裸になって風呂場へ。

「考えてみれば、美春はおっぱいちっちゃいけど、お兄ちゃんは全体にちっちゃいよね」

「うるさいよ。ほら、髪を洗うから座って」

「はいはーい」

　適当に返事して椅い子すに座った美春の後ろに立ち、彼女の長い黒髪を洗い始める。

　妹の髪はちょっとクセがあって、上う手まく洗うのにコツがいる。

　そのコツを本人よりよく知ってるのが僕ぼくだろう。

　なにしろ、美春が物心ついた頃から、一年ほど前まで毎日風呂に入れてたんだから。

「はー、気持ちいい。やっぱ、お兄ちゃんに洗ってもらうのが楽だわー。人間、一つくらいは取とり柄えがあるもんだね」

「妹の髪を洗うだけが取り柄なのか、僕ぼく……」

　いろんな意味で終わってるじゃん。

　美み春はるの顔も身体からだも洗ってやって、ぴかぴかになった妹をバスタブに投入。

　同じように自分の全身も洗ってから、お湯につかる。

「ふー……さすがに二人で入るのも窮きゆう屈くつになってきたね」

「そう？　美春は別に大丈夫だけど。お兄ちゃん、太っちゃダメだからね」

　美春は、僕の前で脚あしの上に座るような体勢だ。

　すべすべの背中が僕の胸にぴったりとくっついてる。

　妹は太るどころかスレンダーすぎるくらいなので、心配なのは僕のほうか。

「ところで、なんで急にお風呂？」

「いいか、お兄ちゃん。縫ぬいちゃん先輩の爆ばく裂れつおっぱいを山ほど見てきたんだろうけど、一つ言っておく。あんな巨乳はめったにないから。あんなの見慣れちゃったら、今後のお兄ちゃんの女性観が歪ゆがんじゃう。妹としての思いやりで、現実を──美春のちっぱいを見せてあげたの」

「美春の胸がリアルな現実なのか……」
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　さっき洗ったときに触ったけど、意外にぷにぷにと柔らかかった。

　もちろん、天あま無なしの胸は全然違う感触なんだろう。あっちは触る予定はないけど。

「あー、でもお兄ちゃんみたいな素人しろうとを撮影に投入するなんて。やっぱ、縫ぬいちゃん先輩、変化球を放るつもりなんかなー」

「え？　やっぱって、なに？　美み春はる、天無のことなにか知ってるの？」

　僕ぼくが質問すると、美春はぐいっと身体からだを回して向き合ってきた。

　現実ちっぱいがすぐ目の前に。

　もちろん、妹のおっぱいで興奮するような不ぶ作さ法ほうなマネはしない。

「縫ちゃん先輩、中等部の頃からグラビアやってて、高等部に上がってから水着グラビアも始めて最初はどーんと人気出たけど、ここ何ヶ月かは微妙みたい」

「微妙？　漫画雑誌のグラビアとかやってるよね？」

「ネットでそんな話をいくつか見つけたんだよ。天無縫はめっちゃ可愛かわいいしエロいけど、不思議と見たはしから忘れる、みたいな」

「一部の人が言ってるだけじゃないの？」

　ネットでの話を鵜う呑のみにするのは危険だ。

　僕なんかは、〝いかにもそれらしい〟みたいな話は疑ってかかることにしてる。

「巻頭グラビアから巻末グラビアに追いやられたりしてるみたいだよ。仕事量も減ってるみたいだし。なんか、歌って踊れるアイドルへの転身で逆転を狙ってる──みたいな話も〝事情通〟から出てるとか」

「胡う散さん臭くさい話だなあ……」

　誰だれだよ、その事情通。本当に存在してるの？

「美春だって、怪しい話だとは思うけどさ。縫ちゃん先輩、人気があるにはあるんだよ。ただ、ブレイクするには物足りない、ってことじゃない？」

「ブレイクか……」

　あー、マネージャーさんが正しよう念ねん場ばがどうとか言ってたな。

　事務所のほうでも、今の天無の人気に満足してないのかも……。

「まあでも、お兄ちゃんには縫ちゃん先輩のこと、なんとかしてやってほしいけどね」

「それって……ＳＩＤシドの仲間として？」

「ＳＩＤのみんなはライバルだけど、美春はみんな嫌いじゃないんだよ。みんな、それぞれ理由は違っても、同じ気持ちを持ってるわけだしね」

「…………」

　自宅で美春がＳＩＤのことをまともに話したのは、これが初めてかも。

　理由は違っても──か。

　なんでＳＩＤの女の子たちが僕なんかを好きなのか、未いまだに知らない。

　目の前にいる、この怠惰で世話の焼ける妹にも理由があるのか。

　まさか、本当に〝スイーツを買ってくれるから好き〟じゃないだろう。

　それに、天あま無なし縫ぬいにだって──

　僕ぼくはもうちょっと、そのあたりのことを考えるべきなのかもしれない。

　勇気を振り絞って告白してくれた女の子のために。







　お風呂上がりに、僕はマンション向かいのギャラマにやってきた。

　何年か前、「ギャラギャラ～ギャ～ラ～、ギャラクシ～♪　宇宙で一番～♪」という、のんきなテーマソングで有名になったコンビニだ。

　あの曲、最近は流れてないけど、頭にこびりついてるんだよなあ。

　なんてことを考えながら、コンビニスイーツを適当にカゴに放り込む。

「妹のおっぱいをサービスしてあげたんだから、兄もサービスするべき」

　という美み春はるの主張で、買い出しにくるハメになったのだ。

　妹におっぱいを見せてもらい、そのお礼にスイーツを買う兄……なんだその構図。

　そもそも洗ってあげたんだから、サービスしたのは僕じゃないか？

　まあ、重要なことに気づけたから、意義のある風呂だったと思うことにしよう。

「あれ？」

　マンションに戻って、廊ろう下かを歩いていると、我が家のドアの前に人が立っていた。

　というか、真ま香か先生だった。

　スーツ姿なところを見ると、まだ帰宅したばかりなのかも。

「ど、どうかしら？　まだイケるかしら……？　そうよね、たった七歳とはいえ、年齢差はちょっと気になるところだし……」

　真香先生は、ドアの前でぶつぶつ言ってる。

　スマホを手に持っていて、自分に向けて構えてる。

　ピースしたり、片かた脚あしを上げて変なポーズを撮ったり、ばちーんとウィンクしたり。

　なんだ、あれ……通報したほうがいいのかな……？

「あ、この表情、イケてるわね。つ、ついでだから一枚撮っておきましょう」

「…………」

　ぱしゃっ、とシャッター音が響くのと同時に、僕は真香先生の横に並んで顔を寄せた。

「わっ……！　さ、彩さい木ぎくん!?」

　インカメラで自撮りしていた真香先生の写真に、ばっちり入り込む僕。

　真香先生は、バネ仕掛けみたいにびょーんと横に跳んで、僕から逃れた。

「ど、どうしてここに!?」

「どうもこうも。ここ、僕ぼくん家ちの前じゃないですか」

「そ、そうだったわね。ああ、コンビニに出かけてたの。夜遊びなんかしてたら、補ほ導どうしなくちゃいけないとこだったわ。補導したら、お説教って名めい目もくで一日中彩さい木ぎくんを独占できるのよね。夢があるわ」

「……先生のドリームはともかく、なにをしてたんです？」

「少し話をしたくて……い、いいから、こっちに」

　真ま香か先生は、ぱっと僕の手を掴つかむと自分の家の中へと入っていった。

　いつものごとく綺き麗れいに整せい頓とんされたリビングに通され、ソファに座らされる。

　真香先生も、その隣にふわりと腰を下ろした。

「それで……彩木くん、さっきのことなんだけど」

「大丈夫ですよ、先生がちょっと挙きよ動どう不ふ審しんなくらい、もう慣れましたから」

「あ、彩木くんが〝反抗モード〟だわ。可愛かわいくな……いえ、可愛いわね」

「先生も僕にだいぶ慣れすぎですよね……」

　初等部でも中等部でも、僕の小生意気な態度に教師陣が慣れたのは卒業も間近な頃だった。

　出会って一年ちょいの真香先生が、既にすっかり馴な染じんだのは早すぎるくらいだ。

「それで、なんで挙動不審に？　天あま無なしのマネージャーさんとなにか？」

「いつになく追及が厳しいわね。実は、その……ス、スカウトされたわ……」

「スカウトって……もしかしてグラビアにですか!?」

　あのマネージャーさん、フットワーク軽いな！

　まさか現役の教師を芸能事務所にスカウトするとは……。

「水着グラビアが嫌なら、清純派でもいいとまで言われたわ」

「せ、清純派？」

「二十四で清純派と言われても。確かに純じゆん潔けつは守っているけれど」

「そんなこと言わなくていいです！」

　前々から処女性を匂わしてたけど、断言しないでほしい。

「それで、その気になって自撮りなんかして、自分がどこまでイケてるか確かめてたわけですか？」

「そ、その気にはなってないわ！　言っておくけど、本当に芸能界デビューなんかには興味ないわよ。ただ、今日みたいにグラドルにデレデレしてる彩木くんを見てると、わたしも芸能界で通じるレベルにならなきゃいけないかなと思って」

「…………」

　通じる通じる、余裕で通じますよ。

　清純派で売り出すことだって、不可能じゃないはずだ。

　正直、ＴＶで見かける美人女優さんたちより綺き麗れいだもんなあ、真ま香か先生。

「おまけに、高たか嶺ねの花はなモードで培つちかってきた演技力もあるわけだし……」

「なんのおまけなのか知らないけど、褒ほめてくれてるのはわかるわ。まあ、わたしは褒められてばかりの人生だけどね」

「非の打ち所がないですもんね。その本性を除けば」

「人を性しよう悪わるみたいに言わないでくれる？　もうっ、たまに可愛かわいくないんだから」

「わーっ」

　真香先生は僕ぼくの頭を掴つかんで、髪をくしゃくしゃにする。

　どちらかというと、髪クシャは男が女の子にすることじゃないだろうか。

「それで、先生。清純派で売り出すんですか？」

「ちゃんと断ったわよ。安心して、わたしは彩さい木ぎくんだけの真香先生よ？」

「……偽の恋人関係ですけどね」

「その設定、引っ張るわね」

「先生が決めた設定でしょ！」

　果たしてＳＩＤシドへの牽けん制せいになってるのか、効果は怪しいもんだし。

「それにしても……先生がマネージャーさんに呼ばれたの、再撮影の話かと思ったら、まさかそんな展開になってたとは」

　疑うたぐり深ぶかい僕でも予想できなかったなあ。

「ああ、その話もあったわ。カメラマンさんが、高等部に来る途中で見かけた中等部の建物を気に入ったそうよ。是非、あの校舎を使わせてほしいって」

「あー、天あま無なしもそうじゃないかって言ってました。中等部の校舎は変にオシャレな感じですもんね」

　旧校舎とは真ま逆ぎやくの新しい建物──僕が進学するほんの数年前に建て替えられたばかりなんだよね。

　耐震性に問題があったとかで、急きゆう遽きよ建て替えられたらしい。

　僕としては、ぴかぴかの校舎に通えてラッキーだった。

「中等部に問い合わせしてみたら、日曜なら可能らしいわ。またわたしが立ち合うことになるけど、乗りかかった船だし、仕方ないわね」

「休日出勤、ご苦労様です。中等部か、なつかしい……というほどでもないかな」

　なにしろ高等部から近いんで、普段から見かけてるし。

「あまりいい思い出があるとは言えませんしね」

「当時は、今以上に教師に反抗的で生意気な彩木くんだったものね」

「え？　真香先生は、僕の中等部時代は知らないでしょ？」

　真香先生が聖せい華か台だいの職員になったのは一年ほど前のはず。

「その気になれば、受け持ちクラスの子の過去くらい調べられるわよ。うちはエスカレーター式なんだしね」

　なるほど、そりゃそうだ。僕ぼくの過去の悪行も全部筒抜けか……。

　そういえば、天あま無なしも中等部での撮影は嫌がってたみたいにも見えた。

　中等部に嫌な思い出でもあるのかな？

　というか、天無も中等部からの内部進学だったっけ……？

　外部からの編入試験は難しいっていうから、その可能性は高いか。

「話はこの二つで終わり──と言いたいところだけど、わかってるわね、彩さい木ぎくん？」

「や、やだなあ、そんな教師みたいな話の振り方……」

　不敵に笑ってる真ま香か先生から、微妙に距離を取ってみる。

「今日は役得だったわね、彩木くん。まさかクラスメイトでグラビアアイドルの胸を生で拝おがんでしまうなんて」

「あ、あれは単なる事故であって、僕が積極的に見に行ったんじゃなくて……」

　やっぱり、この話が来た。真っ先に来なかったのが不思議なくらいだ。

　これからここで、真香先生の教育が始まる──

　いや、今回の場合は〝上書き〟というべきだろうか。

　なにしろ、動画で手ブラを見ただけで真香先生みずから身体からだを張って、手ブラを見せてきたくらいだから……。

　生で女の子の胸を見ちゃった事件の上書きとなると──ど、どこまで過激に？

「さあ、彩木くん──」

　真香先生は真ま顔がおになり、ソファに座ったままこっちに身を乗り出してきて──

「……キスしなさい」

「は？」

「だから、わたしにキス。これまでは、いつもわたしのほうからだったでしょう？　今日の教育は──君からわたしへのキス、よ」

「…………」

　真香先生は、耳まで真っ赤になって、それでもまっすぐ僕を見つめてる。

　この前は服を脱がせるなんて、とんでもない教育をやらされたけど──

　もしかすると、これは旅館での教育以上の難易度かもしれない。

　とはいえ──

「そ、それでいいんですか？　僕はてっきり、先生も胸をその、いろいろ……」

「……大きさでは天無さんには負けてるわ。それに……今日はそういう気分なの」

　どういう気分なのか、僕にはさっぱりわからないぞ。

　教育という名めい目もくなんだから、自分の気分次第というのもどうかと思うし。

「いいから……キスよ」

「……は、はい……」

　僕ぼくは、ごくりとつばを呑のみ込んでから──ゆっくりと真ま香か先生に顔を近づけていく。

　ちゅっ……と、もう慣れてしまった先生の唇の感触。

　でも、こっちからしたのは本当に初めてで。

　軽くくっつける程度のキスがやっとだった。

「……いいわ。でも、もっと……もっとして。優しく、それから少しずつ……ね？」

「つ、続けるんですか……ちょっとハードな内容ですね、今日は」

「ちょっとじゃないわ。かなりハードでしょ……でも、こうじゃないとダメなの」

「ダメ……？」

　僕はもう一度、先生に軽くキスしてから尋ねる。

「今日は自分からキス……じゃない、体罰をしたら止まれなくなりそうなの」

「…………」

　やっぱり、天あま無なしの生おっぱい目撃が効いてるのか……。

　それとも、もっと根本的な──他の女の子のお願いにがっつり付き合ってるのが受け入れられないのか。たぶん後者。

「ダメよ、彩さい木ぎくん。余計なことは考えちゃ。わたしにキスすることだけ考えなさい」

「……りょ、了解」

　真香先生が僕を惑まどわすようなことを言ったんじゃないか──とは言わなかった。

　そういえば、いつもは〝ちゅー〟とか言うクセに今日は〝キス〟だな。

　これも〝そういう気分〟なのかな。

　僕は、先生に何度もキスしながら。

　先生が、僕の背中に腕を回してきても抵抗しなかった。




　……いや、キスまでですよ？

　それ以上のことはしない──って、担任の先生の自宅に上がり込んでキスしてるだけでもとんでもないことなんだけどさ。





[image: ]

　日曜は、目が痛くなるほど晴れ渡った青空が広がった。

　少し風が強めなくらいで、雨が降ることはなさそうだ。

　五月ももう下旬にさしかかろうとしてる時期。

　本日はいい陽気で、ちょっぴり夏の匂いすら感じるくらいだ。

　僕ぼくは午前九時になつかしの──というほどでもない、中等部の校門をくぐった。

　正確には、部活で登校する生徒用に開放されている裏門だけど。

「むしろ、こっちはほとんど通ったことないな」

　中等部時代も帰宅部だったし、日曜に登校することは皆かい無むだったからね。

　天あま無なしの再撮影は、中等部の本校舎内を使わせてもらえるらしい。

　しかし、本当にうちの学校は気前がいいというか……。

　旧校舎なら百歩譲ゆずっていいとして、普段使ってる教室をグラビア撮影に提供するか？

　中等部まで天無に甘いんだなあ。

「おっはー、彩さい木ぎくーん」

「え？　ああ、おはようございます、恋れん紅く先生」

　ぱたぱたと裏門のほうから、長身の女性が走ってくる。

　黒髪ショートカット、全体にスレンダーで、ファッションモデルみたいだ。

　男物のような大きめのシャツに、膝ひざ丈たけのスカート、さらに白衣を羽は織おってる。

　恋紅ひより先生。高等部の国語教師で、〝ひよりん先生〟なんて呼ばれてる。

　教師嫌いで通ってる僕は、そんな軽いあだ名では呼びづらいが。

　若くてなかなかの美人、校内では真ま香か先生に次ぐ人気者の先生だ。

　ただ、見た目はキリッとしてるのに、中身は妙にぽやーっとしてる。

　国語教師なのに白衣を着てるのは、よく転んで服を汚すからみたいだし。

　左手薬指に結婚指輪っぽいものをはめてるけど、既婚者なのかは誰だれも知らない。

　なんというか、どうにも得え体たいの知れない人だ。

　どうやら、真香先生とは仲が良いらしいが……。

「恋紅先生、なんで中等部に？　しかも日曜なのに」

「あー、天無さんの撮影の立ち合いだよー。この前、風か邪ぜ引いちゃって仕事が遅れてるから出勤したんだけど、急にそっち任されちゃってー」

「え？　真香先生が立ち合うんじゃないんですか？」

　僕より早くにお隣が出かけていく気配はあったのに。

「まかまかは、今日は別の仕事が入っちゃってー。学院長先生のところに、アメリカから来客があるらしいけど、通訳さんが手違いで来られなくなったんだってー」

「それで、真ま香か先生が代わりに通訳するんですか」

　真香先生、アメリカに留学してた経験もあるって聞いたな。

　通訳もできるのか。かっこいい……！

「予定っていうのは、ぽんぽん変わるもんだよー。彩さい木ぎくんも大人になればわかるさー」

「あんまりわかりたくないですね。ただでさえ、人生の予定になかったイベントがぽんぽん起こってるのに」

「そっかー、彩木くんはもう大人の階段昇っちゃったかー」

「…………」

　この人、自分の言い回しに責任持ってるんだろうか……。

　つかみ所がないせいか、教師に反抗的な僕ぼくでも、恋れん紅く先生には逆らいがたい。

　人生について恋紅先生とトークしながら、本校舎へと歩いて行く。

「彩木くん、すとーっぷ」

「ん？　どうかしたんで──あれ、見かけない制服ですね？」

　本校舎の入り口に、女子生徒が立っている。

　聖せい華か台だい学院の中等部の制服は初等部と同じ、セーラータイプだ。

　その女子生徒が着てるのはジャンパースカートというのか、白いブラウスの上に黒いエプロンみたいな服を重ねてる。

　襟えり元もとには赤いリボン、スカートは膝ひざ丈たけ。

　制服としてはよく見かけるタイプだけど、近くにあんな制服の学校あったかな？

「うーし、不審者だったら戦わないとー。さすまたじゃ、さすまたを持てい！」

「戦っちゃダメですよ！　まず事情を聞きましょう、事情を」

　さすが真香先生のお友達……発想が尋常じゃない。

　女子生徒は、僕らの会話が聞こえてないらしく、じっと立ったまま。

　なんだか校舎を睨にらんでるみたいで──ちょっと異様な雰囲気だ。

　彼女の周りだけ、妙に空気が張り詰めて見えるというか。

　赤毛っぽく見えるセミロングの髪と、膝丈スカートが風になびいているのに押さえようともしていない。

「……いえ、ちょっと待ってください。あれ、よく見ると──」

　ジャンパースカートの胸元が、やたらと出っ張ってる。

　その辺の女子中学生では、まずあり得ない大きさだ。いや、高等部でもそうはいない。

　あれだけの大きさを誇る胸の持ち主を、僕は一人だけ知ってる。

「もしかして……？」

「……あ、彩さいくんに……ひよティー？」

　と、不意にその女子生徒──天あま無なし縫ぬいが振り向いた。

「や、やだなあ、いたんなら声をかけてくれたらよかったのに」

「……なにしてたの、天無？」

　ストレートに訊きいてみる。

「あー、いやあ、あはは。久しぶりだなーってカンガイ？に耽ふけっちゃってた」

「感かん慨がいね……」

「そういえば天無ちゃん、この前のテスト、感慨の漢字間違えてたねー」

「うぇっ、そんなところで減点か！　むう、あたしとしたことが！」

　恋れん紅く先生担当の現代文は、天無の自己採点より低めを見積もったほうがいいかな。

「……ん？　久しぶり？　ということは、天無もやっぱり中学も聖せい華か台だいなの？」

「初等部からずっと聖華台だよ！　彩さいくん、知らなかったの!?」

「うーん、あんまり気にしたことなかったなあ」

「彩くんって疑うたぐり深ぶかいくせに、周りを見てるんだか見てないんだかわかんないよね……」

　じとーっと、天無から恨うらみがましい目を向けられる。

　初等部からだと、天無とは十年も同じ学校に通ってきたわけか。

　言われてみれば、昔から天無らしき同級生がいた気もする。

「もー、同じクラスになったことだって何度かあるのに。彩くん、そこまでいくと忘れっぽいというより、お医者さん行かなきゃいけない症状だよ！」

「……あー、ごめん」

　忘れられてるっていうのは、気分よくないよね。

「ま、いいや。これからは忘れられないよね！」

「忘れようがないかな……」

　なにしろ、正面からがっつり告こくられて、おまけに生で胸まで見せられたんだ。

　さすがに数年は記憶が維持されることだろう。

「ところで、その格好はなに？」

「ああ、これ？　今日の撮影用の衣装だよ。早めに着いたから、先に着替えて、慣らしを兼ねて歩き回ってたところ」

「慣らしが必要なの？」

　新しいズボンとかなら、はいてるうちに馴な染じんでくるのはわかるけどね。

「あれー、えっちな水着グラビアの撮影じゃないのー？」

「中等部から水着はダメって言われたんだって。普通の服装ならってことで、校舎内での撮影にオッケー出たらしいよ」

　首を傾かしげる恋紅先生に、天無が答えた。

　Ｒ15はともかく、やっぱり中等部で水着はダメだったか。

「……でも、なんというかそれ……」

　天あま無なしが着てるジャンパースカートタイプは野や暮ぼったいと言ってもいいが……。

「……なんか、逆にエロいような……」

「にやり」

「天無、わかっててそれ着てるんだな！　スタッフも共犯だよね！」

　不敵に笑う天無は、まったく否定しない。

　反則のようなスタイルの天無が野暮ったい服を着ることで、背徳的なエロさが発せられてる。

　こういうエロさもあるのか……さすがプロだ。

　たとえばメイド服なんかも、よく見れば露出度は低いし野暮ったいけど、日本じゃメイドさん＝エロいみたいな構図になってる（※個人の感想です）。

　野暮ったさの中にエロスを潜ませることで、逆に欲望を煽あおるという……。

　って、僕ぼくはなにを真剣に考えてるの？

「ふふふ、水着ばかりがグラビアではないということを教えてやるぜ！」

「教わっても今後の人生にプラスはなさそうだけどね……」

　そもそも、僕がグラビアに興味がないことに変わりはないし。

「とか言いつつ、実は水着も持ち込んでるんだよね。こっそり撮っちゃヤバいかなあ？」

「バレたら、旧校舎で撮った分までアウトになるかもね。やめといたほうが」

「ちぇー、残念。あ、そうだ。ひよティーはなんでいんの？」

　天無がころっと話題を変える。

「私はねー」

　と、恋れん紅く先生がさっきと同じ説明をしながら、天無と肩を並べて本校舎入り口へ向かう。

　グラビアのエロスの奥深さはともかくとして。

　天無のことを忘れちゃってたのは、本当に悪かったと思う。

　もし、中等部時代の天無のことを覚えてたら、本校舎の前で立ち尽くしてた理由にも思い当たっただろうか？

　いや、別に深い理由なんてないのかもしれないが。

　さっきの変な雰囲気は気になるよなあ。

「天無さん……？」

「え？　あっ……お、おはようございます！　すみません、ちょっと急ぐので！」

　校舎の入り口から数メートル離れたところに、女の人が立っていた。

　名前を呼ばれた天無は、なぜか焦った様子で校舎に駆け込んでいった。

　恋紅先生も、女の人にぺこりと一礼してからその後を追う。

「やっぱり天無さんなの……」

　女の人は、校舎内に入っていった天あま無なしの背中をじーっと見つめてる。

　たぶん二十代後半くらいだろう。

　後ろでまとめた長い黒髪に、眼鏡をかけている。

　ベージュのスーツ姿で、下はすらっとしたズボン。

　真ま香か先生や恋れん紅く先生には及ばないにしても、けっこうな美人だ。

　最近どっかで見た気もするが……中等部の先生だよね、たぶん。

　この人も休日出勤なんだろうか？

　天無の態度はあからさまに不審だったけど、中等部時代に世話になった先生かな？

「ん……？」

　中等部時代、同じクラスの女子、天無縫ぬい……。

　急に、頭になにかが浮かびそうになったけど──出そうで、出てこない！

「うーっ、こういうの、すっきりしないなあ……」

　って、僕ぼくも撮影に向かわないと。

　なにかが思い出せそうで思い出せないのはモヤモヤするけど──

　バイト代が発生するんだから、真面目にやらなきゃね。







「うーん……縫ちゃん、ちょっと休きゆう憩けいにしようか」

「あ、はい」

　学校から指定された教室を使って、二日目の撮影がスタート──

　したのはいいけど、始まって二十分も経たたずにカメラマンさんが休憩を宣言した。

　ド素人しろうとの僕でも、休憩に入るのが早すぎることくらいはわかる。

「……天無、なにか悪いものでも食べたの？」

「もうちょっと優しい訊きき方かたをだね、彩さいくん」

　僕が小声で問いかけると、天無がじっとりした目を向けてきた。

　野や暮ぼったい制服姿の天無は可愛かわいいし、変にエロい。

　なのに、今日の天無は──なんというか、精せい彩さいを欠いてる。

　何枚撮っても、表情やポーズが上う手まく決まってない。

　表情はいいのにポーズがいまいちだったり、その逆も。

「……撮影、三日目に入ったら、ちゃんと三日目の分ももらえるのかな」

「彩くん、あたしの心配！　バイト代じゃなくて、あたしの心配を続けて！」

　ずいぶんとわがままなグラビアアイドルさんだった。

　もちろん、今のはさすがに冗談だ。

「やっぱり、心配したほうがいいの？」

　僕ぼくは、ちらっと教室の前方を見た。

　教卓の近くにカメラマンと天あま無なしのマネージャーさんがいて、二人でぼそぼそ話してる。

　あの人たちは、僕以上に今日の天無がおかしいことに気づいてるだろう。

　と思ってたら、マネージャーさんがこっちに近づいてきた。

「ごめんなさい、縫ぬいちゃん。カメラマンさんがちょっと撮影プランを練り直したいっていうから。三十分くらい待ってもらえる？」

「はい、わかりました。んじゃ、気分転換にまたちょっとその辺、歩いてきますっ」

　天無は元気よく頷うなずいて、教室を出た。

「彩さい木ぎくん、彩木くん」

「…………」

　隅っこで撮影を興味深そうに眺めてた恋れん紅く先生が、僕に目で合図してくる。

　ついていけ、という意味だろう。

　天無は、見た目はいつもどおり元気だけど──調子が悪いのは明らかだ。

　放っておくわけにもいかないか。







　天無は、隣の教室に入ったみたいだった。

　僕が教室を出ると同時に、隣の教室の戸が閉まったのだ。

　その辺を歩くとか言ってたのに、なんでまた隣に？

「天無、ちょっといいかな……って、なにしてんの！」

「わおっ」

　天無は、教室の中ほどにいて、ジャンパースカートを脱ぎ、その下のブラウスの前をはだけたところだった。

　ピンクでフリルのついた可愛かわいいブラジャーと、同じデザインのパンツがあらわに！

　水着姿はこの前の撮影でたっぷり拝おがんじゃったけど、今度は下着姿……！

　散々見た特大サイズの胸も、水着じゃなくて下着となると破壊力が桁違いだ！

　どーんと擬音が聞こえそうなほどにふくらみ、今にもブラジャーからこぼれ出してしまいそう。

「あのー、彩さいくん。あんまし凝視されると、さすがのあたしもちょっぴり恥ずいぜっ」

「ご、ごめん！」

　天無の周りには、服とか大きなバッグとかがいくつかあった。

　この部屋は、天無の控え室──ここで着替えやメイクをするんだろう。

　全然知らなかった。ホントだよ？

「あー、彩くん、出なくていいよ。そこにいていいから、後ろを向いてて」

　僕ぼくは言われたとおり、天あま無なしに背中を向け、教室の戸を閉めておく。

　ごそごそと、後ろで衣きぬ擦ずれの音がしばらくしてたかと思うと──

「ふう、もういいよ」

「あ、うん……って、えぇ!?」

　振り向くと、天無はブルーのジャージに着替えていた。

　いや、ジャージは上だけで下は──ブルマだった。

　ほっそりした脚あしが、付け根近くまで見えてる。面積としてはパンツと変わらない。

「なんなの、その格好！　次はそれで撮影するの!?」

「グラビアじゃジャージはウケがよくないんだよね。ただ、リラックスするために着替えただけだよ」

「リラックスねえ……」

　そういえば、前にもジャージにブルマ姿の写真を見せられたことがあったな。

　ちらっと白いパンツがブルマの隙すき間まから覗のぞいてるヤバい写真だった……。

「ジャージって素晴らしいよね。ブルマも動きやすくていいけど、この伸縮性のある生地……服の胸元がすぐにキツくなっちゃうあたしには、マジで神が与えた衣コ装スだよ」

「コスって」

　つい、天無の胸を見そうになって目を背そむける。

　伸縮性のある生地のせいで、天無の胸のふくらみが思い切り強調されている。

「撮影ってやっぱ緊張するからさー。昔から、上う手まくいかなかったときはこうしてジャージを着てリラックスするんだよ。ルーティーンってやつ？」

　変わったルーティーンもあったもんだ。

「それで、天無はどうかしたの？　元気がない……ってわけじゃなさそうだけど」

「おお、彩さいくんがマジであたしの心配を。下着姿を見せるだけで心配してくれるなら、オールヌードでラブラブまで一気に駆け上がれる……？」

「なにを飛躍してるの、なにを」

　オールヌードとはいかなくても、生で胸をさらしちゃったことは忘れてるの？

「冗談だよ、冗談。でも、元気はいっぱいだよ。やる気も満々。彩くんが知ってるいつものまなっしーだよ！」

「……そのあだ名、気に入ってるの？　まあ、それならいいや。僕は隣に戻ろう」

「わーっ、待って待って！　もっと心配して！　あたしにチヤホヤして！」

「チヤホヤする理由もないけど……まあ、リラックスする手伝いくらいなら」

　甘やかすと調子に乗りそうだが、撮影は上手くいってほしい。

　言動はふわふわしていても、天無が本気なのは充分承知してるから。

「……失礼します」

「ほぇ？　あっ、ああ……！」

　不意に教室の戸が開いて、入ってきたのは──さっきの眼鏡の女の人だった。

「今、いいでしょうか？　高等部から立ち合いの先生がいらっしゃってるそうですが、中等部のほうでも一応ご挨拶をしておくことになりまして」

「あ、ええ、えーと、スタッフは隣の教室にいますよ。挨拶ならそっちで」

「いえ、天あま無なしさん。あなたの様子も見ておかないといけないんです」

　この人、普通に天無を知ってるのか。しかし、さっきから天無があたふたしてるな。

「中等部のほうで指定した〝過激にならない服装〟……う、うーん……なんとかセーフでしょうか？」

　中等部の教師らしき眼鏡の人は、戸と惑まどってるみたいだ。

　上はジャージで問題ないだろうが、下のブルマは判定しづらいらしい。

「……というか天無、この先生知ってるんだね」

「ちょっ、彩さいくん！　彩くん、忘れてんの!?　中等部二年のとき、あたしたちのクラスの担任だった保ほ科しな先生！　保科椎しい子こ先生だよ！」

「うん……？　うちのクラスに担任なんかいたかな？」

「そこから否定すんのかーいっ！」

　鋭いツッコミだ、天無。

　天無と中等部二年のときに同じクラスだっていうのも忘れてたけど、ショックを受けそうだから黙っておこう。

　しかし、何年も前の担任のフルネームなんてよく覚えてるなあ。

「あ、相変わらずですね、彩さい木ぎくん……あなたとも再会するとは思いませんでしたよ」

「はあ、ご無沙汰してます……？」

　正直、担任だったと言われてもピンと来ないけど。

　少なくとも、向こうははっきり覚えているみたいだ。

　僕ぼくと目を合わせようとしてない感じ。怖がられてる……わけじゃないよね？

「さ、彩木くんは最近、高等部でも騒ぎを起こしたそうですね。あの有名な藤ふじ城き先生とどうとか……いえ、私は根も葉もない噂うわさだとは思ってました。あれほど美しい方が生徒なんかと……ああ、いえ、なんでもありません。これは関係ない話ですね」

「…………」

　保科先生とやらは、真ま香か先生の名前を挙げたとたんに顔を赤くした。

　おいおい、この教師の隠された趣味が一瞬見えた気がするよ？

「と、とにかく……その格好までは見逃しますが、エスカレートさせないように！　いいですね、天無さん！」

「は、はい……」

　それだけ言うと、保ほ科しな先生はくるっと背中を向けて、足早に去っていった。

「……なんか、ヒステリックだったね、あの先生。前からあんなだった？」

「前からあんなだった。はは、変わらないなあ、保科先生は……」

「…………」

　天あま無なしの様子が、やっぱりおかしい。

　いや、さらに様子が変になったというか……見たこともない複雑な表情をしてる。

　いつも脳のう天てん気きで、明るすぎるくらい笑っているのが天無縫ぬいなのに。

「天無、あの先生となにかあったの？」

「うわーお、ホントに忘れてるね。けっこう大事件だったんだよ。少なくとも……あたしにとっては」

　天無は、近くにあった椅い子すを引き寄せて、お行ぎよう儀ぎ悪く膝ひざを抱えて座った。

　いやだから、ブルマでそんなポーズを取ると、ちらっとパンツがね……。

「えーと、たぶんまだどこかに……おっ、あったあった」

　天無はスマホを取り出すと、なにやら操作してから目の前に掲かかげてみせた。

　スマホの画面には、写真が表示されてる。

　赤毛っぽく見える長い髪を三つ編みにして、うつむき加減のおとなしそうな女の子──

「これ、中等部のときのあたし」

「へー、今より可愛かわいいね」

「彩さいくんはあたしをディスらないと死ぬ病気なの!?」

　天無は、スマホをぶんぶん振って抗議してくる。

「冗談だよ。でもこの写真、今と印象がだいぶ──」

　ん──!?

　なんだ、また一瞬、頭になにか浮かんできたぞ。

　今度は、中等部の校舎前のときより映像がはっきりしてる。




『で、でもあたし……このままじゃダメで……や、やってみたいんです……』




　そうだ、女の子だ──

　泣きそうな顔をして、なにかを言いたくて、だけど弱々しい声しか出せない。

　うつむいて、唇を噛かみしめてる女の子の姿が急に──

「……天無、これ盛ってない？　ホントはもっとずっと暗そうな顔じゃなかった？」

「ケンカ売ってんの、彩くん!?　そりゃ、暗そうに見えるっていうか、実際暗かったけど、その写真はノー加工だよ！」

「ああ、そう。ごめん、変なこと言って」

　一瞬浮かんだ女の子の顔は、この天あま無なし縫ぬい・中等部バージョンとそっくり──

　ていうか、間違いなく天無だと思うけど。

　なにがあったかまでは思い出せない。

　でも、たぶん僕ぼくはどこかで──悲しそうな天無縫の顔を見てる。

「ま、ホントそのとおりだよ。暗かったんだよ、昔のあたし。教室でもいるのかいないのか、わからん感じだったね」

「ふーん……」

　中等部の頃の天無をよく覚えてない理由は、そのあたりにもあるのかも。

　それくらい、この写真の天無と今の彼女は印象がまるで違う。

「あたしって孤立気味だったんだよ。特に中等部の頃はね。胸も大きくなってきた時期だったし、変なところで目立っちゃってたせいもあるかな。暗いくせに男の子には好かれてて、クラスの女子には嫌われてたなあ。まったく、このおっぱいめ」

　天無は、自分の胸をぽよぽよと揉もむ。こらこら、やめなさい。

　ただまあ、女子たちに嫌われてたっていうのはわからなくもない。

　スクールカーストがあったかはともかく、天無はクラスのパワーバランスを崩す存在だったんだろう。

「そんな感じで、あたしもふてくされちゃってた頃に、スカウトされたんだよ。ほら、今日も来てるあのマネージャーさんに」

「あの人が天無を芸能界に引っ張り込んだんだ？」

「そうそう、実はあの人って、うちの親しん戚せきなんだよね。親戚の集まりであたしを見て、目をつけたってわけ。可愛かわいい！　なにげにエロい！　ってね」

「あー、道理でなんか距離が近いとは思ってたよ」

　縫ちゃん、とか親しげに呼んでたな。

「で、あたしはその話に飛びついたんだよ。学校はろくに友達もいなくてつまんなかったし、別の世界がほしかったんだと思う」

「うん……」

　それは理解できる気がする。

　学校に自分の居場所がなくても、塾とか野球やサッカーのクラブとか、そういう場所を見つけてイキイキしてる同級生とかいたもんね。

「でも──反対されちゃった」

「……もしかして、あの保ほ科しなって先生に？」

「さすが彩さいくん、鋭い！」

　天無は、ぴょこんと椅い子すから飛び降りて立ち上がる。

「事務所から、学校に話を通すように言われたんだよ。それで、保科先生に相談したんだけど──芸能界は怖いところ、学業がおろそかになる、デビューしても売れるかどうか予想もつかない、男の子に変な目で見られる……とか、そんなことを何度も言われたよ」

「まあ……言うだろうね」

　その保ほ科しな先生じゃなくても、担任なら言うと思う。

　真ま香か先生なら、なにを言い出すかはわからないが、アレは特殊だ。

「けど、それで納得できるかってことになると、話は別だよね」

「……あたしは納得しちゃった。ううん、納得しそうになった。彩さいくんが言うみたいに、あたしは馬鹿だから」

「え？　ああ、あれ本気にしてたの？　それなら、ごめん」

「へ？　彩くん、なんのこと？」

　そうか、天あま無なしは素直すぎるほど素直なのを忘れてた。

「天無は馬鹿じゃないよ。本気で馬鹿だと思ってたら、勉強を教えるにしても、もっと適当にやってただろうね」

「ええぇっ、あたしをめっちゃディスってたじゃん！」

「ディスってたのは……僕ぼくがあまり素直じゃないから？」

「なんだってーっ！　いやでも、あたし、マジで成績悪いよ？」

「天無の成績が悪いのは勉強しないからだよ。僕の身近にもできるのに勉強しない奴美春がいるからね。そういうのは、すぐにわかるんだよ」

　実際、天無は付つけ焼やき刃ばの勉強で意外なほど成績が上がった。

　天無は僕の教え方に驚いてたけど、こっちだって教えてすぐに吸収できた天無の学習能力にけっこう驚いてたよ。

「実際、天無は馬鹿じゃなかったから、納得しなかったんじゃないの？」

「そ、そうじゃないよ。それは──その」

　天無は、顔を赤くしてもじもじし始めた。

　あの、そんなエロい姿で欲望を煽あおるような仕草、やめてくれないかな……。

「ほら、中等部の職員室の隅っこに、相談スペースがあるよね？」

「あー、あったね、そんなの」

　小さいテーブルを挟んで、教師と生徒が一対一で話ができる席がいくつか設置されてた。

　深刻な話なら生徒指導室、軽い相談事はそのスペースを使うことになってたはず。

「僕もよくあそこでお説教されたなあ、不本意ながら」

「たぶん、彩くんが最多利用者だよ。職員室に行くたびに、彩くんがあそこにいたもん」

「そ、そこまでじゃないと思うけど……」

　中等部の頃は、無意味に先生の揚げ足取ってたりしてたからなあ……若かった。

「それでね、あたしが芸能界デビューの相談をしてたときも、彩くん隣にいたんだよ。めっちゃ厳しかった体育の先生に〝運動ができるだけのゴリラになんで怒られなきゃいけないんだ〟って言ったとか言わなかったとか。それですっげー怒られてた」

「…………言ったかも」

　あの頃の僕ぼくは、なかなかエッジが鋭かったと見える。

　今ならもっと優しく言うと思う。言うには言うだろうね。

「彩さいくんはお説教を聞き流してたんだろうね。だから、あたしと保ほ科しな先生の話が聞こえてた。彩くん、急に立ち上がってあたしのところに来てさ」

「…………」

　あ、そうだ──

　あの悲しそうな顔をした天あま無なしは、相談スペースの席にいた。

　だんだん、天無の顔以外の光景がはっきりしてくる。

　そうか、急に記憶がよみがえったのは──

　天無から中等部の話を聞いて、保科先生を見かけたからか。

「〝この先生は君を心配してるフリをしてるけど、面倒が嫌なんだ。芸能界デビューなんて、前例もない行動を取られて、自分に迷惑がかかったら困ると思ってるんだよ。そんな話、聞く必要ない〟……って言ったんだよ。細かいトコまではっきり覚えてる」

「……それ、根拠があって言ったのかな、僕」

「同じことを保科先生も訊きいたよ。なにを根拠に言ってるのかって。顔を真っ赤にしてさ。彩くんはさ、きょとんとして──」

「ああ──！　〝勇気を出してる生徒の心をへし折ろうとしておいて、根拠とか言い出すの笑える〟だったっけ！」

「あっ、思い出したの!?　そうだよ、間違いなくそう言ったよ！」

「……言ったね」

　わ、我ながら、なんて性格の悪い……。

　けど、女の子が弱々しい声で必死に話してるのに──

　教師がまともに取り合わなかったことが許せなかった──そんな気がする。

「あと、もう一つ。〝こんなに可愛かわいいのに、失敗するって考えるほうが変でしょ〟とも言ったんだよ。ほえー、絶対に女の子を褒ほめそうにないひねくれた男の子が可愛いって言ったよって驚いちゃった」

「……天無、それは捏ねつ造ぞうしてない？」

　その言葉は記憶にないぞ。

「言ったよ、言った。売り言葉に買い言葉って感じだったけど。でも、その〝可愛い〟が自信になった気がする」

「…………う、うーん……」

　最後の一言はともかく、確かにそんな出来事はあった。

　天あま無なしを褒ほめたのは僕ぼくらしくはないが、先生への反抗心で言葉が飛び出したっていうなら、それもあり得なくない。

　保ほ科しな先生が、僕に腰が引けてた理由も思い出した。

　あの件以来、卒業まで保科先生は僕を避けまくってたんだよね……。

「あたしは、あのときからずっと彩さいくんを──」

「そ、それで！　保科先生も承知してくれたんだよね!?」

　話が、いつぞやの告白の件に飛びそうだ！

　今はそこに飛ばれると、僕が冷静に話を聞けなくなる！

「うん、彩くんにかばってもらえて、自信はついたし、やる気にもなったんだけど……やっぱ、今でも保科先生は苦手だね。先生に散々言われたことが、まだあたしの頭のどっかにこびりついてるみたい」

「……そうか」

　今日の天無が挙きよ動どう不ふ審しんだった理由はよくわかった。

　嫌な思い出のある中等部に来て、しかも元げん凶きようと言ってもいい教師に会っちゃったせいか。

　それに──天無の勉強嫌いには理由があるような感じだったけど、教師への不信感が底にあるのかもしれない。

　前に少し思ったことの答えも出た気がする。

「……天無がよく居眠りしてたのは、教師への反抗心があったから？」

「あたしが苦手なのは、保科先生だけのはずなんだよね。なのに、先生がみんな信用できなくなっちゃったかも。ほら、真ま香かティーはなにも悪くないのに、よくない態度を取ったりしたし」

「……変なとこで生意気だったね」

　天無縫ぬいは、僕と同じ先生嫌い──

　だけど、その原因は──僕よりずっとずっと深刻だ。

「……よし、天無」

「え？　なに？」

「脱いで」

「……………………ほぇ!?」







「失礼します」

　僕は、がらりと職員室の戸を開いた。

　三年間しょっちゅう呼び出され、もう二度と来ることもないと思ってた場所。

　室内は、僕ぼくが在ざい籍せきしてた頃と見た目はあまり変わってない。

　職員室なんて、どこも同じようなもんだけど。

　休日だというのに、数人の教師の姿があった。部活関係で出勤してるのかな？

「さ、彩さい木ぎくん……わ、私を笑いにきたんですか!?」

「なんでやねん」

　入り口近くの席に座ってた保ほ科しな先生が立ち上がり、開口一番そう言った。

　この人、僕にどんな目に遭あわされたんだろう……天あま無なしの一件だけじゃないのかも。

「そうじゃなくて……ちょっと許可をいただきたくて」

「きょ、許可ですか？　いったいなんの……」

「天無、いいよ。大丈夫だから、思い切って来て」

　職員室の戸の向こうに声をかける。

　予想はしてたけど、やっぱり動きはなかった。

　いや、なにやらウロウロしてる足音は聞こえてくるのに、こっちに近づいてこない。

　ああ、もう……！

「いいから来て──覚悟を決めて、縫！」

「…………っ！　はっ、はぁいっ！」

　ぴょん、とうさぎが跳ねるみたいな動きで、天無が──縫ぬいが職員室に入ってくる。

「なっ……!?」

　その縫の姿を見て、保科先生が目を丸くする。

　縫は、こっそり持ち込んだ、エロ可愛かわいい水着を身につけている。

　勢いよく入ってきたせいで、ぶるるんと大きなふくらみが揺れている。

「なっ、なんて破は廉れん恥ちな……！」

「破廉恥なんて言葉、リアルで初めて聞きましたよ。それで、この水着で撮影してもいいでしょうか？」

「いいわけないでしょう！　校内でなんて格好を！　これは許可できません！」

　うむ、完璧に予想どおりの、想定を一ミリもはみ出ない反応だ。

「さ、彩さいくん、やっぱこれヤバいって……むしろドン引きされちゃうよ」

　縫は顔を赤くして、水着のブラからこぼれんばかりのおっぱいを隠そうとしてる。

　大胆な水着姿の美少女が、職員室なんてお堅い場所にいる──

　このシチュエーションのせいで、余計にエロく感じられるんだろうなあ。

「そうだね、許可をもらえないっていうならしょうがない。こっちはお願いしてる立場なんだしね。けど、保科先生には一度見ておいてほしかったんです」

「わ、私に……？　なぜですか？」

　あからさまに保科先生はドン引きしてる。

　他に数人いる先生たちも、びっくりした顔でこっちを見てる。

　奥のほうにいる若い男の先生は、スマホをこちらに向けようとしてる。

　でも、撮っていいか迷ってるっぽい。そりゃ、状況を考えたら撮れないよね。

「保ほ科しな先生、あなたが反対したグラビアを、縫ぬいは今でも立派にやってます。見てのとおり、これだけのグラドルはそうはいませんよ。そのことを知っておいてほしかったんです」

「……ば、馬鹿なことを」

　ようやく、保科先生は態勢を立て直したようだ。

　キッと眼鏡の奥の目を細めて睨にらんでくる。

「立派にというのは語ご弊へいがあるのではありませんか？　天あま無なしさんの芸能活動については、私も少しは知っています。もちろん、好不調はあるでしょうけど、順調とは言い切れないのでは？」

　おっ、この先生も美み春はると同じ程度の情報は持ってるみたいだ。

　そりゃ、受け持ってた子が芸能界にいるんだから当然か。

「それに、天無さん。あなた、成績は芳かんばしくないようですね。もう高等部の二年生でしょう。芸能活動が不調で、成績もふるわないようでは将来に差さし障さわります」

「ど、どうしよう、彩さいくん。ぐうの音ねも出ないよ！」

「あのね、縫。また懲こりずに論破されてどうするの」

　縫は馬鹿じゃないが、素直すぎるのが問題かもしれない。

「僕ぼくも信じられないけど、君に足りないのは自信だよ。不調の理由はたぶんそこ」

　この天てん真しん爛らん漫まんな天無縫に自信が欠けてるなんて、僕も思いもしなかった。

　でも、彼女の過去を聞いて、あの職員室での出来事を思い出した今なら──わかる。

　性格が悪い僕の言葉に背中を押されて、縫は一歩踏み出した。

　だけどまだ、中等部で教師に言われたことが縫の足元に鎖くさりみたいに絡みついて──

　ブレイクするための、次の一歩を邪魔してるんだろう。

　だからもう一度──もう一度、背中を押してやらなくちゃ。もっと、もっと強く。

「はっきり言って、縫は可愛かわいい。そんで、エロい」

「また可愛いって言った！　エロいって嬉うれしいけど、正面切って言われると微妙！」

　僕だって言いたくて言ってるわけじゃない。

　こういうことを言うのは僕のキャラじゃない。

　でも、今だけは──言わなきゃ。

「否定する人はいる。でも、応援してくれる人だっているんだから。ほら、ここにいる男性教師のみなさん、さっきから縫をガン見してるよ」

「えっ……」

　縫は、職員室をきょろきょろと見回す。

　男性教師たちが、とっさに目を逸そらすけど、もう遅い。

　さっきから縫ぬいを──特にその巨乳に目を向けていたのは確認済みだ。

「水着姿をガン見するのを応援っていうのかなあ……」

「僕、ちょっと変だと思ってたんだよね。どうも、うちの学校は天あま無なしに甘いって。高等部じゃ居眠りが黙認されてるし、中等部は撮影の許可をあっさり出すし。応援してるかどうかまではわからないけど、少なくとも君の活動を邪魔しようと思ってる人は少数なんじゃないかな？」

　あるいは、学校の上のほうにいる人たちのスケベ根性が作用してるのかも。

　まあ、それは黙っておこう。

「そ、それは学校経営の方針です。天無さんの活動が学校のＰＲになるという判断で……ですが、私は元担任として天無さんの今後のことが心配で──そうです、天無さんのためを思って言ってるんです！　甘やかすばかりが教育ではありません！」

「…………」

　教育、ときたか。

　言葉は同じでも、最近僕ぼくが受けているアレとはまるで別物だ。

　甘やかすばかりじゃダメ、っていうのは当然そのとおりだろう。

　でも、その厳しさの中に──縫を思いやる気持ちは本当にあるのか？

「でしたら、大丈夫です」

　僕が反論しようとしたそのとき。

　突然、凛りんとした声が響いて──僕と縫の横を通り抜けていったのは、真ま香か先生だった。

「申し訳ありませんが、話は聞かせていただきました。確かに天無さんの芸能活動は好調とは言えません。ですが、今回の撮影を見てもわかるとおり、事務所は新たな手を打とうとしてます。手間もお金もかかるんですから、見込みがないならこんな風変わりな撮影はさせないでしょう」

　真香先生は、保ほ科しな先生の前に立って、すらすらと話す。

　あれ、通訳はどうしたんだろう……？

「学業のこともそうです。天無さんも考えがないわけではありません。今回の中間テストでは──間違いなく、努力の痕こん跡せきが見られます。おっしゃるとおり、高等部二年は大事な時期です。ですが、充分にリカバリーが利く時期でもあります。天無さんのように努力している生徒に、不安を煽あおることを言ってどうするんですか！」

　びしり、と真香先生は言い切った。

　なぜか顔を赤くしてる保科先生は、口をぱくぱくさせているが、言葉が出てこない。

「……ま、真香ティー、あたしのこと、めっちゃわかってくれてるっぽいよ？」

「真香ティーはやめなさい。受け持ちの生徒のことを知っておくのは当然でしょう。将来の可能性について考えることも」

　真ま香か先生は、ぽんと縫ぬいの剥むき出しの肩に手を置いた。

「少なくともわたしはあなたを応援するわ、天あま無なしさん。わたしが調べた限りでは、あなたは芸能活動を始めてから、交友関係も増えて、おとなしかった性格もいい方向に変わってる。学校は──楽しい？」

「う、うん……あたし、デビューしてからのほうがずっと楽しい！　今も超楽しい！」

「成績が悪いのは、芸能活動に関係なく元からだものね」

「そこでオチをつけるの!?」

　がーん、とショックを受けた顔をする縫。

　まー、芸能活動をしててもしてなくても、成績は今と大差ない気はするね。

「でも、でもでもでも……真香ティーがあたしのこと見ててくれたの嬉うれしい！　ヤバい、めっちゃ好き！」

「きゃっ……！」

　縫は勢いよく真香先生に抱きつき、その巨大な胸を惜しげもなく押しつける。

　スーツ越しにも激しく自己主張してる真香先生の胸と、縫の水着越しの胸がくっついてぐにゃりと変形して、えらいことに……！

　もう、職員室内の男たちの視線はその一点に釘くぎ付づけに……！
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「……こほん」

　と、僕ぼくは我ながらわざとらしい咳せき払ばらいをして、真ま香か先生と縫ぬいを背中の後ろに隠す。

　男性教師たちから鋭い視線が突き刺さってくるけど、知ったことじゃない。

　別に理由はないが、二人のエロい姿を他人に見せたくはなかった。

「と、とにかくですね……」

　真香先生は、ぎゅーっと抱きついてくる縫を押しやりながら、保ほ科しな先生と向き合う。

「わたしは担任として、天あま無なし縫さんをきちんと指導していきます。学業はもちろん、芸能活動も。ですから、なにもご心配には及びません」

　きっぱりと言い切って──真香先生は、「失礼します」と一礼してから、縫の手を引いて職員室を出て行った。

「……なんか美お味いしいところを真香先生に持ってかれたような」

　ぽつんと取り残された僕は、そんなことをつぶやいて。

　なにげなく、保科先生を見た。

「す、素敵すぎます……あれが高等部の高たか嶺ねの花はな、藤ふじ城き真香先生……！」

「…………」

　おいおい、縫の大事な話をしたところなのに、別方向に興味がいってますよ？

　でもまあ……いいか。

　僕以外の応援してくれてる人たち──それに、真香先生が背中を押した。

　天無は鎖くさりから解き放たれて、駆け出すだけじゃなくて──

　高く、高く飛び上がれたのかもしれない。

　僕だけじゃ無理だった。真香先生が来てくれたから──

　正直、真香先生の華か麗れいな登場から、縫をかばったあの快かい刀とう乱らん麻まな口こう上じようには……感動すらしちゃったよ。

　真香先生、教育とか指導とか見てると、まるで僕のことしか考えてないみたいだった。

　でもそんなわけなくて、ちゃんと他の生徒──縫のことも考えてくれてる。

　この前、受け持ちの子のことはどうにでも調べられるって言ってたな。

　僕のことだけじゃなくて、縫の過去のことだってちゃんと調べてたわけだ。

　その上で──将来のことまで思ってくれている。

　そうだな、保科先生に同意だよ。

　今日の真香先生は、ちょっと素敵すぎました。







　今度こそ、撮影は無事に終了した。

　縫は調子を取り戻し、表情もポーズもキレッキレ。

　カメラマンさんはノリノリで撮りまくっていた。

　例によって僕ぼくも縫ぬいをスマホで撮影したけど、本当に写真は使われるんだろうか。

　恋れん紅く先生と交代して、撮影に立ち合った真ま香か先生のご機き嫌げんはどうだったのか──

　そこは怖くて確認してません。

　とにかく、撮影は終わって、中等部の校門前で撮影隊は解散となった。

　縫はマネージャーさんと話があるらしく、撮影隊のワゴンに同乗していった。

　真香先生は中等部の職員室に終了を報告しに行ったけど、保ほ科しな先生と顔を合わせたりしても大丈夫なのかな？

　いや……真香先生の心配をするなんて、十年早いか。

「さて……」

　まだ夕方にもなってない時間だ。

　駅への道を歩きながら、このあとの予定を考える。

　ゆっくり買い物して、怠惰な妹に美お味いしい夕食をつくってやるか。

　いや、せっかく日曜なんだし、外食もアリかな。

「ちょっと、美み春はるに聞いてみるか。ああ、くーを誘うのもいいかもね」

　スマホを取り出したところで、ぶるるっと振動してメッセージが着信した。

《ちょっと準備室に来てもらえる？》

「…………」

　僕を日曜に準備室に呼び出す人物は、この世に一人しかいない。

　送信者の名前が表示されてるんだから、そんな言い回しも必要ないが。

　メッセージは質問になっていても、その実は命令なのも明白。

「もう報告済ませたのか。真香先生、仕事が早いなー」

　職員室であんな騒ぎを起こしちゃったんだから、長居もしにくいかな。

　準備室でなにが待っているのか予想はつくけど、行くしかない。

　回れ右して、高等部の校舎へ向かう。

　高等部も部活で登校してる生徒がいるので、裏門は開いている。

　遠くから野球部やサッカー部の威勢のいい声が聞こえてくる中、校舎内を進んでおなじみの英語科準備室へ。

「失礼します」

　がらりと戸を開いて、準備室の室内へ入る。

「……あれ？」

　鍵かぎはかかっていなかったのに、室内には誰だれもいない。

　おかしいな、まだ中等部から戻ってないんだろうか？

「わっ！」

「わあああぁっ!?」

　突然、後ろから抱きつかれて跳び上がりそうになる。

　抱きつかれると同時にふわっと漂ただよってきたのもおなじみの匂い──真ま香か先生の匂いだ。

「びっくりした？」

「するに決まってるでしょ！　子供みたいなことをしないでくださいよ！」

　後ろを振り向くと、驚くほど近くに真香先生の綺き麗れいな顔があった。

　くっ、もう何度も至近距離で見てるのに未いまだに可愛かわいいとか思ってしまう。

「子供？　このわたしが？　こんなにえっちなおっぱいしてるのに？」

　ぎゅうううっと真香先生の胸が押しつけられてくる。

　な、なんという弾力……そして、ブレザーの厚い生地をもってしても、まったく防ぎきれない凄すさまじいまでのボリューム。

「ん？　あれ……？」

「どうかしたの、彩さい木ぎくん？」

　真香先生は、僕ぼくの身体からだをぱっと放して首を傾かしげる。

　うん、いつものスーツ姿だ。大変似合ってる、似合ってるんだけど……。

「てっきり、水着姿で待ち構えてるかと。縫ぬいのグラビア撮影の上書きだとか言って」

「ああ、もちろんスーツの下は水着よ。ちょっと待ってて」

　真香先生はツッコミを入れる暇もなく、スーツとスカート、ブラウスにストッキングをするすると脱いでしまう。

「なっ、なんでそう微妙に意表をついてくるんですか!?」

「最初から水着でいるより、目の前で脱がれたほうがドキドキするでしょう？」

「小こ技わざも忘れない人ですね！」

　水着だとわかっていても、一度自分の手で脱がしたことがあっても、ドキドキするかしないかで言えば、答えは決まり切ってる。

　今も心拍数は危険なレベルで上昇中だよ！

　真香先生が着ているのは、黒のビキニ。

　特に布面積が小さいわけでもなく、今時ならむしろおとなしいくらいの水着だ。

　それでも充分すぎるくらいエロくて、刺激的すぎる。

　この展開を予想して準備室に持ち込んでいたのか、それとも常備してるのか？

「よいしょっ」

　真香先生は、お行ぎよう儀ぎ悪く、デスクの上に腰掛けた。

　それから、長くしなやかな脚あしを見せつけるようにして組む。

「では、日曜の特別教育を始めましょう」

「そ、そんなもんあるんですか」

　僕ぼくが言うと、真ま香か先生は、じろっと睨にらんできた。

　先生は指で近くの椅い子すを示して、「そこに座れ」と指示してくる。

　仕方なく、その椅子を引き寄せて座る。

「まったくもう、ハラハラしたわ。急いで通訳を終わらせて駆けつけてみれば、彩さい木ぎくんが職員室に向かったなんて言うんだもの。ひより先生も止めてくれればいいのに」

　恋れん紅く先生、僕が水着姿の縫ぬいを職員室に連れて行ったの、気づいてたのか。

「この前のわたしとの噂うわさのときは、君が一人で解決しちゃったからね。次にトラブルが起きたら、絶対にわたしが解決するって決めてたのよ。でも、半々ってところかしら。つまり、〝初めての共同作業〟ね」

「その言い回しはどうかと……」

　ただ、真香先生の援護射撃がなかったら、こっちが言い負かされてたかも。

　僕らはアウェイだし、撮影場所を借りてる以上、強くは出られない立場だったからね。

「ま、でもよくやったわ、彩木くん。わたしとしても受け持ちの子の可能性を潰すようなマネは許せないもの。それに、君が天あま無なしさんに過去のモヤモヤを晴らさせたのよ。これから、天無さんの芸能活動も上向くんじゃないかしら」

「上う手まくいくかはわかりませんが……縫も変われたらいいとは思います」

　僕が、少しずつ変わりつつあるように。

　縫は過去の些さ細さいな──ほんの数分の説教が、心に影を落としていたんだと思う。

　その影が、今回の件で少しでも晴れたのなら。

　僕も、卒業した中等部でまた騒ぎを起こした甲か斐いもあったってもの。

「……ええ、天無さんも変われたらいいわね。とーこーろーでー」

「…………っ」

　ぎくり。

「縫、とはまた親しげなことね。この前の撮影でも一瞬そう呼んでたけど、それがデフォルトになるのかしら？」

「そ、その場の勢いってものがありまして……た、たぶんそのうちまた苗みよう字じ呼びに戻るんじゃないかと」

「……いえ、かまわないでしょう。考えてみれば、ＳＩＤシドの他の子たちはみんな名前で呼んでるのに、天無さんだけ苗字で呼んでたわね。一人だけ差をつけてしまうと、その子がなにをするかわからないわ。ＳＩＤの子たちは横並びにしておいたほうがいい」

「けっこう策士ですね、先生……」

「策士は君のほうじゃないかしら。わたしなんて、全然可愛かわいいものよ」

　うーん、あまり否定はできないな。

　別に僕も策を用いるのが好きなわけじゃないんだけど、腕力もコネもない僕がトラブルを解決するには他に方法がない。

「名前の呼び方くらいは別にかまわないわ。ただ、たーだーねー」

「その変に伸ばした話し方、やめません？　めっちゃ怖い」

「テスト勉強の面倒を見たのに続いて、今回の撮影とトラブルでしょう。天あま無なしさん、横並びじゃなくて一歩抜け出したんじゃないかしら？」

「な、なんのことですか。僕ぼくは縫ぬいの問題にちょっと関わっただけで、特になにかがあったわけでは……」

「それが問題ではあるのよね。彩さい木ぎくんは、自分からなにかしたわけでもないのに、女の子を引きつけちゃう。わたしも引きつけられた一人だけどね」

「…………」

　そんな、人を女の子ホイホイみたいに。

　他の男が聞けば羨うらやましがられそうだけど、僕は戸と惑まどわされるばかりだし。




「疑うたぐり深ぶかい君は、これからも生きるのに苦労すると思う。でも、嫌いな〝先生〟だって好きになれたら──恋はできるようになるかもしれない」




「え──？」
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　突然の真面目な言葉に、また戸と惑まどってしまう。

「わたしは感情のままに動いてるわ。こんな水着姿を職場で見せたりね。そうよ、自分のためにやってることよ」

「真ま香か先生？」

「でも、彩さい木ぎくんのことを思ってないわけじゃない。知っておいてほしいとは言わない。恋をできるようになった君は──ねえ、誰だれを好きになるのかしら？」

「…………」

　僕ぼくは、小さく首を振った。

　自分が誰を好きなのか、そんなことはだいたいわかってる。

　でも口に出せない理由がある。それを一番知ってるのは、目の前にいる人だろう。

　先生が僕にそんな思いまで持っているのなら、なおさら──

「わたしも、君をハラハラさせてるわね。ドキドキと紙一重でしょうけど。けどね、わたしも──意味もなく無む茶ちやをしてるわけじゃない。やっと出会えたんだもの」

「出会えたって……僕に、ですよね？」

「そう、君に。恥ずかしいけどこんな姿を見せられて、わたしを好きになるように教育したいと思える男の子」

「僕が、たまたま先生の正体を見抜いたってだけで？」

「君にとっては偶然でも、わたしにとっては奇跡なのよ。そんな男の子に出会えたことがね」

「奇跡、ですか──もしかして、中等部時代の縫ぬいもですかね」

　縫が勇気を出そうとして、へし折られそうになった現場に僕が居合わせたのは偶然だ。

　実際、言い回しの問題なだけで、偶然も奇跡も同じものかも。

　ところで、そんなエロい水着姿で真面目な話をされてもって突っ込んでもいいかな。

「ええ、天あま無なしさんもきっと同じ。グラドルって立場でリスクがあるのも覚悟で、天無さんが告白したのは当然よ」

「……僕は今でも、縫がリスクがあっても告白したっていうのは信じられませんよ」

　僕の言葉に、真香先生はくすりと笑って、デスクから下りた。

「運命の恋に二度目があると思うほど傲ごう慢まんじゃないんでしょう。あの子も──わたしも」

「……僕は運命なんて信じるほどピュアじゃないですよ」

「信仰は押しつけないわ。でも、わたしは信じてる。信じて貫く。Ｆａｉｔｈ　ｃａｎ信仰は　ｍｏｖｅ　ｍｏｕｎｔａｉｎｓ．山をも動かすよ」

「だから、英語まぜてしゃべるの勘弁してくださいよ……」

「今の、簡単な英語よ。彩木くんにプライベートレッスンをしたくなってきたわね」

　ちょっとマジっぽい言い方だった。僕も縫ほどじゃなくても、努力は必要らしい。




「えーい、もうこんな話聞いてられっかー！」




　──と、唐突にがららっと激しい音がして、準備室の戸が開いた。

　飛び込んできたのは、天あま無なし縫ぬい──なのは声が聞こえたのと同時にわかったけど。

「ぬ、縫、帰ったんじゃなかったの？」

「彩さいくんのおかげで撮影、上う手まくいったんだよ！　お礼も言わずに帰るようでは、天無縫の女がすたる！」

「わたしのおかげはないのかしら……」

　真ま香か先生が、割と真面目にショックを受けた顔でつぶやいた。

「彩くん、ありがとう！　そして、黙って聞いてりゃなにを話してるんじゃーい！」

「き、聞いてたの？　つーか、どうして僕ぼくの居場所が……」

「みはるんを責めないで！　あたしが無む理り矢や理り聞き出したんだから！」

「ああ、犯人を教えてくれてありがとう……」

　そっかー、そろそろ僕のスマホを川にでも不法投棄したほうがいいかな……。

　妹に居場所を知られて困ることはない……と思ったけど、困ることある気がする。

「つーか、真香ティーがこんな思い切ったことするとは！　水着はあたし専用だよ！」

「世の中の女性はもう水着を着れなくなるの？」

　真香先生が、ぼそっとツッコミを入れる。

　あ、そうか。

　縫たちＳＩＤシドは真香先生が僕を好きなのは知ってるけど、高たか嶺ねの花はなの幻想はまだ持ってるんだった。

　少なくとも、学校内で水着を着て僕に迫るなんて、夢にも思ってなかっただろう。

「別にかまわないでしょう。わたしと彩さい木ぎくんはお付き合いしてるのよ？」

「ぐぬぬ……あ、あたしだって彩くんのことマジなんだから！　ちょうどいいから、もう一回言っておく！　天無縫は、彩木慎まことくんがめっちゃ好き！　保ほ科しな先生の魔の手からかばってもらった、あのときからずっと好き！」

「ちょ、ちょっと、縫……！」

　かなり勢い任せっぽいけど、そんな熱烈な告白をされても。

「彩くんが真香ティーと付き合ってたってかまわない！　そんなことであきらめられるほど、軽い気持ちじゃないもん！　あたしは、彩くんのおかげで一歩踏み出せたんだよ！」

「わたしは、彩木くんが天無さんと付き合ってたらかまうわ！」

　さて、この言い合い、どっちが大人でしょう？

　なんてのんきなことを思ってる場合じゃないけど、つい逃避したくもなる。

　ヤバいぞ、真ま香か先生、縫ぬいの前なのに高たか嶺ねの花はなモードが解けかけてる！

「えぇーい、彩さいくん、これを見よ！　これが天あま無なし縫ちゃんのリーサルウェポンだぁ！」

　縫は、肩に掛けてたカバンから大きな茶封筒を取り出し、そこからばっとなにかをばらまいた。

　そのうちのいくつかが、僕ぼくの手元や膝ひざに乗っかった。

「うん？　これは……うわぁっ！」

「……こ、これはさすがに全部自撮りだよ。友達に撮ってもらうのもちょっと……」

「ぬ、縫……君、頭は大丈夫なの……？」

「ああ、彩くんらしいリアクションでむしろほっとしたよ！　いつか見せようと思っててずっとためらってたけど、もうそんな場合じゃなーいっ！」

　縫がヤケクソ気味に叫ぶ。

　僕が手に取った写真は、ジャージ姿の写真──というか、ジャージの上しか着てない！

　ちょっと大きめのジャージはファスナー全開で、Ｔシャツすら着てない。

　胸が半分以上見えていて、しかもパンツすらはいてないような……!?

　他の写真を見ても、セパレートの水着を上も下も脱ぎかけてたり。

　制服のベストの下にブラウスなしで前まえ屈かがみになり、これまたおっぱいが頂点以外ほとんど丸見えになっていたり。

　ともかく──Ｒ15で済みそうにない写真が何十枚も！

「これがあたしのすべてだよ、彩くん！　あたしは彩くんのおかげで新しい世界を見つけて、その世界で頑張っていくために努力もしてるんだよ！　まあ、今はちょっと停滞してるけど──今日のことで、先に進めるよ！」

　縫の顔は真っ赤で、これらの写真は僕に見せるのだって恥ずかしいのはよくわかる。

　きわどいなんてレベルの写真じゃないが──

　縫は自分を可愛かわいくエロく見せるために、常に研究してきたんだろう。

「あなたの努力は認めるわ、天無さん」

「…………っ!?」

　真香先生は真ま顔がおで言うと、座ったままの僕の頭を自分の胸のところに抱え込んだ。

　うわあ、水着越しのおっぱいの感触が……むにゅうっと！　ふよよんと！

「でも、わたしは彩さい木ぎくんを誰だれにも渡すつもりはないの。わたしを好きになるようにこの子を教育しているところなのよ」

「きょ、教育！　先生の立場を利用して、そんなことしてたんかーいっ！」

「あなただってグラビアアイドルの立場を使って撮影に巻き込んだじゃないの」

「ぐぬぬ……真香ティーには恩もあるけど、それはそれだっ！　てぇーいっ！」

「わっ!?」

　今度は縫ぬいが僕ぼくの頭のところに制服越しの胸を押しつけてくる。

　な、なんだこの状況！　真ま香か先生のおっぱいと、縫のおっぱいに頭や顔を挟まれてる！

　二人とも一歩も引く気はない、とばかりに互いに胸を押しつけ合ってるし！

　その胸の間に僕の頭があるの、わかってるよね!?

「彩さいくん、あたしが一番付き合うハードル低いよ。クラスメイトだし、別に仲良くしててもおかしくないし、付き合ってるのがバレてもたいした問題にならないしね！」

「むっ……天あま無なしさん、変なところで知恵が回るわね。あと、わたしより少し大きいからって、その胸を彩さい木ぎくんに押しつけないでほしいわ」

「あ、あたしなら、水着とかじゃなくて、生でもイケるよ！」

「わーっ、待った待った！」

　縫がベストを脱ぎそうになったので、僕は慌てて二人の間から抜け出す。

「ぼ、僕は……僕はまだ誰だれにも好きだなんて言わないから！」

　そうだ、逃げだと罵ののしるなら罵ればいい。

　でも僕は、まだ自分の気持ちは言えないんだ。

　真香先生に好きだとは言えない。だって、僕らは両思いになってしまったら──

　縫に好きじゃないとは言えない。だって、僕とよく似た縫の過去を知ってしまったから。

「「まだ……？」」

　真香先生と縫は同時につぶやいて、顔を見合わせる。

　それから、二人は同時に腕組みして、なにやら考え込んでたかと思うと。

「〝まだ〟ならいいわ」「〝まだ〟ならいっか」

　と、これまた同時につぶやいて。

「これは、わたしからの罰よ。おっぱいで苦しむといいわ！」

「これは、あたしからのご褒ほう美び！　中二のときの分も一緒にお支払いしとくよ！」

「わぷっ!?」

　真香先生と縫はニヤッと笑うと、僕の頭を抱え込んでまたおっぱいを押しつけてきた。

　四つのおっぱいの間に顔が潜り込んでしまって──

　ちょっと息ができないほど、ぎゅううっと柔らかい胸が強く押しつけられてくる。

　罰とご褒美──どっちもご褒美じゃないかなと、のんきなことを考えながら。

　とりあえず、されるがままになっておくことにした。

　なんというか……結局、僕に都合良く物事が進んでるから。

　これくらいのことなら、真香先生と縫に好きにさせておこう。

　僕には他にできることもないんだしね──
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　結局のところ──

　真ま香か先生にしろ、天あま無なし縫ぬいにしろ、僕ぼくに告こくるにあたっては思ってた以上の経緯があったことが判明したわけだ。

　先生が言った〝運命の恋〟は大げさな言葉に思えるけど、たぶんそれは本心で──

　縫だって、彼女なりに孤立していた現状を打ち破ろうとした出来事に、僕が関わってきたから──というのもわからなくもない。

　要するに、僕だけがあまりものを考えてない気もする。いや、考えてない。

　考えてるのは、二人の告白に返事をする場合のリスクくらいだ。

　そのリスクは二人が背負うもので──だからこそ、僕は迂う闊かつには動けない。

　パターン１、僕が真香先生の告白に応える。

　その場合、真香先生は仕事をやめて尼あまだかシスターだかになると言ってる。

　パターン２、僕が縫の告白を断る。

　その場合、突破口を開こうとしてる縫の芸能活動はどうなってしまうのか。

　この二つのパターンは、先生と縫の人生への影響が大きすぎる。

　二人の人生を大きく変えて、「それがなにか？」なんて言い切れる度胸は僕にはない。

　おまえは何様やねんって悩みだけど、実際に目の前にある問題だからなあ……。

「んっ、ちゅっ、ちゅっ……」

「……あの、真香先生？」

「んん……ふぁ、どうかしたの、彩さい木ぎくん？」

「僕が真面目に考え込んでるのに、何度もちゅっちゅしないでくださいよ！」

「えぇ～……」

　そんな、可愛かわいく不満そうな顔をされても。

　毎度おなじみ、放課後の英語科準備室。

　窓際に立って、先日の出来事を整理していた僕に、真香先生はさっきから容よう赦しやなくキスしまくってた。

「彩木くん、聞き流してたけど、これは中間テストの罰よ。わたしの英語で平均点をちょっと上回った程度ってどうなの？　ひより先生の現代文は八十五点って知ってるわよ」

「先生のテスト、つくり直したせいで余計に難しくなってたんですよ」

　本日、返却された答案用紙の点数は確かに芳かんばしくなかった。ただ──

「けっこう頑張ったのに、妙に難易度高くて、こっちが文句を言いたいくらいです」

「ああ、ごめんなさい。じゃ、お詫わびのキスね」

　唇が重ねられ、さらにちゅううっと強く吸い上げられて──頭がぼうっとしてしまう。

「……って、どうやってもキスされるんですか!?」

「あと、わたしの科目を頑張ったご褒ほう美びね」

「んっ……！」

　真ま香か先生は僕ぼくの頬ほおに手を添えて、本日もっとも濃のう厚こうなキスをしてきた。

　ちゅっちゅっと音を立てて、さらに舌が僕の口の中に──って舌!?

「んんっ、んむむ……んっ、彩さい木ぎくん……んっ、んん……！」

「んーっ、んんーっ！」

　僕の舌に、真香先生の熱くて甘い舌が絡みついてきて──

「……なっ、なんてことをするんですか！　もうメチャクチャですよ！」

「ご褒美なんだから、一番熱烈なキスをあげなきゃね。はぁ、身体からだが熱いわ……」

　真香先生はカットソーの襟えり元もとを開けて、ぱたぱたし始めた。

「……ん？　彩木くん、おっぱい見たいの？」

「そ、そうじゃなくて……！　その服装、そろそろ突っ込んでいいですか？」

　そう、平日で普通に授業もあったというのに、真香先生はいつものスーツ姿じゃない。

　前にハンバーガーショップで見た、薄手のジャケットにひらひらしたロングスカートという格好だ。

　音大のキャンパスで、ヴァイオリンとか持っているのが似合うお嬢様のような。

　正直、可愛かわいすぎてドキドキする……！

「にやにや」

「だから、擬音を口に出さないでくださいと何度言ったら……」

「ふふ、彩木くんが気に入ってくれたようだから、着てきたのよ。どう？」

　真香先生は、その場でふわりと一回転して、ロングスカートの裾すそがひらっと揺れた。

　うう、その動きは可愛すぎて反則だ……！

「ほ、他の生徒も驚いてましたよ。いつもスーツなのに、なんで急にカジュアルって」

「彩木くん、天あま無なしさんの水着に興奮してたでしょう。ひより先生情報だと、野や暮ぼったい制服のコスプレにも興味津々だったみたいじゃない」

　真香先生は、スカートをひらひらさせながら、いぇいいぇいと謎なぞのステップを踏んでる。

「いつもと違う格好が、いい刺激になるかなと思って。コスプレじゃなくてね。天無さんたちは制服かジャージしか着られないけど、先生は好きな服装でいられるもの」

「ああっ、教師の立場を悪用してますね……！」

　好きな服装でいいって言っても、なんでもＯＫなわけじゃないだろうが。

　この前みたいなチア衣装で教室に現れたら、確実に頭がイカレたと思われる。

「もう衣替えも近い時期だし、スーツをやめても不自然じゃないでしょう。もちろん、カジュアルに切り替えたのは彩さい木ぎくんのためよ。今後は、リクエストにも応えるわよ？」

「……あまり露出度が高いのは控えてください」

「あっ、それは美しい真ま香か先生の肌を他の人に見せたくない的な!?」

　うわっ、真香先生の目がめっちゃキラキラしてる。

　正直、そのとおりだけど、ひねくれてる僕ぼくは認めたくない。

「た、高たか嶺ねの花はなを維持したいなら、派手なのは避けてって意味ですよ！　縫ぬいにも正体バレかけてるんですから、気をつけないと！」

「もー、素直じゃないわね。そういうところがいいんだけど。じゃ、もう少し罰とお詫わびとご褒ほう美びをあげましょう」

「ま、まだするんですか!?」

「もう二十分もしたら天あま無なしさんが来るから、それまでね」

「ああ、縫が……って、なんでここに？」

　縫のテストも全部返却済みだけど、だいたい自己採点のとおりだった。

　英語の点数もさほど問題はないはず……。

「あの子も教師に不信感があるみたいだもの。この前の一件で、多少は解消されたでしょうけど、完全にとはいかないでしょう。人間、簡単には変われないものだわ」

「……もしかして、縫にも〝教育〟するつもりですか？」

「当たり前でしょう。わたしは、先生だもの」

「…………」

　僕が言うのもなんだが、真香先生にとって縫はライバルなはず──

　それでも、真香先生は縫を放っておけないみたいだ。

　僕は、真香先生の教師としての顔をよく知らなかった。

　でも、今回の天無縫の件で、少しだけわかった気がする。

　たぶん藤ふじ城き真香先生は、どこにでもいそうで、めったにいない──

　生徒思いの、いい先生なんだ。

「……そういえば真香先生って……どうして〝先生〟になったんですか？」

「さあ、どうだったかしら？」

　真香先生は笑って首を振った。

「後悔してないことは確かね。だって、先生になったから奇跡が起きたんだもの」

「…………」

　真香先生は優秀な人だ。たぶん、なんにでもなれたに違いない。

　それでも、この人は教師の道を選んだ──

　この前、不意に思いついた疑問だったけど、考えてみれば不思議な話ではある。

「教室ではみんなの先生。でも、ここでは彩木くんだけの真香先生よ。だから、ね」

　真ま香か先生は、顔を赤くしながら前に一歩出て。

「先生の秘密、もうちょっとだけ君に教えてあげようかな……？」

　ロングスカートの裾すそを少しずつ持ち上げていく。

　足首から、膝ひざ、真っ白な太ももがあらわになっていって──

「失礼します。藤ふじ城き先生、先日の件で中等部の保ほ科しな先生が謝罪したいと──」

「あ」「あっ」

　僕ぼくと真香先生は、同時に声を上げて固まってしまう。

　ノックの返事を待たずに入ってきたのは──高等部の教頭先生。熟年女性。

　その後ろには、保科先生もいる。

「ふ、藤城先生、なにを……それに、二年の彩さい木ぎくん？」

　教頭先生は、意外に冷静な目で僕らを見ている。

　正確には、スカートをめくって、下着が見える寸前の真香先生のほうを。

　言うまでもなく、教頭先生はこの学校での権力者だ。

　もちろん、ＧＷゴールデンウイークの頃に僕と真香先生の怪しい噂うわさが流れたことも知ってるだろう。

　そんな二人が、準備室で言い訳のしようのない状況になってる。

　これって……どう考えても、タダでは済まない。

　残念ながら、真香先生の秘密をもうちょっと知るのはお預けになりそうだ──
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あとがき




　どうもこんにちは、鏡かがみ遊ゆうです。

　おかげさまで１巻の売り上げは好調で、重版もかかり、無事に２巻を出すことができました。ありがとうございます！

　いきなり売り上げの話もどうかと思いますが、大事なことなので！

　とりあえず、続刊を早めに出すこともできて、ほっとしております。




　正直なところ、ヒロインが〝年上で教師〟というのはチャレンジではありました。

　年上ヒロインは、最近のラノベで〝流れが来てる〟とも言われてるみたいですが、企画した時点では発売時の状況なんて予想しづらいですしね。

　まあ、流れなんて気にせずに面白いと思える作品を書けばいいのさ！　というパターンもありますけど。この作品も、そういう面が割とあるかもですね。

　とにかく、企画から発売までは時間がかかるもんです。場合によっては一年以上……。

　この作品はそこまでではないですが、少なからず時間はかかっています。

　発売までの間に流れがガラっと変わったりもしますし、一筋縄ではいきませんね。

　だいぶ前の作品ですが『剣神の継承者』の企画時は学園ラブコメ全盛で、担当さんにも「バトルよりラブコメをもっと押しましょう！」と言われた記憶がありますね。ダダをこねて、バトル押しで進めましたが……当時からワガママな作家でした。




　なんか話が逸それてますね。裏話に戻りましょう。

　昔、美人先生がヒロインの大人気アニメがありました。

　担当さんとの打ち合わせで、僕がなにげなく「あのアニメ、リアルタイムでは先生より女子高生のサブヒロイン推しでしたけど、今は先生が断然好きですね」と言ったら、「そりゃ、あなたが歳を取ったからですよ」と返されたり。

　歳を取ると好みが変わるのは、よくありますよね。

　むしろ、年下ヒロインが好みになる人も少なくないでしょうけど。




　で、２巻なんですが、真ま香か先生は相変わらずのイケイケドンドンで攻めてます。

　あえて一歩引いたり、もしくは先生と年齢的に釣り合う大人のイケメンとか登場するのが定石ですが、たぶんそんな展開にはならないですね（ネタ潰し）。

　その代わりというわけではないですけど、１巻では謎なぞの多かったＳＩＤシドメンバーが前に出てきています。

　もちろん、『僕のカノジョ先生』というタイトルなわけですし、真ま香か先生がメインであることに変わりはないです。

　でも、ポンコツな真香先生が油断してると、ＳＩＤシドも下克上を狙ってくるでしょう。

　なに食わぬ顔で、タイトルが『カノジョグラドル』とか『カノジョ生徒会長』とか『カノジョ妹』とか、あるいは『カノジョ小学生』になったりして。

　まあ、『カノジョ小学生』は物議を醸かもしそうですが（笑）。

　冗談はともかく、真香先生には今後も頑張ってもらいたいです。いろんな意味で。




　おりょう先生、１巻に続いて素晴らしいイラストをありがとうございました！

　今巻も、真香先生のいろいろな顔が見られて幸せです。天あま無なしもめっちゃ可愛かわいいですねー。イラストが届くのを毎回楽しみにしております！

　担当さん、毎度ご迷惑をおかけしてます＆ありがとうございます。

　この本の制作・販売などに関わってくださった皆様、ありがとうございます。

　そして、なにより読者の皆様に最大限の感謝を！

　それでは、またお会いできたら嬉うれしいです。





２０１８年秋　鏡かがみ遊ゆう
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『バーガーショップの真香先生』





　ハンバーガーショップ再び。

　以前にも真香先生と一度来てるけど、またここに来ることになるとは。

「ふふ、ファストフードもたまに食べると美味しいわよね」

　テーブルを挟んで僕の正面に座っている真香先生は、ニコニコと嬉しそうだ。

　今日は休日なので、いつものスーツ姿じゃなくて、前にも見た避暑地のお嬢様か、音大のおしとやかな女の子みたいな服装だ。

　普段はミニスカで晒してる脚をロングスカートで隠しているのが、なんだか可愛い。

「どうしたの、彩木くん。遠慮せずに食べていいのよ？」

「え、ええ。いただいてます」

　先生のおごりだけど、こっちはハンバーガーを味わうどころじゃない。

　テーブルの下で、さっきから真香先生のほっそりした脚が、僕の脚に絡みついてきてる。

　前も同じことやられたけど、脚での撫で回し方が絶妙で──テクニックが上達しすぎ！

「彩木くん、あまりソワソワするとバレるわよ？」

「バレたら困るの、真香先生でしょ……！」

　それがわかっていて責めてくるから、タチが悪い……！

「ふふ、こんな楽しいことして破滅するならそれも悪くないかも──っと」

　恐ろしいことを言いつつ、不意に先生がテーブルの上の紙ナプキンを落としてしまう。

「ああ、僕が拾いますよ」

　一旦、先生の魔性の脚から逃れなければ。ナプキン、落ちてくれてありがとう。

「えーと、どこに……ああ、あった」

　テーブルの下に潜り込み、白い紙ナプキンに手を伸ばす。

「……って、ああっ!?」

　真香先生が、ロングスカートを一瞬だけめくり上げて、真っ白な太ももが──

　さらにその奥にある、光沢のある純白のパンツまで──！

「なんてね。ちらっとだけど、サービスよ、サービス」

　くっ、こんな簡単な罠にかかるなんて！

　クセモノの真香先生が、前と同じことだけで済ませるわけがなかった！

　パンチラを見せつけるチャンスをうかがっていたのかー！

　この慎ましいロングスカートでのパンチラは、レアでインパクト大きい……！

　さすが真香先生、どんな手を使っても僕を揺さぶってくるなあ。

「ふふふふ、彩木くん、顔が真っ赤よ。可愛いんだから」

「…………」

　なんてことを言ってる先生も、耳まで赤くなってるのだって可愛いんですよ。
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